
地 域 父 母 祖 母 父 + 母 一 家 で 母+祖母 そ の 他

しる比か 械 尾 24% 48% -Fp 10'/o - Po -% 40/0

かの誰_ 山 神 8 70 2 12 - - -

相 は款 誰 軸 足 14 48 19 14 -山 神 8 42 4 21 - 17

相 か 黒 尾 21 ム4 4 4 7

辛 是 里 8.2 89 9,7 15-1

話 は 横 尾 15 50 10 10 54 5I 15
し 誰 山 神 40 8 12 12 7

相 か 黒 尾 ll 57 7 7 14

辛 足 旦 ll-2 65.占 8_5 17.7

こをの 横 尾 29 55 - 14 5 5 19

づ与は 山 神 占4 4 4 ･- ･.･.- 24
かえ音速 親 展 5 83 7 7 -- - -

レヽるか 是 里 18 62.5 ll.1 - - - 8.4

身bをは 横 尾 - 81 5 - 14 14 -

ののす誰 山 神 - 70 8 一■-■ 4 4 18

ま世るか 黒 尾 - 75 ll - 5 5 9

わ話の 長 里 - 84 5 - ll

-比のか 横 尾 ll 16 32 5 5 5 20

緒い昼 山 神 15 15 12 8 8 8 50_ ! 7 1. 4

衷 8- 21 18をみると鳩尾の場合 ｢勉強｣をみるのは.半分以上が母の役割になっているO山神で

半分近 く母になっているが,それほど不思議で忙ない｡とViうのも山神における母は昼間家番に従掛 し

ている割合が多ho｢しつけ｣ という面で仏 韻尾 ･山神ともに母が大きな比重を示めているO又一家

で父+母,両親共同という型が多いのが目立つよ)で奉るO｢誰が叱るか｣も山神では,ほとんどが母
となっているが,これは子どもに接する時間の多いことが原因 しているようである｡｢相談相手｣,

｢話 し相手｣においては母以外の人の存在はかなb大きいとみなされる｡山神の場合一家でとい う欄が

5軒(210/o)もしめてし-ることからも理解できるであろ うC子どもにとって家族全体は.暖かい場に

なっているのであろうか.こづかいを与えるのは,鵬 ･山神とも圧倒的に母という傾向はみられないO

根尾において父の役割が多いのは前述の家庭管理という面と轟びついているゆえと考えられるO｢身の
まわDの世話｣は圧倒的に母で魯るo｢風呂にはいる｣のは特別に決まっていないとい)解答が多かっ

たことからも考えてみると.その時の都合のよい人とはいっているようである｡かっての日本において

の教育などの方針老壮父であり,その代弁者として母が存在 していたという型が多かった.そして夫の

背馳であるものは古い"家 ''とい う概念であったO時代の変化によ9その型は除々忙変化しているとみ

られるO外部的交捗にかけるある面では,世帯主+主婦の丑がみられることか ら子どもへの教市にもそ

の一面が表われているのではないかと思うO昔風の父は坊格で,絶対的に強い存在から両親ともに子ど

もにとって大切な存在になbつつあるようであ9,子とも遠の話 し合いが直系家族の場合は,祖父母を

交えて行なわれていて,話し合う家族が想像できるの払 好ましい傾向と考えられるO

以上 要するに横尾の家族梢成は,5世代が同居する古人家族が多く,続柄別では.直系卑属や.直
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系e純 が多い｡その意味にかいて,鳩庵の家族が近代的な柚庇をとっているとれ 決 して言いがたいo

やはb鈍尾では呼集漁家が数の上では-確かに少ないが.服薬 といってもほとんど曲菜を主としているo

そ うした客観的Bl付がそうした家族佃師父を銭しているのである. しかし,構成両からみるとこのように

横尾紘確かに古い塾を或しているが,役割鮎 の面からみると必ず しもそ うではない｡例えば主婦の架

たす役割を考えてみると.家串の役割分担で帆 核家族,拡大家族のどちらの場合も,考えていたほど

主婦の役割が多くなかったOよb良案に従串 している主婦に.他の家族員のよ9エL̂魅力が款字の上に

も表われているようである.外部的交払 子どもの育児 ･教育(,t.関する役割分担でも世帯主が一方的に

役割を分超 していた型から2人でお互いにという塾が増えているようでみるoこのよ)にみてくると,

社会一般では拡大家族から頓家族への移行を表わしているが.横尾で性,依然拡大家族が多いので,忠

故忙核家族が支配的になるとは考えられない｡ しかしその反瓦で比新しい相互扶助的な役割分担がみら

れるにいたっている｡古い家族構成をとDつつ,新しい方向へ動 きつつあるのが横尾の家族であると緩

論できよう｡ (山本息子 )

⑤ 宗教的役割分捜

家族にかける宗教的な役割はどのように分担されているかを,法恥の段どD,基そうじ,寺まいD,

氏神まつDについて明らかにしていくことにする｡直系家族と実軸家族比偶成が異なるのでおのずから

役割分鍵も変ってくると思われる｡そこで一応,直系家族と夫如家族とを分けて考察 していくことにす

る｡

(a) 直系家族にかける宗教的役割分担について

横 尾では法学のたんとDについては表からもわかるとかD,一番多くその役割をになってL̂るのは世

帯主であるo Lかし,主加 も2470程度がその役割を果 してかb法事壮主に也帝王と主婦にまかされて

いる｡これは山神においても同様であ少,ほほ 60%くらい世荷主と主軸でその決定を行なってL̂る｡

しか し山神にかいて注意 しなければならないのは法ををやっていかハ家族が全体の 19%あるとい うこ

とであるO これは山神が拭鳥と比べてよb都市化の彩壕をうけておA,山神に移住 してきて1代ないし

表 8-2-20 直系家族における宗教的役割分麺

世帯主 妻 I世+要 世の父 世の母 一家て その他 やってレゝなレヽ

法串.のだんどb 横 尾 299To 24% 5C/0 drD dro 18770 12% -%
山 神 25 25 15 0 15 8 1ム 19

盤 そ う じ 横 尾 ム 29 5 0 47 ム 7 -
山 神 17 25 8 0 55 0 17 25

章 で h b 横 尾 18 24 5 18 29 8 d -
山 神 18 28 9 0 9 18 18 31

氏 神 i つ b 横 尾 12 18 5 2一 18 6 17 -



2代の家族があ9,法罫を出す必要のない家族があるということからくるものである｡そしてこのとと

は以後述べる題そうじ.寺号hb,氏神まつりにも共通して言えることである｡法婆のだんどDに関 し

ては放鳥も山神もあせb世帯主と主鮎との悦に権限の鮎甲はみられず.ほぼ同じ毎度法定権をもってい

る｡そしてどちらも全体からみると主矧と世帯主あわせてdOro程匿その役割を果してを9.残 940

7Toは世帯主の父や母がその投射を果している｡

墓そうじ紘大体世帯主の母が果 しているO城尾で性世帯主の母に半分irr_くせかされていて,あと主婦

が500/o笹をおこなっているO世帯主の母と主軸で8070番炭役割を果 してか9,ほほ全市的に女性の

役割となっているo これに対して山神では世帯主の母と主婦にほとんど7tかされてはいるが世帯主も少

しはその役割を果してL̂る.ここでも山神にかL̂て果そ うLlをしない家族が全体の25770あるが,これ

仕前にも述べたような移住してきて新 しい家族が多くまだ正そうしの必要のない家族があることと,そ

してもう一つの理由はお番の管理をお寺にまかせてVlることで尋る｡かよのそうじをしない家族が全体

の 1/ 4もあるのもそのためである｡

寺まいb忙関しては輔尾では世帯主の母が一首多くその役割を果 してか9.その次が主婦であるo L

かしこれは比叡的男性である世帯主や世帯主の父も役別を分趣している｡山神では主婦が一番多く役割

を果しておD.また世帯主もかなb行なっている｡一家で寺号いりをしているのもある.横尾と山神を

比較 した場合.拭尾で比一番よ(役割をまかされているの紘世帯主の母であ9.山神では主婦であるo

氏神まつDは誰がするかということに関しては~脱島で比世帯主の父,世帯主の母.主軌 世帯主の順

番になって卦b老人が大きな役割をはたしている｡山神壮主軌 世帯主,一家でというのが多く,&人へ

l まかされているというのは,Pをho山神では景教的役割分担は女性.特に主婦に大体まかされていると

L̂えるだろう. しかしその中にかいても老人の.特に女性の老人の占める役割も雇いということを重視

ニ ∴ -_~:I:-::__:J_:二 二 ∴ 二 三三 二 二 二 ∴ 二 ∴ ~

れども,策教的役割という伝寮的役割は老人,僻に世帝王の母-多 くまかされているということである｡

_二 ~∴ I:i:=-_-'lf .l'三二 ~ ~三 誓 ::-i':-:~ミ三 ㌦ ~∴ -∴ --:-:_.:-I

において家族の一員として重要な役割を兇しているとhDことによb安定した地位を与えられるのであ

る｡

現代のような息独な社会変動過程にあって老人の伝統的な態度や行動様式はむしろ昧価的にとb扱わ

れる傾向にあD,家族的役割にかL̂ても以前の上うに明瞭に区Brlされた老人の座と,それにふさわしい

権威や役割はなくな9つつあるoそういう甲にかいて老人が宗教的役割を多く果 してL̂るということは,

家族円に老人が存立 しうる壕があることで卑9,これからはむしろ,直系家族にかvlて宗教的役割は老

人にゆだねるという方向に進むことが壷ましいのではないだろうか｡

L 芸 に…買≡芸芸芸芸孟≡警芸芸アリニ芸KK,= 三は,家族 しかなく勿… サンプ _̂bl･/卿 ｡で,

これでもって一般的啓実をひき出すことは非常にむづかしいが,一応.調査轟巣からわかったことだけ
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を述べることにするo

法串のだんどDを誰がするかという間に対して性横尾では世帯主がやるかあるいQ:i世帯主と主軸が相

談の上でやってかb,主導権は世帯主に呑る｡ しかし山神では主軸の方に主専権があるO基そうじに幽

しては横尾では主線が主専権をにぎっているか.又Vi王婦と世帯主が一掃にやっている.山神ではほぼ

全面的に主鮎の仕串となってVlるO寺まいbKついては挽韓では世帯主が主にやっているれ あるい壮
世帯主と主軸のどちらもがやっている場合が多ho山神では 10070主軸が寺号hbの役割をひきうけ

ているOまた山神で杜氏神まつ17も10070主筋がひきうけているoLかし.ここで注意すべきは寄せ

hDにしても氏神まつり忙しでも夫婦家族の8070が行なっていないということである｡したがって主

脈が 10070その役割をひきうけているといっても,これでもって主婦に全権が委任されていると比断

言できないであろう.しかしともかく夫婦家族にかける役割分担は械庵では世帯主と主軸が相談して行

ない.そうでない他の世帯は世帯主,王婦に適宜まか音れている上うでめる｡山神VCも1へてはほほ全面

的に主軸にせかされてかb世帯主比QIJ:とんど役割を分趨していない｡

家族円にかける宗教的役割分超は以上のようであるれ 宗教的行冬がどの程度行なわれているかをみ

た場合,餅屋は直系家族においても天和家族においても全戸宗教的行冬を行なっている｡ところが.山

神では直系家族で20- 50%が行なっておらず夫姐家族に在るとほとんど行なっていない.特に法令
の段どbとか差そうじというの比まだ半分以上の家庭で行なわれているが,寺まい9氏神せつDという

ようなものは 80%近 くもやっていなhcこのことは.も比や夫婦家族にかいて宗教的機能け意味を失

ってきているということを示 しているといえるだろうo

表 8-2-21 夫婦家族にかける宗教的役割分趣

世帯主 主 樹 世帯主+主婦 一家で やっていない

法冬のだんどb 横 尾 50% ore 507To 070 04
山 神 ー7 66 17 0 55

A.そ う じ 妹 尾 0 50 50 0 0
山 神 0 80 0 20 44

寺 ま い 9 研 尾 50 0 SD D 0
山 神 0 100 0 0 78

氏 神 ま つ 9 横 尾 0 0 0 0 0

(3) 家族の権威邪道

権威とは公認された勢力.すなわら,それを公然と行使する可能性を自他ともに認めあっているよう

を勢力をいう｡一般に権威は,個人のレべJL,対人関係のレベル.集団あるいは社会のレベルという三

つの側面からとらえることができる｡権威とその源泉を考える場合.それは,個人の母乳 権威期待,

規範の三つが重要な手がかDとなる｡個々の家族の権威横道は, これら三者のおDをす艇 としてとら
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えることができる｡

前近代的な直系家族で仕,どちらかといえば三つの側面のうち規範がよb大きな意味をもち,近代的

な夫婦家族では個人的環貨との関連が深いと思われるoしたがって,実際に横尾と山神の権威構造をこ

とで仕直系家族 と夫婦家族に分けて考察してみよう.

h) 直系豪族における権威桝造

戦前の直系家族にかいて権威棉迄を何よDも強 く規定 していた要因は社会規範にあるといってよかっ

たが.戦後 ｢家｣制度が しだい忙消滅 しつつある今日.集際に横尾 ･山神の権威構造はどう在っている

かを表 8- 2-22にある占項目についてみてみよう｡

表 8-2- 22 直 系家 族 の権 威 頒遁 (単位 界 )

項 目 悼帯主 主婦 也の父 也の母 長早 世+主 世+負 長+長秦 衣で 各 1日で 千供 その他

由畑売只の澱終決定格 横 Li 82 000 15 口占 占 15 000
山 神 80 □D0 10 0 0 000□10

就職.結婚などの最終 横 尾 59 006 6 25 0a 0008
決定権 山 神 55 006 0 18 0018 25 00
テレビのチャンネ ,̂の 横 尾 00占 A 00□055 055 0
決定権 山 神 7 0D07 00044 21 21 0
識価な家具を買う場合 横 尾 55 ロ 6 0 占 0占 12 29 000
の決定権 山 神 41 12 0050 占 ll 00 000
Et具を賄入する場合の 横 尾 52 8 占 02一 08占 12 00 D

決定権 山 神 64 D00 18 018 00000

保険の加入の決定権 横 尾 41 24 0 8占 00 18 12 000

まず出畑の売買に関する決定権は主に世帯主が持っている.そしてその次が長男である｡横尾におい

て土地というのはEB,畑,山林 と宅地であD.先祖代 伝々えられたものであるQこういう甲で世帯主と

長男をあわせた決定権が750/乙もあるということは土地発見に関する権限が典中していることをあらわ
しているo この出畑の売買に関する決定権の集中ということは山神では一層明確になっているQ山神の

鹿家は 5戸しかなく,あとは土地を所有していないか,ちるVlは所有 していてもそれは家のまわDに野

菜を作る程度のわずかの畑を所有 しているだけであるo Lたがって土地の占めるウエイトがあまb高 く

かvloつま9,経折的にそれほど韮掌表ウエイトを占めず.叉.労働時親等においてもあまDそれに要

されないような場合は除外して考えることにする.表からわかるとかb世帯主の田畑売只の権限は80

C/Oにもたってかb,ほとんどが世葡主-売月をまかせていると考えてよL̂oそ して長男にわずか権限が

与えられている｡このように世帯主-権限が集中し.それをかざをう形で長男に権限が認められている
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ということは,はっきb｢象佃版 下における権威の世帯主-の集甲をあらわしているとみてよいだろうD

このこと壮横尾に軌べて｢家｣制度が依然として致っているということを示 しているととってもよい｡なお

一家で決定するとhD樹が 159らとなっているが,この円答仕世荷主が50代の若い世帯と家族負数は

多いが世帯主が幸子の世帯であb .これらにht卑る巻匿の権限の分化 もみられる.

就職,結婚などの決定に関 しては痕終的に決めるのはE,tとんど世帯主であるo主婦もこの決定には加

わるがそれはあくまで世帯主と相談するという形でSL,る｡横尾 と山神を比唆 した場合.頓馬の方が世帯

主単独-の決定韓の集中匿は高ho又,世帯主と主軸と相放して決めるというのも横尾の方がその比率

仕商い. しかし.山神においては一家で相致して決めたD.あるいは就職や結婚する当人にその地絡的

決定をせかせているのが多hoこういうことから横尾では就職 ･結婚などに関する決定権は世帯主へ顔

中しているが,山神に卦いては比政的家族員各自の意志が尊韮され,各自の主体性にその決定はまかさ

れているといえるだろう｡このことから山神は横尾はど極限の集甲はみ られない｡

テレビのチ十ンネルは誰が決めるかとL̂うことに関 しては表からもわかるとおb世帯主や主婦.世帯
主の父,母などいわゆる大人に権限が典甲していたいo Lhていえば,このことに関しては子供に決定

がゆだねられている｡

高価な家具を異う場合,つまD,タンス.電器冷蔵凪 テレビ等を買 う場合椎の決定によるかをみた

場合,や比b世帯主の権限が圧倒的に強 く,山神で比長男の権限も強ho これ仕やは b収入を実際得て

くるものへ境 も権限が認められていることを示 しているD塊具を購入する場合はさらにはっきb世帯主

-の稚隈の集中がみられ,次代のにないてである長男にも決定権が大幅に認められているoしかし,そ

の森返 しとして主節や嫁-の権限は全 くない｡保俊の加入に関する決定権 も世帯主にほとんど委わられ

ているO しかしながら全体的にみて直系家族における権威構造仕世帯主に権威が集甲 し,ついで長輿に

権威があb .その次に也荷主の父,母で,主婦にはほとんど最終的決定権はない｡ したがって晩毎 ･山

神の直系家族にかける夫婦の権威構造は ｢家｣鮮度のなごりの中で依然として夫の権威は強 く,執ては

決定権はほとんど認められていない.わずかに夫の相敢相手としてときに権威が認め られている程度で

4)る｡

こういう観点でみるなら,ブラッドとウルフの試みた夫婦の権威梱進の類型からすると番は夫の相談

相手となることはあるが,それが夫と賓の平等の立場での相鉄でないことか ら夫優位塾と構尾 ･山神の

両方ともみてよいだろうo次に親子間の相成鶴直をみてみると世帯主の父や母 よb世帯主に決定権が集

中していることは ｢老いては子に従え｣という藩にあてはまるような子供が成人 し独立した暁には親子

の権威関係は逆転していることを示 してh'boL,かし,現在の世帯主とその子女題との間の権威関係は

就職 ･療婚などのよ)な人生の重賓在宅1柄に関 しても,かなb本人の決定にせかせたb ,テレビのチャ

ンネ ,̂選択権が大幅に子供に認められているということは,峨前の ｢家｣静座的な一方的な親の押しつ

けというものがなくなbつつあるということを示 してVlるoまた育児 ･教育の役割分担のところでもみ

たように,しつけとい5両において母が大きな比並を占めていることをみるなら,戟前ほどの父親と母

親の権威のアンバランスというものはあまりないといえるだろう｡全体として依然 ｢家｣制圧的な権威

関係が支配しているとはいえるが,しかし,夫婦の権威関係.親子の権威関係においても権威の娘甲と
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いうものはなくなbつつあるといえるO

ところで,痩 .姑の権威椴進がここで問題となるが.嬢 ･姑の問題は両者の世代の相連か らくるさま

ざまな葛藤と主婦権をめぐる間悟 と忙大きくわけることができるだろう｡権威構造に関 してとくに問題
となるのは後者であって,それは ｢家｣制度的な規範を背教として,姑に決定的な権威を認める源泉と

なっていたO嫁の権威は,①女性であること,(≡)若年者であること,①家事や生産労働の技術が未熟で

あること,などのほかに,④その ｢家｣か らみてよそ者であること.⑤義理の親に仕えるべき子である

ことをど忙もとづ くところが大きい｡ したがっで一家の主婦の名にふさわしい権限,すなわち,家計の

管理権,家をの運営権,子供の教育権など一般に主婦相 と上ばれるものは,か夜b長期間にわたって姑

の手に垣 られていたOところが鵬 においては ｢家事の段別分趣｣のところでみたように家計の管理権.

家冬の運営権,子供の教育権などは主婦の棒麻が他の家族員の誰よDも大きいo全体として嫁優位とま

ではいかないが嫁が昔のような忍従の生活を強いられるというようなことはない｡このことは姑の確厭

の低下を意味 してお D .根本的には規範の倒壊によるものであろう｡

次に個人的深紫の卸から世帯主の学歴と権威との関係をみてみよう｡横尾の直系家族の世帯主の最終

学歴は青年学校 4,姓共学校2,尋常高等小学佼 7,旧制中学 1,新市幅 枚 2となっているo これが家

族円における権威とどう関係 しているかをみた場合衷 8- 2- 25のようになっているQ

表 8- 2- 25 世帯主の学歴による権威の集中度 (1,ロ,-,こ,ホ,へは表8-2-24の項目参照 )

項 目 イ lコ ′ヽ ホ へ

新制高校と旧制甲等 10070 10870 oヲも loop ddro 6ムYo

甘 年 学 校 100 75 □ 50 75 100

農 薬 学 校 55 dd 0 55 dd 占占

I
表によると世帯主の学歴が高いほど世荷主への権威の集中度は高 く ,学歴が低いほどむしろ権威は分散

している｡ したがって教育程度と権威の集甲産は負の相賄関係を夜している｡

以上みてきたように.蛾尾 ･山神とも家族の権威林道は依然 ｢家｣制度的な規範に強 く影響されては

いるが,徐々にとの規範は崩れてさておD ,それに伴った権威の分化がかこっている｡日々の家庭の問

題は家族員の意思を鞄重 しなければそらない｡そのために比価人的資贋も尊重されなければならないだ

ろう｡

b) 夫婦家族における権威構造

夫婦家族は横尾 4戸,山神 10戸であD,これではあまDにもケースが少ないのでこれでもって一宮

町のあるいは横尾をD.山神をDのft･の一般的傾向とhDものを明らかにするのはむづかしい｡ しか し,

調査括菜にもとすいてわかる範闇の権威構造を明らかにしていこうO

夫婦家族における決定権は表8- 2- 24からもわかる上)に主婦にまかされているのは,家具を購

入する場合と保険の加入を決めるとき若干ある鑑定である｡世帯主と主鳩が相談 して決めるというのは

直系家族エDもわずかに多いが,しかしこれも世帯主の相のroが高いことからもわかるように,世帯主

が主串樺をとった形の相淡であるだろう.したがってこれもプラッドとウルフの末節の権威榊道の類型
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からすると夫優位塾となるだろうo

Lかし夫婦家族の槻戒の源泉は個人的軽質が六 ･な比弘を占めると思われるが.これを妾の就業,夫

の教育程度,夫の凝集 と収入などの面か らみてみよ)0

表812- 24 夫 婦 家 族 の 権 麻 細 道

項 目 世帯主 主 男の子 女の子 世帯主+主婦 一家で

田畑の売品の澱給的決定 横 尾 75 8 0 8 □ 25
イ 権 山 神 50 0 0 D 25 25

就職 .蹟相などの最終決 峡 尾 50 0 0 25 25 0
ロ 定糎 山 神 45 0 1■ 0 29 14

テレビのチャンネルの決 横 尾 0 0 25 25 0 50
ハ 定権 山 神 50 0 0 1(】 20 10

高価を家具を只 5場合の 横 尾 75 0 0 0 0 25
ニ 決定韓 山 神 40 20 0 0 10 20

及具を購入する塙合の決 横 尾 75 0 0 0 8 25
ホ 定搾 山 神 0 0 D 0 0 0

へ 保険の加入の決定権 横 尾 50 0 0 0 25 25

賓の耽美は 4戸のうち5戸が姓典. 1戸が会社勤めである｡夫の職非は 2戸が農薬, 2戸が会社勤め

である.このうち夫が会社,姿がBt葉をしてかD,そ して子供は輩女が一人の世帯があるが,この世帝

では乱戦 .結婚などの最終的決定は娘に全面的にtかせ,そ して残 Dの項目はすべて家族全員で決定 し

ている｡このような世帯では全 く権威の銀中はみられない.ところが他の 5戸は世常主以外の権威はテ

レビのチITンネル選択権をのぞいてほとんど認められていないO

したがって夫婦家族にかいても横尾の葛合個人的軽度紘あまb権威に関係 していないよ)であるo反

面Tiだまだ規範にとらわれている面があるといえる｡

しかし象庭内で人間朗係をスムーズに営むためにはこれからは夫婦は互V,忙話しあい協刀しあわなけ

ればならない｡つtD夫婦の相威構造の範型で一致塾を志向するのが望ましho

(4)老人,扶姫間組

現代社会.特に都市化による核家族化の甲忙あって,老人の扶養を従来のような直系家族の範朗円で

考えるや9万は通用 しないO老人間髄 を論ずるにらたってその基礎にらるのは.ひとつは私達の寿命が

急速にのぴ.人生が長 くなったことであD,いせひとつは前に述べた親子BIr居 とVlう嶺家族化の傾向で

ある｡

日本人の寿命は昭和 50年代に入ってから急速に伸びているO寿命,つまb出生時にかける平均余命

は少なくとも終戦直後ぐらいまでは50年でしかなかった｡当時, 65才まで生存できる人の割合は男

子で 1/5強.女子で半分弱であったoところが.今日で吐薄命は男子で 689年 ,女性にいたって
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壮 74･ 2年であ9,男子でid:71.2970の人が,女子では8 1.69Toの人が65才まで生存できるoつま

A,靭性の7割以上,女性の8割以上が確実に老故をむかえるわけである.

表8- 2- 25 寿 命 と 生 存 数

年 次 出生児の平均余命(寿命) 65才の生存教の割合
男 女 早 女

S 10- 11年 4占.9年 一9.6年l5ム2年 45,6年

22 50.I 54.0 59.8 4?.1

25～ 27 59.占 6ま0 55.1 占2.8

55 6ま占 67,8 61.8 70,a

55 占5_5 70.2 占4.8 75_2

40～ 41 da1 715 69.a 80,5

810- 11年 内閣統計局第4回完全生命表

S 22 Jg生省大臣官房統計覗査部第8回完全生命表

825- 27 同第9回

50 同第 10回

55 同第 11回

S40- 41 人口問題研究所 第 19回席題静止人口表

S 42 簡易生命表

しかも,出生率は昭和 50年代に入って.人口. 1.000人に対 して20を割っているか.ら(戦前は

50をこえていた).将来,若年人口に対する老齢者の割合絞どんどん大きくなるo現在 65才以上の

人口の割合は,770くらいであるけれども,昭和 60年VE比 1070, 70年には15970, 80年には遂

に 2070に遠すると推定される.年令をJO才でとれば2770に及ぶというOつまb人口の 1/ 4が老

人ということになるのであるo こうして老後vj:確実にやってくるのであるが,しかしながら,老後vj:突

然やってくるわけではない｡寿命がのぴ九はそれだけ全体のライフ,サイクルが変化するのであって.

いせの生活状況の変化がその手ま老後につながってくるo

こういう観点で,これから横尾における老人間雷を見終的に考察していくわけであるが,ここでは一

応平均寿命のことは取 9扱わないで,横尾の現状にBT)して軽済状況と親子牌係,及び,それに閑適する

意級問題をとb奉げることにするo

表 8-2- 26--･横尾と全国の世帯人員

壷ー一言一一㌧ 遡_一里 横 尾 全 国

∫(oq=～ 1為 -) 口 22.2% 24.1%o

生(雪 5*～ 6%一j-̂)口 65.0 47.2

絶島忙分いては占5才以上の老人人口は,全

人口188人中. 16人で全体の 159Toを占め

ているoこれを全国の比率と比べてみると,全

凶の老年人口の比率はa770(S40.国勢調

査 )でろD,横尾はかたb全国と比べて全人口



に対する老年人口が多いといえるQ横尾の平均世帯人員は 5･14人で,これ吐全国平均 4･08^,岡山

県平均 4.05人と比べるとかなり多VIoさらに.このうち0- 14才の幼年人口の比をみると,胡砧で

は 108人中,24人で22.2970でらD,これを全国平均2411と比べるとわずかに少ない｡さらに,

15- 64才の生産年令人口を比較 してみると.横尾では 108人甲.68人で6570であD,これも

全国上b少ない.とするならば,平均世帯人員結金表より多いが幼年人口比及び.生産年令人口比が全

国と比顧して少ないということに 禄9, このことは当然,横滝にかいては世帯のうちに老人の占める削

合が多いとい うことを示 しているoこれエb家族補成上の世代別家族における親,子,孫という5世代

家族が全戸数 22戸甲, 16戸とhD数にもあらわされている工うに,蛾尾においては老人を含む直系

又比.傍系家族が多いことがわかるotたそういった面系家族の形態のもとに老人の扶壁問題を包含し

てしまうものが,横尾にあるので什ないだろうかO老人と息子未柵と孫の 5世代同居の家族形態は.日

本の老人家族にみられた伝統的な形態であるばか りでなく,現在においても,もっとも多くみられるも

のである｡

もともとこのような蔽系家族は老人の妖輩を特定の子にゆたわるとともに,扶馨を引きうける特定の

子に家産や家薬を継がせる上に,もっともふさわしい家族形態であった｡老人の疾頚は家産を松永する

息子の当然の義務とされ.さらに敬老とhD倫理的規範や家督相続という法年上の制乾によって.子の

老親-の扶垂行為が円面化され制圧化されたものでろるC生産力の凍少する老人の側からすれば.直系

家族の形態は老後の経済的安定と身のまわbの世話を子にゆだねるの忙もっとも適応 した形態てらった

し.老人の家族円の地位 も安定 したものであったo

頓馬における老人を含む世帯はすべて直系家族でibるわけだが,具体的にその甲にかいて老人間笹は

どのようになっているかをみてJJ･上うo横尾にかいて65才以上の老人を含む世帯は 22戸甲, 12戸

で全戸数のうち5占%をしめる｡そして.この12戸のうちすべてその息子が あとをついだ直系家族で

あるoそのうちの2戸Q-1肇子及び,その事と子供からなる直系家族である｡さらに,この12戸は程度の

轟はあれ,土地,家屋とhD家産もあるOそしてこの家産をあとをついでいる息子が継凍している｡ こ

のことから老人を含むこの 12世帯はやはb意識的にしろ,無意磯的忙しろ,老親の扶単性家慶を継水

する息子の手にゆたねられているといえるだろう｡そしてこの老人たちはすべて搬薬の手伝いと孫の子

守bということに日々の生活において役割を果している｡

ではつぎ忙アンクー ト調査による経済的,柑神的面の現実と期待及び,そe)ずれをみてみようoこの

調査にかいて神社の守をしている女子の 1人世帯があるが,これは除外することにする｡又,よb禎庵

の現状を明確にするために,比軟の資料 として漁村である岡山県北房郡北原町 櫛知大字阿日子字股茂と,

都市のral山市拝島の調査療巣を使 うことにするo原茂也総人口 178人,総見戎数 52戸よりなる凸村

であるo田,価.樹餌地を秋作し,平均耕地面励比80畝 ぐらいであり,出のみの平均では:50畝たら

すの零細陸曹の農村であるoそのため釆薬農家が 52戸甲.2U戸を占め.その円客は ｢出稼ぎ｣ とい

D形の兼軸 家が多ho｢辞島｣は都市の場合としてとりあげているcr判山市浮島に所在する日本労働
者住宅山東EZl地に住む世借主を対象としたものである｡この日地 は労働者金融公庫に上って昭和 59年

5月に完成された建て売b住宅で戸数22戸からなっている｡ このうち17名と,この団地以列の近隣
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の5名の世帯主を対条としている｡ これらの教科をもとに比較して横尾の現状を考察することにするO

賃するに,老鐙の間選は経済的自立か扶養依存か また同居か別居かの二つの点にわけて考えられる｡

そこでこういう観点に立って調査療巣をみていくことにする｡実際に家庭円にかいて老後の生活を話し

あうことがあるかどうかを調べてみると,襲8-2-27のとかDであるO

表812-27 家庭 円での老 後の 話 しあい

萌ー甘 -讐 区＼ ､ヽ 横 尾 原 茂 浄 島* # ro 実 数 ro 実 数 7To

総 数 21戸 170 51戸 59も 20戸 lCI%よ くす る 1 1 2

ときにす る 5 5 4 15 占 50

表からもわかる上)に全体として,家庭円で自分たちの老後について辞しあうことはrまとんどたいよ

うである｡横尾は原茂ibは家庭内で上く蓉しているが,浮島上Dは話しあっていないOしかし,いず

れにせエ7170の世帯にかいては家庭円で老後について話 しあわれていないのであるOでは,家庭内で

老後を話しあう必要のないほど彼らの老後は保障されているのだろうか.それを経済面から考療してみ

∫)0 ｢老後の生活は自分運の収入だけでやっていけると思いますか｡｣という間に対しての回答は表

8-2-28のようであるO表からもわかる上)に.日弁連の収入だけでやっていけると答えたのは5

戸(24%)にすぎない｡

表8-2-28 老後 の生 活 と収入

地 区項 B 横 尾 原 茂 津 島
実 数 770 実 数 7To 乗 数 STD

やっていける 5 2470 5 18% 4 2070

対策をとる 5 24 一 15 18 80

あとの 16戸(7占%)は現在の状唐においてはやっていけないと答えている｡表8-2-27の家庭
内で自分連の老後について許しあわないと答えた 15戸のうち,9戸が日弁連の収入だけでは全 くやっ

ていけないと答え.5戸が何んとかこれから対兼をたてないとやっていけないとし,羨bの5戸が自分

遠の収入でやっていけると答えてLnる.このことからもわかる上うVC,家庭で老後について話 しあわな

いというのは自分適の収入によb老後が安心して巻せるとい 5ことではないのであるO

こういう状態は原茂ではもっとはっきb表われている｡ しかし浄島においてはやっていけないという

のが全 くない｡これは此村と都市の老人自身の収入の違いからくるので壮ないだろうかO

農村においては老人にとb,自分の収入源はないとhj場合が多いOそれというのも,老後に走って

世帯主を誹ると,たとえ轟葵に従事していても経済的表世帯仕一つであるからそれは世帯主としての収
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入忙なるわけであるoすなわち,自分の収入としてではなく,子供一 世帯主からの扶歩とい

董毒妻妾室q;-̂蓋 室至書き薫 芸 ≡ 窒妻妾≡妄妻要薫 薫 宣萱 董重き蔓当

守をしている毛皮であD,特別に他の耽美についているとれ その他のことに上る収入源のある者はh

hbのは四昔日でめるO自分たちの収入だけではやってL̂けないのに,老後に一番望むことは健康で,

経済の安定を望むのは四番目ということは一見して矛盾しているようであるが,しかし,これは必ずし

も矛盾していないのである｡なぜなら健康というのは誰しも望む基本的なことであD,それが生活 して

乗 8- 2-50 老後に望むこと

碩 ES 実 数

髄 康 15

子供の成長 4

気楽な生活 5

経済の安定 2

い く上でのもとであるとい うこと.それと直接 自分の収入

としてははいらたいけれども典薬をやっていれば食べてい

けるし.又,盤業の手伝いとV,･うことで家庭円において老

後も一定静圧の座が保障されているということをみるなら

ば必ずしも矛盾してはいないだろうQ

しかし.老齢になるに従い生産力が菜えることは当然で

あD,又,身0回Dの世話をすそ人も必要になってくる｡

そ)たったときは家族の誰か0扶巷をうけたければならな

く走るだろうとhDことは予想できるわけだが,そのことほ,やほb横尾の場合子供との同居に桔びつ

くであろうOでは実際に横尾における人々の子供と同居することに対する理想と現実 とhDものをみて

みようO

｢子供と同居すべきだと思われますか｣とhD一般鶴としての間に対 しては ｢同居すべき｣だと答え

たのが 12戸,(579り ,｢同居すべきでない｣というのが7戸(55野)で,あと2戸は ｢わから
ない｣である｡｢あなたは同居を望まれますか｣という自分自身の問題としての間の租合,｢望む｣と

答えたのが 15戸(71%o).｢立Tiない｣と答えたのがd戸(29%)である｡

表 8-2-51 好 ま しい同居相手

項盲＼-増埜 横 尾 原 茂 津 島

総 数 21戸 570/a 51戸 84% 20戸 lore壮 レ､ 12 26 2

しへ しへ え 7 35% 5 18%o 18 9070
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このように一般論としての同居についての考えと自分自身のこととして考えるのとでは多少のずれが

あD.実際には同居を望むのが15戸 (71%o)もある｡

表8- 2- 52 同 居 の 希 望

横 尾 原 茂 津 島

総 数 21戸 51戸 20戸

望 む 15 71% 28 90% 7 559To

望 ま な い 8 29 3 1070 15 6570

ととろで原茂や津島と比叡 した場合,横尾はその甲間にあるのだが,やはり投村ということで原茂の状
況に近いように思われる.

同居を望む理由として ｢先祖あっての親あわ,子だから同居は当然｣という｢象J意敬にもとづいたもの

から,｢老人は若い者に爾らなければならない｣｢どこに行 くというあてもたいから｣というような老

人の不安夜気特をあらわしているものや,又,｢柵手しだいで同居もするし,しない場合もある｣とい

った状況IKあわせて考えるものもあった｡

同居を望まない理由は ｢時勢だからしかたがたい｣とい!消夜的なものから.｢年寄と若いものとは

考え方が連うので同居しても無理がある｣というのもあった｡しかし額極的忙同居を澄まない理由とい

うのはたく,仕方なく同居しない方がよい.若いものに迷,6をかけない方がよいというのが多かったQ

しかし全体的にみて同居を望んでいるのが圧倒的に多いといえる.

では ｢老後に一緒に暮したい人はどなたですか｣という間に対して紘.｢子供夫婦と孫たち｣と答え

たのが719ToであD,このことは第 8表の子供との同居を惑むのが717Toであるということを基づけて

いる.

表8- 2- 55 老 後に一緒 に暮 したい人

嘉｢一首一 地域 横 尾 原 茂 津 島

配偶者 とのみ 190/0 105ro 5070

子供夫婦 と孫 た ち 71 90 50

その他の親族 10 0 0

老人ホームた どの施設 で 0 0 0

ことでも横尾は原茂と津島 の中間 に位思 して いるo｢子供夫婦と孫たち｣との同居を望むのが梯
尾7170,原茂907To.津島 5a970ということは,前にみた兵村と都市の老人の経済的な安定状況や意

識のちがいをあらわしているものとみることができるOでは全国の老後の生活についての調査軽菜と比

較してみよう.昭和 4 1年9月に実施されたNHR放送世祈珂査啓の国民世論調査 ｢現代の家族と生清｣

のデータを参考vEしてみてみよう｡

国民世論的重で比全体として ｢経済自立主孜｣は57･7ajと占判近(frを9,号畑 ってもらうとか･公的扶助に締ると

かの.いわゆる ｢経済的な扶蕃依存｣はすべてを3)わせでも22･2%忙しかならない.ともかく戸'l｢
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表8- 2- 54 老 後 の 生 活

項 目 A

経済的に老後の負適をかけないようにして同居 したい 54.2970

別居して自分の金で生活したい 21_A

自分の金で老人ホーム-入bたい' 1.9

子供から経済的援助をうけてBIJ屈したい 1_9

同居して子供に怒ってもらいたい 18.4

老人のための公共福祉施設に入 bたVl 1-9

て経済的に独立したいというのはもとよ9,たとえ同居 しても子に経済的負担をかけたくないというの

が全国の多くの人たちの気持てあろう｡ところが実際に同居希望をみると52･6%と過半数になってい

る. このことは.経済的には自立する覚悟や希望はもっているけれども老後は｢緒に住みたいという気

拝をあらわしているO桟尾にかいては同居希望は前の襲 8- 2-52でのべた上うに71%と全国エ9

かな9高ho又.同居希望の理由や同居を希望 しない理由などからして.全国ほど経済的自立を望んで

いない.むしろ,老人は子供から経済的に扶助されるのは当然という傾向さえある｡このように横尾は

全国と比べて核家族化-のテンポはかそいといえるが.その理由として次のようなものがある｡横尾の

建築の中心は良薬であるがこれは家円労働が 多く必要であること,又.この地域留巨常に｢観｣意識が強 く

代 家々を守っていくという気風が強いことなどがあるQ

次に粕神的面にかいて ｢老後の生きがいや楽しみを何に求められますか｣ という間に対 しての回答は

表8- 2- 55のようであったQ

表 8- 2- 55 老 後の生 きがい と楽 しみ

項 目 一一 埠 械 横 尾 原 茂 津 島

家 庭 の 円 満 ll 7 0

子 供 や 孫 の 成 長 10 8 8

気 楽 を 生 括 5 7 2

趣 味 を 楽 し む 2 1 9

宗 教 0 2 0
社会VC役立つ仕串に串念 したい 0 0 5

仕 草 0 0 2

ます約一番が家庭の円浦であD.その次が子供や孫の成長であるQそ して二敦的なものとして気楽を

生活,趣味を楽 しむのであるC家庭の円満や子供や孫の成長をまず伺よbの生きがいや楽しみとし,気

楽を生活とか嘩味を楽しむということが第二義的になっているということは,そこに老人自身の主体的

な生 きがいや楽しみを求めようとする姿勢はあぜbなく,むしろ,家庭円に卦レゝて静かを安住の場を求

めようとする態鑑が うかがえる｡
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では実際には ｢これからの老人の生き方や心構えはどうあったらよいでしェうか｣と問って与ると寮

8-2-56のようになったOとの宙果からすると時代にかくれないようにする.若い仲代に理解をも

つというのが多いが,これは領篠的忙新 しい時代に対応 してゆこうとする態度のあらわれとみてよいだ

ろうoLかし反TBu.現在自分適のもっているものが,もはや時代か くれのものであるという意辞の逓返

しとも考えられる｡

それだけ.老人Kと鋸凸対的なものとしてすがDつく対象がなVlともいえるのではないだろうか｡

表8-2-5占 これからの老人の生き 方 と 心柵え

~~~一一㌧一㌧一一- ＼ _i項 目 乗 数 rp
当然の蘇束として子供に兼つてもらう 7 215ro

経折的自立ができるようにする 5 15

時代にむ くれないようにする 9 26

若い世代に理解をもつ 8 24

余生をゆつくb楽しむ 4 12

余生を社会のためにつくす 1 2

棟使的に新しい時代に対応 してゆこ

うとする姿勢がある反面,当然の樺

利として子供に登ってもらうという

意織か高かったD,余生をゆっく9

楽しむとか,社会のためにつくすと

いった老人自身の主体的生きがい,

楽 しみを求めようとする喚勢が低い

とtJlうことができる.これ紘やは9

老人の間においても相当悪投のずれ

があることを示しているだろう.当然の樺利として子供に養ってもらうというのが7件で.経済的自立

ができる上うにするというのが 5件 というのは,全国及び搾島友どの経済的自立主蕪と比べると,かな

b依存度が横尾は高いといえる｡このことは横尾においてはまだ老人間題は直系家族円でのものであり
核家族化がまだあまb侵透 していたく,核家族化による老人間題というのはかこっていないということ

をあらわしている｡

全匡酌にみると国民の過半数は老後の子供との同居を希虫 し.そうなることを期待 している｡横尾に

もこれはあてはまるが,よb横尾の方がその傾向吐強t̂oそして全国的にみた場合も横尾の場合も同居

を希望する場合には子供夫婦と孫たちとの同居を望んでいる｡同居希望の理由は経済的保#や日常生活

にかけるサービスたいし肴誰がみるが,親子別居を原則とする核家族化の流れの中で老人は経済的な妹

姿はともかくとして- それすら受けにくくなるが- 日常生活のサービスないし脅譲の点はC3:とんど期待

しがたい状況にかかれているといってよいoLたがって同居を希望するのは経済的扶馨の間盤上Dもこ

の点の不安から,それならばはじめから同居 したLnとVl9人が多いということであるo Lかし梯尾はこ

れが表面にあらわれか で隊｣制圧のなどDの中IK:同居が当然という考えが残ってかD,これが核家族化

へのテンポをかくらせているといえる｡

NHRの調査 した国民世的調査 ｢現代の家族と生借｣のデーjZや乗 8-2155,老後に一緒に暮し
たい人の調査で老人ホームなどの施設で老後をお くbたいという希垂が少ないが,これにもあらわれて

いるように公的扶助にたよろうとする者はいない｡これ比日本の社会保障制度がお粗末であることを示

しているといえる｡もっと年金全体系の盤僻,老人福祉施設の整備,配母がなされなければならないo

これからの老人問題吐核家族化の傾向と,この老齢期に入ってからの親子同居希望とのかかわbあいの
問題を解決 してゆくのが大きな裸馬であろう｡特に.械尾などのような捜村においては今までとは逆に

将来,若い層の析出で老人のみがとb残され.いわゆる曲村老人核家族が目立っでくる可能性 もあるが

これもやはb老人扶番の点から私的扶巷と公的諌巷の双方に上ってはたさるべき妹題であるQ

(岡田其由実)
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3 同族と菓見族

(1) 同 族

第 1図は横尾VCおける同族団の分布を示したものであるOここでは同族を,家を中心にして,本家分

家の系譜関係に従ってその相互認知があり,同一地域内㌢こあってをんr,'かのLf.活連関があるものと理解

する.それに上ると,現在横尾には5つの同族団が存在していることになる｡すなわち,高木珠,伊丹

A株,伊丹B棟,伊丹C株,今井株である｡各同族団の構成戸数は,高木珠 5戸,伊丹A珠 4戸,伊丹

B棟 1戸,伊丹C株2戸,今井株9戸である.そのうち,伊丹B棟は本家がすでに絶家しているので現

在は単独戸的存在である. これらの同族それぞれは第 1園にみられるように,伊丹A株の砂垣を除いて,

1つの地域に近接して生倍しているOすなわち高木株は新星敦に,伊丹A ia ･C株は本村 (横尾)に.

今井株は上横尾と, 1地区 1姓の形態をとっ1レゝる.そして.同族Efl相互の交流としての部落内槽はあ

まりみられす明治期における⑬と⑮大正期vcおりる⑨と何 (いずれも婿入り)の2件である｡それては,

各同族間にかける成立状況や日常の生帯の生清において果している機能を, 1地区 1姓の形態をとって

図 8- 5- 1 同族の分布
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いる性質上,同族としての

面と近所としての面が重な

りあっていると思われるの

で,近所交際もおりまぜて

詳しく述べてみよう｡

高木株 ;仰 ⑥の5

戸で構成されており,新屋

歌作一田となって誇りあっ

ている｡寮歌は5戸とも尭

言宗である｡(参が総本家と

して認められており,家号

は ｢中堅｣である｡この株

の定着部伸は前述の通り

(第8膏第 1節参照のこと)

徳川時代初期の頃であると

伝えられてVlる｡旬から7

代前に｢東｣と呼ばれるQ)
と｢商｣ (⑥)が同時で分決

したo(垂は昨年岡山-他出

して現在すでに当地にはい

ないが,@から5代前に
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｢./ソク｣ と呼ばれる⑬が分家 し,それと前後して㊥から句が分家している｡ もう1軒㊤が分家して

いるといわれているが,㊥からだとすればこれも前 2軒 と同時代の分家であろう｡㊤ も◎ もすでに絶家

してしまっている.⑤から③が分家して現在 7代目である.その③から昭和元年頃◎が田 1反2畝畑 2

畝山林4反をもらって分家しているo(むの現戸主仕2代Bであるoそして現在本家分家の系帝関係の相

互認知があるの吐⑤と⑥,⑤ と② (これは㊧が他出しているので総本家として認めている),③と④と

73:っているo

それではこれら5薪の家が日常生帝においてどの凝碇のかかわりあいがあるかをみてみると,2国の

どとくであるが'｢援助を求められることがありますか,tた,求めることがありますか｣という問い
忙対して,園では大介誤差がある上うだが,本家が他出して当地にLJ175:い場合性別として,経済的困窮

の場合仕全くみられず,嫁をもらう時･出産の時,神式の時とかいったいわゆる ｢コト｣ある時,冠婚

葬祭の時に本家分家の別なく家も近いことだし,相誹をもちかけられれば応ずるといたって消壕的であ

る｡農業経営面においては手伝1,1あうという形でなされ,その他日常のこまごました物吐近所づきあい

として貸借がおこなわれている｡

棟内一同が集まる時払 葬式の時.年忌･法要の時.正月と9月末日のお目待,旧5月 5日のきつね

祭,旧占月25日のib-しそん構 (傍点頚者),それ忙海月20日の大師誹と宗教的をものが多く,昨

年高木 500年祭をやったがそれまで仕先祖無比やってV,なho叉,｢本家分家の開院結いつまでも続
けていくべきでし↓うか｣とい巧問いに対しては,昏一様K:｢続けていくべきである｣とし,その理由
として ｢先祖が1つであるから｣,｢当蝕のこと｣.｢本家は本家としてたてていかねばならない｣,
｢圧】禽だから終 りがない｣,｢続けていかねば悪い｣等があげられている｡
以上みてきたととく同族として高木棟は宗教的,所的な面でそのきずなが保たれてお9,旧時代ナを

わち明治以前の塵村社会で全国的にみられるエうを本家が絶対的優位にたち分家がまったくそれに依存

しているようを上下的な関取で比をく,棟桁的把も独立し生癌状態仁も差がをい新しいフラットを関係

を結んでいるo｢若い者同士の話し合いで,鼻っちはあっち,こっちはこっちで,本家だからどうとい
うことはをい｣という青紫にもItうした状況がうかがえるoLかし,この棟忙もっては句と′6),伺とQ)

のととく直接の本家分家関係の場合dtはフラットである忙してもまだお互いを頼 りとして密接な関係も

みられる｡

近所交際(CつV}て払 新聖教だけ{Eついていえば,同展との関節上先に触れたととくで改めてとりあげ

るとともをいが,他地区と比特別な軸路を除いてtJlとんどないO近所交際として虫 も一般的を香典のや

りとわも全部啓VE持っていくようになったのが,とt,- 二年のことである｡そして命④と旬の開院は

塊族であるから当然として新た忙仕事の鯛係とか 凄同士が同郷であるとかいった例にもみられるよう

に,家相互というよりも個人的なつきあいがままみられるo

ここで範道が多少前後するが,の忙ついては竜泉寺の年番として,老婦人が 1人で住んでいる｡

いわば単独戸であって家関騒がないことから同族 としでは取 り上げられていをい｡

伊丹A株 ;これを構成している家払 現在本村の鯛 上硯尾Z)li禍 と4戸であるが,本家分家の系津

関係がはっきりせず,それを解明してくれる資料もない｡このA株の先祖が当横尾の最初の定住者であ
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ることまで吐壮っきりしており,その定着前後の事情Qj:前述 (窮 8車 1飾参照のこと)の通りであるが,

その家がどこかということはわかっていない｡系甜関係がはっきりしているのは,現在アメリカにいっ

ているといわれる(塾から徳川時代末期に二人の兄弟が同時に分家し,兄の方が田7反,弟の万は田 5反

雀もらったといわれている｡前者が 1代で絶えた⑦であり,後者が㊥でその硯戸主は 5代目である｡

uT3)と(泊は現戸主のおばにあたる人が昭和 24年に田1反2畝と宅地をもらって分家し,子供が夜か-)良

ため硯戸主の次男が恭子として昭和57年に入海したという血縁的K密接な開床にある｡⑦は文禄 4年

(1595年)に定着したといわれ,当欄鳥の氏神である ｢御崎 (オンザキ)神社｣の神主として当社

につかえ現在 15代目である｡⑦は当地における本家分家関係(Cはふれていをい｡⑨は㊥を本家として

硬めているが4代前以前の系帝阻床はわから4:いとしている｡

ここで問題となるのは,現在吉備郡山手村yc他出している④の存在であるが,佃ではここ怒大本家とし

て認め,旬で吐 ｢本家を本家として認めiすか｣という問いに対して,｢先祖としては認めるが,本家
としては碇めない｣という答えが返ってきているQそして毎年 5月5日YE行をわれる先祖祭りには㊤も

招かれて参加している｡

交際内容は,⑱と⑬仕非常に近い親等関係忙あるので,蝕薬経営とか,農機具の貸借,冠婚葬祭等,

日常生清にかけるさtざまな面で相互依存が75:されているが,噂では姻族すなわち嫁の輿との結びつき

もかなり強く新しい時代の家族の結付きがうかがえる｡(丑と⑧は同族としてより,家も隣 りあっで Jlるこ

とから近所交際として日常品その他の貸借が行なわれている｡そして ｢特別親しいとはいえ75:いが,i

あまあ親しい関係です｣とレ､う青葉から,あiり額歳を関係が持たれていなしゝことがうかがえるo亜作

業の面でも,⑦は ｢以前に吐あったが今はない｣といっており,⑧も昔以前は(空将)を頓 んだ ことも

あったが,今では親族が中心となっている｡それから近所交際として他株とのつきあいや仕事の関一鼠

嫁同士の付合いといった個人的を交際は高木棟同様いずれの家にもみられ,同族として4戸をまとめて

いるものは先祖祭りであ9,先祖がだれであろうとどt,であろうとそれを一つにしているという意級が

重要な役割を果している｡そして ｢本家分家のつきあいは続けていくべきてし上うか｣の問いに対して

紘 ｢扶内の兼栄のため｣｢お互いに助け合える｣という肯定的75:面と,｢1̂ でやれば 1人でやってい
く｣とか ｢時代がかわるとすたれてくる｣といった否定的な反面が出ている現在,同族として今後の方

向が注目される｡

伊丹 B棟;伊丹 B扶紘本村にあり,現在 ｢新星｣と呼ばれる⑨が1戸で単独戸的存在である｡この本

家壮明治以前すでに絶えており,この一族が定帝した射背もいろいろな説があるがはっきりしない｡

そこから⑨が分家して現在6代目であるOそして分家は5戸程あるが,すべてが他出分家で同族J:して

は何 1つ機能していない｡部落内KかHる交際は,先代が何から婚入りしているので③と④とは親類と

して括付きが強ho｢以前vcは農薬もしており,近所で早く仕事の済んだ^忙手伝いにきてもらってい
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たが,今は本格的にやっておらず,私 (世帯主の母)が右左そ壬程鹿町や-Jているだけで,手がなくて

テマガワ1)もできず,他人に頼んで金で支払っている現状である｣とのことであるしそして頼りにでき

る家も.嶺り托される家も③巧)をあげており,それ以外に近所づきあいとして駒 をあげているにすぎ

ないoLかし.天台采であることから,その御中として伊丹姓全体との関連をもっている.

伊丹C扶 ;この株も本村にあり,句と吟の2戸から成り,家仕隣り合っている｡吟の星号は ｢植 函

(クエエソ)｣⑪は ｢ー西 (ニッ)｣である｡⑩が本家で,明治以前から定住していたが定憩申1青はわか

らない.⑪は明治55-占年とろ分出しで現在2代目であり,本家分家の相互認知吐ある｡そして本家

分家の関係は絞りるといっており,｢他人とは連tから｣と血縁的7k理由づ吋をしているoそういった
反面,契際内容としては ｢稗峨直後まではもったが,今はない｣といい,｢うせい調子にいっているか
ら｣,｢自分自分で生活しなければLLうがをい｣とt̂う答えがでている｡したがって,2戸が奥まる
時は年忌法要,吉凶車の場合にがあげられており,あtり街接なものではない｡近所交際について壮伊

丹姓全部の⑦⑧(勤⑯69があげられており,内容は ｢生 ･死｣すなわち葬式出産の時と天台宗VC開院した

評の宗教的な関係とである｡結局 2戸とも貌立した生活がを亨九でおD,密凄75:依存開院はみられないO

今井株 -,現在上楓電YC9戸の棟内をもち,横尾で1番大きい株であるO先祖祭がもちまわり制で行な

われており,5月の5･4･5日のうちの1日をあてている.宗教はすべて目迎宗法華で,棟内と同時

に鮮中としても9戸すべてが機能している｡そして毎月 12日にこれももちまわり制でふふん皇 (傍点

鋒老)をする｡ここで一つ注意をしておきたいeJは.今井扶も伊丹株と同様系甜関係が5つに分かれて

おり.表面的忙系舘Bg係の相互認知はみられ7kh.その中だ吋を取り上げて考えると今井株も5つに分

ける必要があるかもしれないが,今井徐にかいては先祖奈を 1つにしてやっていることで同族として機

能しているとみなし,伊丹では5つの系譜がまったくわかれ同族として何一つ機能してt̂ないことから

ABCの5つの株vcわけたということである｡すなわち.今井株においては先祖祭をやっているという

ことでどこかで家の系帝につなが りがあるで参ろうとhj恵紙でもって相互密知があるとみなしたo

Lたがって,グループととにみていくと,第1グルーブ紘 ｢本宅｣といわれる⑳を賂本家としてます

⑮が現戸主上りさかのぼること5代前に分出し,その後今から100年程前に①が分出したO①は18

年前,昭和27-8年に岡山へ他出している｡そ昭 から明治年間yC㊨が分家して現在2代目であるO

その後⑳から絃大正年間に現戸主の弟が分家している机 昭和25年に死亡し現戸主,yC子どもがをかっ

たため,その子をあとと少としてひきとっている｡また⑳からは昭和25年に胸が分家しているoそれ

ぞれ本家分家の関係は続けていくべきだとしているが ｢先祖が同じだから仏様忙対しても辞めておかね

ばならない｣,｢血のつながt)があるんだから｣と儀礼的であり.｢それぞれ独立して生桔しているか
ら｣と言う言葉がみられることから同族としての意陳がうすれてきている｡従って先祖祭,練以外Kは

全体としてのつきあいはないが,句lと⑫は兄弟にあたるので療接を関連が保たれている｡そして同族に.

かわる,友達とか親族とかとの交際がやはりここでも封書になっている｡

第2グルーブは佃を本家として櫓が分家し,⑳が4代前に隠居して分家しているO丘5紘明治8年の耕

宅地人別統計帳に 4代前が記載号れており,その後明治 19年忙 4代前と5代前の名IC相続がなされた

と前記競計帳に記載されており,そのことから明治維新前忙はすでに分出していたと思われるoそれか
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ら65は明治鮭新の頃分出したといわれるので⑮の方が先であると思われるが,これはあくまでも推論の

域を脱し得ない｡佃は昭和25年に物を分家に出している.偽は現戸主が⑬の弟分にあたるo⑬と⑬吐

吟の先代が⑬から婿入りし親せき関係 も結んでいる｡本家分家の地位は相互忙認めてLlり･それ壮今後

も続けるべきであるとしている｡理由はやはり｢血のつながりがあるんだから他人とは連 5Jがあげら

れているが,棟内としての交際V:i,葬式とか誹とかいった面で他VCはあまりみられない｡近所としての

焚際で仏 65は日朝5,伯綻⑮を,65比n7)をあげているが,内容として壮そう深いものではないo吟は地

理的忙やや離れており.安蘇 も棟内とではをく長野の環も近tJl家 (今井の誹中VC入っている家であるが)

と≡…≡芸TJ 誌 は ｢東 (ヒガシ)｣である｡この鋸 わずかに③紺 出しているだ㈹ そ｡① もl

ナーL･忙明治年間に絶家しており,今井株における系舘関係としては単独戸的存在である｡定発射音もは

っきりしたことはわからないo

以上のどとく,今井操にあっては一応5つの系舘廃係にわかれるが,どの系舘を総本家筋として認め

るかは別として (1説杵は500年番以前に芳賀方面から2-5軒で移ってきたともいわれるが)先祖

を1つにしているとtJlウ意枕と日蓮末法番の詐組としての連関で結びついIrおり,同族意識比時代とと

も忙次第にうすれてきて

′ 1 jLf∫e)7♂ チノβ′′/2′J/ダ′∫′Jノア/3/′10 /.23
′ ＼
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･､r ○ Lh ｣､○XOX○OXOX

占 ○* ● OX- XX ■ 汰 I●★XX A-X
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′∂ A 0×
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′7 lメ X A ス AX メ メ ∫A】■X X 人 X - jL★tJ{
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o 親戚 x各弟 Aふす々 か1

図8-5-5 城島における同族の交際
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いるとと妊否定できない｡

ここで,各同族団相互

の交際を葬鏡の際の香典

とか祝儀とかそれ以外の

おナそわりとかのやりと

りという面からみていく

と第5図のどとくである｡

以前香典壮株内聞だけで

行なわれており,他の同

族田に対してはとりわけ

懇意を家としか行なわれ

てレlなかったが,ここ 1

-2年前から部落全体で

をされるようvC7tったと

いうことであも｡

祝儀とかかすそわけは同

族団間ではむろんのこと

内部においてもほんの一

部でしか行なわれていな

い｡そして香典は同族外



部と同族内とでは大きを差があD,ことに親族と比一段と格差があわ戟族が重要であることがうかがえ

る｡

以上が観覧における同族団各戸の相互機能関係である｡各同族それぞれの特徴をまとめると,各同族

団とも先祖を同じくするということから家の出自でもって蘇びついている.しかし棟内問での地位の差

がないフラットを関係であるoそして ｢先祖を同じくし多少とも血のつながりがあるから関係は続ける

べきだ｣とする反面, ｢経済的VZ:自立で垂,それぞれむ生信もあるし,血のつながりもうすれてきたか

ら｣という考えも出てきており.同族と1L,ては黄面的で形だけのものになってきている｡何かつなぎと

める手だてがなされない限 り,やがて仕時代の流れに押し流されて個装の過程をたどっていくことで奉

ろう｡すなわち近世において各戸は稲作中心の農村共同体の一員として密接な相互依存開院にあったの

であり.そうしなりれば自己の存在を保ち得なかったのであるれ 明治維新前後からの貨幣経済の波が

漸次押し寄せてき,それVE鵜をかけるように牧後の急激な経済変動に大きく揺れ動かされ,稲作中心の

鼻薬では生満が維持できず兼集イヒが進行していったoそして一応生活が維持されるようになり,経済的

に自立できるように4:れば,おのずと依存しなくてもやっていけるという意鞄が生iれる｡それが進ん

でくると自然に共同体的意改もうすれそれに伴って同族も崩壊の遠をたどるとtハう全国的を傾向に適合

していると思える｡

(2)親族の範囲と分布

前項で述べた同族机 家の釆甜関係に基づく集団であり.血森閑係や個人の生死をも越えて存続し,

その範囲も比鞍的闇定しヤナhoそれに対して.親展は坤髄と出生に媒介される｡レ､いかえると.血縁

と結婚にもとすく個人と個人とのつながりであり,親族関係と呼ばれるものである｡親族は,重縁が行を

蓑8-5-1 横尾の親類 われをいかざか .個人の死亡1こ上ってその岩倉取除は次第に疎遠に7t

1戸平均 8･7名

5名 1戸

4名 1戸

5名 5戸

名

名

名

名

名

名

8

9

nU

1

2

5

戸

戸

戸

戸

戸

戸

･▲q

2

'コ

2

1

-

1占名 1戸

182名 計 21戸

ってLhくoLたがって.その範囲比此故的動きやすく,いわゆる流動

的な性格をもつものであるC.以上の親族のもつ基本的な性格をふまえ

て,親電に副うる親族の範囲仕どのように分布しているか,また,同

族意狩がうすれてきた現在,親族がどのような役割りを洩じているか

を検討し,同族とからみあわせて構蒔地区の構造をまとめてみエう.

一般rC親族関係は.血族 ･噛族の両77を含めて,｢しんるい｣,i
たは ｢しんせき｣と呼ばれている (現行民法では親族を血族 ･姻族 ･

配偶者の5商に舟H,血涙 d親等,姻族 5親等以円を法定親族として

いる)oここ横尾忙かいても.親族として交際している家は ｢しんる

い｣と呼ばれているOそこで親類づきあいを亀れ 各戸であげてもら

った結果をまとめてみると,日頃在来のある親類の総数壮 182名で'

1戸平均 8.7名の親類をもっている.各戸のもつ親類教の内訳は表8

-5- 1に示す通わである｡
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表8- 5-2 親類の地域分布

也域別 部落 宮 御韓 県 内 腺 計
間 J簡 足 高 そ

町 那 山 杜 守 松 の

内 内 内 市 市 町 町 他 刺

数 18 22 9 26 18 24 15 58 12 182

襲 8-515 通婚廊 (入婚)

選 一 宵 Pg 0亡べ 0飾
15

24.7御1軒~膏∩有 ~~す115

贋 5 9.1

5 9_i~一

7 (1)l21r-87ー
4 ll.a

8 24,7

県 外 0 0
計 5 4酌 100-

ます親族関係をもち,交際してV>る182の親族の範囲と分布

K(言ご言,A,bi妄芸害君雷a(守 8,.読 ,2芸墓誌 9寓B(誓 去,8l

岡山市26 (14.2帝),総社市 18 (9,8%),足守町24

(15.1飾),高松町 15 (&2啓),その他の県内58 (201

8飾),県外 12 (a.5秀)となってV,る｡ここで,部商内が1d

でそのうち同族を親族とみなしているものや,重複するものを考

えあわせると村内婚が少ないことがいえる｡そして.御津郡内

(観寝,一宮町内も含む)が全体の27.4飾であるの忙対して,

衰 8-5-4 親等別 ･地域別分布

地hR#B%別 父 方 蔓 草 7f 母 方 祖母方 嫁 ち 噂 方 そめ他 計

-Ⅰ ⅡⅦ ⅣⅤ描 Ⅰ IⅡ虹1 ロ卑ⅠⅡtRⅣⅣⅤ!ⅢⅣⅤ串Ⅰ■Ⅱ ⅢIⅣlⅠⅡ 守
部 落 内 150 4 0 □ 占0 0 ∩ 0 1 2000 000D0lD00 0 0 0 18

-宮町内 つ 615 5 2 1 0 〇 0 0 00 1 0 100001 100 D 0 0 00 1229
御津郡内 0 1 1000 012 0 00 0l0000IoIO 2 8 2 0 0 0 0 000

県内県岡山市 5 8 5 0 1 o卜 5 008 0 2 2 0 00 0 1000oro0180l26

払社市 0 5 200OD0 4 0 0000 4 0 00D00つ 5 000100lo0 1824
足守町 0 A 6 2 2 08 0 5 1000 1i D80000021000 0 0

高松町 0 15 1◆10 0 10000050000 0D001 0 0 1 81l 50 15
その他 22 9 5 80 1 0 1 511 1 D 8 2I 4 0 0000 1 0 1;o0 I 20 155
外 4 10 0008 10000 0 0 8 a0 0 D8 0 2 0 0 DrO 2 12

Ⅰ 親 子

Ⅱ 祖父母兄弟姉妹

Ⅲ 甥姪,伯叔父母

Ⅳ 従兄弟姉妹伯叔祖父母

Ⅴ 従甥唾,従伯叔父母

Ⅵ その他再従弟姉妹

Ⅶ 親等以下
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丁 ~ 【

岡山.総社,足守,高松の各市町が45〆強と約半数を占めており,周辺部-の分布が特徴的ITある.

さらに.入婿におけるi乱帝圏をみてみると一発8-5-3のエ9に,全体で54人に対して,周辺部の

岡山市,総社市,足守町で半数を占め,それらを除く県内でも,身政市とか青備郡に集中しており,局

辺部への分布が顕著をものになってくる｡

そこで親族を,父方･母方 ･凄方 ･祖父方 ･綾方 ･聯方 ･その他 (この中には親等のはっきりしてい

ない本家とか分家とかいった菅からの親族が含iれる)と姻戚別に分けて,親等別にみてみると,表8

-5-4のどとくである｡全体的にみて,総鼓 182の栽族のうち,父方が105(56.5藤)と.也

_の建方 ･母方 ･嫁方等々と比較して圧倒的多数を占め. 故事の⊥からも父方韮視の幌向が歴然としてい

るQ これはや壮少,今なお日本忙おいて支配的である父系伽に適合してLへるものと思われる｡それから

報等別にみてみると,2親等77 (4ま5年),5報等40 (22〆)と,比軟的近い親等との繋際が

行なわれている｡

それから.｢顛族開院の線をきるのはどのくらいたってでし`つか｣という問いに対して,部落外の
場合に壮 21戸中,2代-3代と考えた人が 11名,5代～ 4代が7名.4代～ 5代が1名,わからを

vlと答えた人が2名となっている｡また,｢部落内ではご1ですか｣の問いに対しては,｢近所として
すっと｣とか,｢近われば往来しやすい｣と答えた人が天半である. これらのことから一部簿外ではた
いたい5代tでであり. ｢部落内ではいつまでもつ阜あり｣ということや.｢遠くだったら旦いこと切
ってしまう｣とか.｢逮かったら早 く切れるが,近かったら焼ける｣とかいった答えからもうかがえる
上うに,｢遠くの親類上ト,近くの他人｣という音喪が,ここでもいわれるようである｡これ仏 前に
述べたように,親族の地域分布が県外上りも県内,県内でも上り周辺部忙多くみられるとtJlつ符号,と一

致していると思われる｡

しかしながら,そういった反面,｢同族と親族の区別することがありますか｣の問いに対して. 【仕
い｣と答えた人が15名,｢レ､いえ｣と答えた人が占名. ｢わからない｣と答えた人が2名あるOその
内容として払 香典の額に差があることや.｢親族に吐金をやすときすぐYC貸すが,棟内には証文をuft
かナ｣といった ことがあげられている｡以上のことから,いくら｢遠くの親類近くの他人｣とし-1っても■

かんじんのところで抹区別があt),親類の占める此喝が同族に比較して大きいと思われる｡qJJえば調査

において,親族の依存鵬取のパロメータ-として衆福の依存碁盤を示すと思われる経済的援助を受Hた

刑が,同族の場合忙はまったくみられなかった｡それが親族の場合には21戸中J5例もあげられてい

る.その中でも特に ｢蜜の兄｣とか,｢嫁の父｣とかいった姻族,すなわち礎石 ･嘩方が吉例である｡
これ牲親族,特に姻族との結びつきが強くなっていることを示している｡

以上横尾における親族を,碑に同族との比較においてみてきたわけで.親族関係それ自体については

非常K概略的であり,これだけでははっきりと断定できるものではないOしかし,第 1項でみた上うに■

同族意款がうすれてきた現在,社会練達の中で同族忙かわるものとして,親族がかなり重要を役割を担

ってきていることは,ここ横尾でもいえると思う｡

要するに,一方で先業化が進行していく過程において.共同体意親がつすれていき'もう一方で地域

的忙かなり広範囲の親族との結びつきが強まることに上って.地域的VC固定していた同族粗放がばらば

らになり,一層共同体意教がtすれていくといり循環の過等の中で,とこ機尾が･今後集村としてどの

エうな変吉をたどるのであろうか｡ナ7tわち,昭和 44年産忙は岡山市に合併されるが'そのため忙'

獅 化が進行して,農村としては存在しなく7kるか,あるい払 都市近郊農村として新しい発展をとげ

るか各 種 々の間俵を含んでおり.今後の動向が注目される｡ (曳 野 軒
-3d1-



4 位 能 集 団

(1)座業協同組合

(a)組合の成立と瀬解

放策脇同組合はさtざまに形を変えながら今日の発展を諾いできたoその歴史を比較的デ-

タのある馬鹿下村における産業組合でたどってLJqこう｡

藍菜組合の創立比正月用品の共同購入に始せったQ部落の有志数名が碁の 27,8日頃 ,車

をひいて岡山の卸店で砂糖 ･数の子 ･乾物類など仕入れ ,それを公会堂で分配する程度であっ

た｡それが粗放だてられたの比 ,明治 59年 5月 1日 ｢吉備果物販売組合 ｣であるo明治

21年 下方匂 ,O斉棒葡八氏が桃 8本植えたのか動機となって.漸次この地方に栽培が盛んに

そり,明治 59年頃に壮甲仲からウラジオストックに雀で出荷するようになったCそこで氏は

計画出荷の必啓上,近郷 9カ村の同志 58 2名とともに産業組合法に基づを,書簡果物販売組

合を設立した｡

それから10年 ,上芳賀の伊原類氏が静 邑し,｢有限賛任芳賀借用販売生産組合｣が明治 45
年 2月 15日創立された｡区域忙年上芳賀一円で ,組合員数 9 0人 ,出缶口数 125口(1ロ

5円)で,設立日的吐 ｢組合二産業上ノ敷金ヲ貸与シ,貯宙ノ便宜ヲ与へ,組合員/生産物ヲ販
売リ,組合員ノ生活二必要ナル物品ヲ売却スル｡｣であった｡これに続いて下芳賀 ,大窪 .松

尾と産業組合が大正初期殆んど同時にL]lj立された｡その内容抹次のとときであったQ

l･ 有限口任下芳賀借用研貿組合

大正 2年 2月25日名1比 ,区域 下芳賀一円,組合員数 82人 ,出資口数 120口

(1口5円)

2･ 有限千住大窪信用販売柄貿利用組合

大正 2年 5月18日8U立 ,区域 大盤 ･花谷一円,組合員数 100人 .出資口数

207口(1ロ 5円)

なお ,この組合は,大正 10年頃から醤油を作b始め額造部をもっていた0

5.有限千住松尾信用眼死鵬買利用組合

大正 5年 5月20日創立 ,区域 松尾一円,組合員数 55人,出資口数 105口(1

口 5円)

昭和 10年頃から産業組合が部落単位のため,経済界の不況がもろに皆いて経営不振に陥っ

たQそこで県産業課比 ,1村 1組合として統一するよう勧めたが,上芳賀組合絃創梁が舌lハの

と経営が順調なのとで諌試せず ,下芳賀 -大窪 ･松尾の5組合が,昭和 12年 9月15日,

｢馬屋下信用販売桝買利用組合 ｣の名のもとに合併された｡その目的紘,｢借用販売僻JIEm利用
各畔菜及ビ良薬食滞英米穀自治管理法二依ル.米穀統制組合都築代行 ｣とあb,区域は上芳賀 ･

長野 ･横尾を除 く属崖下一円にわたb,組合員数 229名 ,出輩口数 452口(1口2 0円)

であった｡

この後 ,昭和 16年 5月 51目上芳焚組合も統合 し,更に長野･横尾両部落も新たに加入し,

- 3占2-



尖野馬屋下村一円を区域 とする曲民の自主的な産業組合が央現 した｡

しか し太平洋戦争の激化 に伴 い国家統制の必要上 ,全国的に盛業関係の結団体を繁 合 し_て負薬

声を汲立することにそったOそのためこの組合 も昭和 18年 12月24日強制的に解除させられ .｢馬

垂下村良薬金 ｣としてnlj和 19年 1月 51日新たに発足した｡ちなみに組合員数 408名 ,出箆口数

a80口であったO農薬金は ｢鼻薬に関する官能に即応し,農業の整備発達を図る｣ことを主目的とし

物韓統制の一斑を担い･産業金がも.'ていた協同組合的性格を喪失してLiったO昭和 20年無条件降

伏をしたのちも'農薬会は食唖の出荷統制 ,並びに農村必屑物寅の配給機関として事業を継続 した｡

そ の後 昭和 22年 12月 占領軍 の稽示によb農業金壮解体せられ,同年 12月 15日並業協同組

合法が施行された.馬幽下でも同年 12月20日,馬崖下農薬協同組合設立目論見書を作成 して .25

年 1月 20日馬屋下/ト学校において創立給金を開催 し,27日設立露下申請 したOそれ に対 し 50日

に本県最初の農業協同組合として認可され ,ここに御伽 S馬慶下村一円を地区とし,組合員数 489人 ,

出賢口数 489口(1口200円)の ｢馬屋下丘業協同組合 ｣が発足した｡

昭和 50年 ,-宮村 ,居塵下村 ,平津村の5村合併

図 8- 4- 1 組合の搬椛 がなされ ,良薬経営の近代化及び経済向上をはかる

組 合 苧 埋 却 ため ,一宮農協 ･鷹崖下農協 ･平浄 典協 とそれに

専 務.理 事 平津酸鼻の 4つの協同組合の合併が決,ib,昭和5
参 l串

. _ Li ト二一 管 理 室 .
耐 酸 金 経

典 造 融 済

部 部 部 部

佐 尾 楢

山 上 津

支 支 支

所 所 所

金 上 大 農 生
産 括

# #

6年 7月 1日 ｢一宮町盛業協同

組合 ｣として発足し,現在に至っ

てLへるO

合併当時は 5地区 からそれぞ

れ 7人の理事と定跡 1人とを出し

たが ,現在 の'G月 は常勤の組合

長理事 1人 ,非常勤理事 12人 ,

監事 5人がいる｡現在の組合の梯

構壮左の通Dであるo

貯

金

係

共

済

係

貸
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線
町
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表8-4- 1 組 合 員 数

年故帯 59年度 40 41 42 45

正 組 合 員 数 1,292人 1.50? 1.505 1,515 1.547

準 組 合 員 数 559 54n 581 598 59∠)
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表 8-4-2 組合払出鞍状況 (昭和 45年現在 )

出 汽 口 数 出 襲 金

正 組 合 員 25,604口 25.604,00Orq

準 組 合 員 5.558 5.558.000

｢

組合員の資格は .一宮町に居住してい

る者であれば誰把でも与えられる｡耕地

面析一反以上をもって llれ ば正組合員

として ,また耕地絃なく非典家であって

も鞠組 合 員として,出貿金 5nl丸上

(1口千円)紗め ると認められる｡表 8

- 4- 2をみると,正組合員は 1人平均 19口.嘩組合員仕 1515ロを納めている｡

(b)般協の神葬内容

(イ)経 済 部

･生活殊 灯称 炭･食料品 ･椎貨などの生活用品 .肥料 .飼料 ,生産資材そしてフロバ-/ガスの販

売を行なうO魚臨婦人部も共同桝人など停力しているが ,生活用晶は岡山市に正しへため市内Oスーパ

ーを殆んど利用しているようである｡

･曲直裸 魚機具 ･舵弊卜 飼料 ･良薬などの生産灸材 ,温室奴培用の塾油 ,そして大箱 .7ンボール

箱 ･大宅などの販売溌材の隅人と米軍 .脅果物の出荷販売を行う｡

衷 8- 4- 5 僻 貿Tifl業

亀 別 供 給 箱 師)

肥 料 24,598,9dd

飼 料 5,808,701

良 薬 15,064.092

配 給 16,0占0.585

生 活 資 材 105.750,907

カ● ス 7.191.075

袋 機 具 21.574,151

生 産 Fi材 ll.280.895

表 8- 4-4 販売中等

税 別 販 売 数 もt 姫 先 金頗㈹

米 i■薫 慧 芸 18.52占俵 151.095.478

58 228.000

24.i55 K 647.469

麦 994.5俵 5,228,占45

育 と 盲 と 207.26d K ll.551,281桃 547,96d K 51.851.558

果 ブ ド ウ 128,125 K ll.587.566
柿 占9.占41 K 5,907.495

物 エン ドウ 54.758 K 5,796.928

l O他 - 570.955

那 42.400 K 7.805.985

肪貿事英の中の袋磯臭の肪人は ,クワ･jJマ帝は殆んど典協であるが,トラクター ･コンバインi:ど

の大型機具はメーカーからが殆んどであるOその理由として,毅拍からの姓数が少ないこと,好みが

あること,自分たちの思うように交渉できないこと,助雷や持前は してくれるが手数料をとられるこ

とがSi,げられる｡これに対して鼻脇としては ,各戸がメーカーと直接最低醒まで 交 渉 しそのあとを

曲協が会社と坂引きするようにしたら_,価格一定がはかれ ,みんなが最低価格で収入てきるし,手数

料は会社から入るマージンを逢元するようにして,今後の大型債具購入の系統利用の確立を計画 して

いるO経済部の称美内容のうち,販売部菜は1分 5現で収支やっと,晴男事業壮赤字であるoLかL
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良協にとって経済和深の目的は ,利益を追求するものではなく,あくまでも組合員の利便と一般商店へ

の牽制にあるO

また農産殊は営盈指溝を行う｡普通作 2人 ,温皇 2人 ,就業 1人 ,酸性 1人(酪払部)の営農指導員

を履き,昭和 45年度営農攻撃焚払米麦隣保 182.271円.い草 175.559FLj,温室ブトーウ2占5.

000円,青果物 215.550円 ,酪姓555.DOOR,並憩 57.D0O円であった0 44年度の営丑

指導の方針について記すと次の通Dになるo

① 吉備高原パイロット串葉 ,典薬構造改啓都築に対し,敢極的VC砺i)組み ,顔軒基盤鞍僻の推進を
はかる｡

② ヶ釘米作りの指導推進をはかり,良質米の生産に努力する｡

③ 水稲全面請負耕作制度を設け ,共同利用施設の活用などで,組合員相互の利益拡大に貿するO

④ 園芸 ･果樹 ･酪段 ･い草などの地域典薬生産の留度を高め ,典家の鍵団的利益の拡大を比かるo

⑤ 出荷組合 ,生産組合の育成を比かD,盛業生産性の

向上を期するQ

⑥典薬の技術相港と併せて,典薬経営の改巷につとめる

(ロ短軸部 金融部菜は組合員の経済的資金的析 順 を

綻かるためにあり,従って座 薬近代化 ,良案構造改善

への資金など,組合員の怨菜経営の向上推進のため便宜

がはから九でいるQ

表 8-7- 2をみると僻に長期共済の伸びの菅 しいの

忙気づく｡合 併 当時 4億 271万円だったのが .59

年度は9倍9642万円こ5句定24鯨162弓万円と約56倍も11駅 いるO

この上う作共済審美が大きく伸びた原因比,温室ブドウ･果

物 .ィ革など商品作物の発展や,他産業に就薬する人が

ふえできてLJ,ることから,盈協が現金収入を対象に積極

的な保険市井推進を行乗ったからであろう｡坪付につい
4.02710
2.56650

/4iD,2,7,一

o
u

ノ∧
)

4

2

nu

8

2

2

2

2

つL
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(
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円
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ヒ 二 / ;5257ノ ′崩 058一･一/
_.一一･一77.2.42587

1.59700

桓ヨ 完 T.Il誌 ,;去 '; 議 定 孟 宗孟IK-bl)rig-7去欄 す

41 42 45

図 8-41 2 岩注脇の金融部英の推移

る敵襲は効率的にしかも十分供給するは勿論 ,曲業近

代化日金など生産部門の先行投貝の融資につVlては積極

的に行なう｡｣と述べてあるOまた鼎家の近代化改音色

金ばかDでなく,進入学 ,結婚や家の改築賢金にも利用

できる｡

農協の都築をみてみると,信用事業の収益が段協の行

食っている他の岱業をカバーしているOつま9段齢は組

合 員の利益を守るためにあるのだから,例え ば経済的

にや･,ていけないところでも店舗を思いたD,資金援助
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をしなければたら夜tJl｡そのために農粉は経済から金融事業まで,広い範囲でやって染められた貯金

を他の串菜の覧金として運用することにエD,他の事業を支えてい くのである｡

ト)帝道都 第一次大林後醤油が不足し,しかも業者の海水を使った粗悪で商いものしかなかった

ので ,大正 10年頃 馬屋 下で安くて良質の醤油を作ったのが一宮における巻繊 進の始Ifbである｡

それ一上りかなり遅 れて昭和 25年2月-宮村袋課金でも醸造を開始したo翌年ここが岡山県の基幹

工場に選ばれ ,農林省直接指蒋工場とそる.この指定によb補助金2万円が出,財政的に研究もかな

b進み ,25･26年の2カ年県下 40丑畝が集まって耕習会を開いた｡そしてこれをきっかけ vc

一宮醤油の名は県下に知られ ,生産高も農協県下筋 1位を記すO昭和 40年 ,一宮主催の岡山県鼻齢

音場 造協会の辞習合が開かれ.その内容 は醸造技術 ･晶質の執政研究,醤油の状勢雨壷 ,値段の

陳情で,15農協が参加した｡ 吉備 ･高松5%

表 8- 4- 5 負協香油 ･みその生産丑の推移

年度唖類 58 59 40 41 42 45

醤 鮮 105 112 111 115 122 152

図 8- 4- 5

盤協替渦の版路

一宮町には,木村 .則武の個人味造業もあ9,そのうち町内の絹 旭 丘協昏油が占めているo･版売地

域は管内のほか岡山 ･高松と菅僻の一帯であるO管内における利用率は75序で ･大手のメーカーの

鎚晶は目につくほど入っていない｡

今後の間露点

昭和 25年と40年の構習金に参加した農協数をみると,40から15に減少しているO救後eI)苦

しさから雨後の苛のようにできてtJlったが ,大手ノーカーの圧迫 ,放争の激化,それに伴 う売れ行き

不振 ,値上げ幅が小さいこと,人件世の高騰など/ト規碗経営が大規椀経営にたちうちできなくなった

からである｡一宮町には大手}-カ-の品が殆んど入ってないし,工場が近くにないことから,圧迫

比割烹どに感じていないが .この先小規模経営が大手メーカーを相手に生き残っていくには ,メーカ
ーの製品が｢股的なこと榛埠的なことか ら,品質 ･醸適法の変ったもの.ごく高級化したもの .特殊

用途のものと製品に特色をつけて売出すことにあろう.更に醤油は機械化大規模化が可能であること

から.経済連の嬢助のもとに,岡山県の紬 造築を1つに統合することを食協で壮計画しているD
経営を合併し,-工娘で製造し,ルーtを通じて県下農協に卸していくということになれば,大手メ

ーカ-と対等にやbあえるであろう｡しかも醤油の標準値を出すことによって私企菜に対する晶質 ･

値段 とも牽制常にをbうる｡現実に広島 ･鳥海 ･和歌山では一つの工場に上る生産がなされている｡
農協自体が葉金を持っていることから,県下嚢協取迄の主力を7kす一宮鼻脇から郡塩的忙運動すれば

契現 も可能であろう｡

(I)蘭農部 酪魚部は,58年の 4点執合併の時平津酸敗が酪姓部となったもので,昭和26年平津酸鼻
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としで設立され ,集乳 ･加工 ･市乳向け販売され ,平津牛乳lL)銘柄ができた.その当時妓酪農家 15.

6戸 '乳牛 50頭ほどであった｡現在酸鼻戸数 56戸 ,乳牛触 頭数 543頭であるO

農家より運ばれてきた原乳は ,組級上は各戸農家一県酪連一敢鹿部 と移 b,県酪連から買いとる形

であるが ,実際は直填運び込まれ ,乳価は県酪連が月献 身に上b決定するO

表 8- 4-6 曲家の生乳出荷丑及び販売高

｣ 恥禾】42年度 43年度

生 乳 生 産 丑(Kg) 815,d72.4 855,514.2

生 乳 出 荷 丑 (K轄) 815,672.4 855,514.2

集荷された原乳をアルコールテストす

る-⇒出荷乳丑を計る-一一)ス トレー･}

タ ンクにため4Ocに冷やしかくはんす

るづ集気 80℃ 5分間殺菌一→ ぴん藷

めー 冷蔵麻に保管 ,以上の過程で加=され ,市乳として販売されるO闇路は,市乳は一宮町 ･岡山

市 .津布町 ･高松町の一部 ,学校給食は岡北中学校 ,三門/悼 汝に行っているQ

表 8- 4- 7 昭和 45年度乳加工販売のうちわけ

惑 別 額 扱 高(Fj)

乳 用 牛 乳 42,552,572 5.245,829#

コーヒー牛乳フルーツ牛乳 巨 ,5" 056 858.790本
沸 耳 牛 乳 ll.14占,649 747)84本

50Dc(久牛乳 1.924.577 55,184本

原 乳 42.499.615 822.47晦

汁 108.861.287 4.885,567本

幹施物襲外 25.215,295 (822,475晦)

jた農家に対 し飼料のあっせん .乳牛の購入指導もする｡昭和 45年 忙は 7 ノ･)カ ･カナダから乳

牛 7頭を略入した.更に生産指拳として紙 業朝 ,柁精巣協 ,登録やその他経営指革も行なっているO

たと畑 放牧地のある農家抹搾乳を制限 して牛を長くもたせる上うに,放牧地のなVl鹿家壮牛をタメに

しても乳をよb多く,とVlう上うに農家の契仔Iにあった相可がはかられてL̂るC乳質改善指串も,ミ
ー547･･-



ルバ ･Jプの全戸使用.冷却施殻殻旧 ,ミルカ使用など全戸を敢間指港に上り成果をあげ ,昨年は全

乳質改善指溝において第 1位となったo I蓑 8- 4-8 生乳換査皮紋

地 区 第 1 回 第 2 回 月間ilW忠 二廉 さ荷 王達 l司細常敬 酸度 也 風味 乳温 細菌数 酸度 比盟 風味 乳温

呼 1班 560 0.14 lj]544 良 18 550 0.15 1∫】54 良 18 85408 l｣
2 520 0.14 1D552 良 18 290 0.14 1D50占 良 18 122557

5 285 0.15 11】544 良 19 290 0.14 1D522 良 18 17.2042

4 290 0.15 1∫】522 良 18 51口 a.14 lD502 良 19 15.119.1

5 540 0.14 lD557 良 19 SOD 0.15 1P506 良 20 a,12?.0

酉捻 杜 850 0,1671P500 良 515 d50 0,1LH 10501 良 20D 5658,a 1252 3i
金 ノー ろoo 0.1151∫】501 良 28 890 0.1271D289 良 26D 7.粥エム 124A 1占;

趣 部 5占0 0.151lP290 良 245 占00 0.1521D295 良 25D 15551ノ占 77.0 oltf

検体を細菌数 ･乳温 ･風味 .比鼠 ･酸度P5項目に波b検査するが ,ミルパップ使用 に よD細菌猶

常に基準の 400万以下 ,アルコールテストの際凝固 した9異物が混じっているものを二等乳と呼止

クーラーの設監などで ,これを絶対出さめよう押萌 し,二等乳発生率ゼロ壮県下一宮鼻脇だけであ7.I

今後の問鮭点

酪農部はあくまでも魚協の一部門であるため酪抜部が独断的にすること結できない.生産丑増産

ため設備拡張を計画 して も蕎集部自体の収益では不可能である｡だか ら資金と設備面にかいてはた

の指示によbなされることになるot7t岡山市合併につれ更に岡山市流出が予想され ,販売拡大が也

-㍗ _三-:":-_}三二 二-?I:I-::,ヲ三軽三三三三 __=L::;:ILl:子~三II-_三 三 :=-;''-lt∴

(C)今後の鵬 のあり方 1
経済の成長発展につれて ,都市の人口増加人口集中化が進む忙つれ .部市郊外 としての一宮町はベ

ドタウンとしての土地の詔零が苗tb,農地吐宅地化され ,人口流入は激 しくなってきているOそか

森耕地の減少 ,他産業-の就井に上る農業従不着の異動減少をもたらし,専業典家から二凌兼業なV'

は非農家への移行が行なわれ ･これに関連 して生活全般に渡って都市化の様相を呈してきた｡その上

こんど正式に決った岡山市との合併が更にその幌向に摘草をかけるOこのような袋村の変貌は凍兼協

組合その ものの兜的変化を要求してくるのであるO

たとえば'袋脇を榊成する正組合員と準組合負の数皿的変化が起こるであろうO更にそれは毅脇の

組合員と準組合且に対する比亀の変化をもたらしてくるOそうなると現在正組合員が構造改巻貿金 .

代化資金の借入れ '生産賢材の村人などで農協を利用 しているが ,それに該当するものが準組合員に

して設けられるよう要求されてくるであろう.Tiた亦業 内容 も経済金融事業ばかbでをく,更に新

- 588-



山砂菓開拓を促すo現に岡山市盛観では外郭団体として新た忙土地売買あっせん会社を設立し,盛家

の土地利用の便宜をIjiかる新 しい活動をしている｡

そもそも漁民が良案協同組合を創立 した動機は ,共同仕入れという形で鮮男を=夫 したことであっ

たOそれは即ち,地域住民の利便をはかる地域団体としての廉協の誕生であったOその後硲和 19年

役立の典薬金への移行によ9,その性格は鵬 的団体に変化し,現在もをおそれが歌いているOこれ

からの盤協は藍渠構造の変化に上る灘村の変貌とともに.郡市近郊点綴として,今ふたたび地域的な

それへと変っていくことが零求されてくるCそ して地紋共同体としての磯能をもつ曲菜脇同組合-と

発展十るべきであろうO

(2)生産者団体

(a)一宮町温室連合会

(イ)成立 温室ブドウ生産盤家の間では ,以前から濁度下部落で′ト規換な協張合があったが .生産者

の横の連絡及び町から補助費支給などもあって,昭利56年,一宮町温室連合会が緒放されたo

温室連合会姓岡山県温皇典薬協同組合の組続下にあり,それが更に佐山 .平津 .森上 ･上芳賀 (㊨ )

･下芳賀(㊨ )･松尾(㊨ )･大塩 (㊨ )の 7分区にわかれている｡組合員は 5占8人で,そのうち

佐山 70人 ･平津 55人 ･森上 50人 ･① 占5人 ･㊨ 68人 ･⑳ 5D人 ･㊧ 70人であD,売上金額

は45年度は2億 7.000万円であったC

(U)仕串内容

①草材(3'ンボール箱 )の一括購入

(ヨマスカット コールマン･加温マスカットの出荷統制

出荷は土曜日を除く毎日,9時半に各分区のブドウ姫神所れ運ばれ .分区ごとに岡山駅旧カバヤ横

にもっていく｡

⑦披見を行なう

検兄とは ,各分区ととのでき商を見て回 b ,目方の遷 90があれば犯 し平均化していくもので .

各曲家の生産瓜を正確に知ることと,キロの訂正を目的としている0枚兄は分区一一連合会一県と5回,

選出委員(県妓検査委員)によ少行なわれる｡時期は加温マスカット5月中旬～8月中旬 ,冷皇マス

カット8月下旬- 11月上旬,グローコールマン11月下旬～2月上旬頃~物 9,脚官10日に1馳割 て行触 れる｡

塗)割をきめる

割と技,いつからいつ-1での慨をC家性xx箱出すということを割 b当てていくもので ,出荷の詞
侭をはかることで 自主統Lhlによる価格維持を目的とする｡熟す 10日前の検兄で生産丑を知ること把

より,県温室組合が各町に割を決める- 町にきたのを連合会が分区ととに割をする一一一分区が農家

ととに割を決めていくのであるO

①連合会-の戻し金 .引き出し選紫 ,棉算串磯綾などの歩務を最終的に決めるo

荏)栽培指導

袋協生産指碑員により ,農薬の指示 ,ブドウの晶質向上の研究など,年に5･6回指藩するo

①市場硯第
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荷姿 .荷のつめ方の良し重しなど,年 2･5回問屋(大阪 ･名古屋 ･東京)に現地祝祭L/C行 く｡
0分区会の仕掛は ,連合会の下部組粒として割の決定 ,出荷の世話 ,講習会を開く｡

(,I)今後の問題点 現在生産兵家から要求があるのは集荷場所の開港である｡出荷吐区分ととiRI旧カ

バ ヤ横に遊んでいるのたが ,手狭なため湿経がひどく.もっと広い設備の整った場所を満望する声が

出ているoこれについて連合会 では 県温室組合加入の他連合会 と協力しあい,新しく軟め込み場所

を作る計画(フラッ†造成計画 )を推し進めているOそれ也温室連合会が経済連の管轄下にあるので ,

経済連にもいくらか援助してもらって桑田町の生活物資配給センターのそばの経済連の土地に集荷所

を新設しようというもので ,そのため連合会では,-戸当り5千円,坪 500円のフラット造成筋金

を行なっている｡しかし-戸当り平均約9万円の出拝金となると典家の負泡吐かなb大きいものとなるo

せた跡家にとって税金が比較的甫いという不満がある｡検兄があるため生産血はか くれようがないか

らで ､連合会としては必要経穀を多くみることによって税金を下げるよう鋭痛局に交渉している｡

一宮忙かいて温室ブドウの生産は ,県下温室栽垢面研 40万坪 の うち一号9万坪 ,県下総売上 1

0億円 の うち一宮分 2位 7千万円 ,組合員も 1.800名のうちの570名という激辛でもわかると

おD,米麦について重要な位歴を占め ,また大鶴 5千坪 ,上芳賀 1万坪 ,佐山4千坪と栽培面前を拡

頻 し,今後更に飛雛的な増産発展が見込まれているが ,ここにも若年労働力の不足の波は押 しよせて

レ､るQ現在若い人で家のあとを継いでいる人は 15,1占人にすぎない｡若い人が都市に働き口を求

め.離村してtJlく簡向はますセナ強くなっていく｡そうすることの先 10- 15年たつと,ブドウの

生産に従事する人はいなくなるので妊ないか ,また岡山市との合併にエb温室は宅地になってしまう

のではないかと生産袋豪壮思っているOレ､や視察は 10年先のことではなく,今もⅦ引き時の忙 しい

時に雇用する人の減少がはっきb表れてきている｡ そして大きく経営している家はまだ後継ぎがい

るが ,小規模な良家ほど都市に勤めに出てしまい,それはブドウの品質の低下をもたらすことにたるO

このような憤向を少しでもくい止めようと,岡山県温皇組合では .組合長片山氏らにより後継者結婦

相談所を設けたD,県も協力して後継者育耽にっとめてVlるOまた連合会会長鞍道明氏ち,温室 ブド

ウ栽培は楽しい生きがいのある職築であるということを,特に女性VC向けて広めていきたいと語られ

ていたO

また温室ブドウは地域的に-特殊を生産物であるため産地競争がをい,それゆえ良家Ijrとっては価格

が安定してお D ,安心して作れるものではあるが ,一方ではそれに安住して しまい技術面品質面で

の研究改善を鈍らせ進歩を妨げることになるoそしてブドウの品質研究比国の研究が表されてなく,

県の試験鮒 サ陀折存してい棚 である｡従っていつ ,どこが新 しい温室ブドウを送b出しても,それ

に晶質値段とも十分に自由競争できるよう.つねに連合会がひっばっていかねばたらをい｡

(b)一宮町青果物出荷組合

(イ)成立 一宮町野果物出荷組合が成立 したのは昭和5占年である0 50年頃頚では欝地果樹及び疏

菓生産殺豪壮各戸毎に,直接自転碑で荷受業者のところまで選んでいっていた｡その後 ,桃 ,柿は平
啓 ･馬屋下 ･一宮各森脇が逓送し,その他の生産物は近所の八百慶や食料品店が商売の買い出しに出
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かける際 .選んでいたものて ,運送業者的な役目を果たしていたC

一宮町甘果物出荷組合吐出協の中の粗糖であク,理事28名 ,監群5名がお9.更に組合長副組合

長のもとに桃 ･柿 ･トマト プrウ ･エンドウ各部長がいる｡

(ロ妊事内容

(う各部落の瑛果場に集荷した生産地を,共沸埠の役員(虜果貞)が各戸決めた品質の専攻に合っている

かどうかを調べる｡

共 携鳩 は滑水 ･東上 ･上芳賀 ･下芳賀 .松尾 ･大窪 ･長野 ･親鳥 ･佐山 ･西楢津 ･東楢津 .中楢津 .

山崎 ･今岡 ･辛川市場 ･一宮 ･尾上とあb,伐異Bは桃 ･柿 ･7ト′ウ･トマト各専門K:わかれてい

る｡等級壮岡山県規廠忙あわせ,たまの大重さ(LL･L･以･S･SS･SSS).たまの赦 ,協

の有無 .外観から肉質妊わたって決められるOそしてこの等級に合わせて共辞した括果 ,レ ッテ ルが

つけられ出荷される｡

(塾資材の脚入配布

各戸前もって予約をとD,業者から籍 ･舵 ･嬢砺材(木毛 )などをまとめて成人し,無手数料で各

戸に配布するO

表 8- 4-9 販売深材購入高 (昭和43年度)

種 類 偶 数 個 仕 入 額(囲

桃 木 箱 (55円 ) 55,200 2.525,000〟 (59円) 17.000

1 ン ボ ー ル 箱 (55.6円) 14∴704 494.054

ベリーA ダ ン ボ - JV 箱 (占a25円) 15.745 525,670

柿 タ ン ボ ー ル 箱 (50円) 15.189 718,855

⑦宮地果物審散会

組合費と盟協の摺尊重の中から作ったもので .亜協の組合指導員忙よb酵地果物の生産指導及び研究

を行75:うO

摂定技術

肥培管理

柄虫醤防除(予防時細 ,磯 指示 )

典薬紬

径)近代化賢金の貸付対象の管理

経偏重から盤協を通じて生産者団体とV,う名目のもとにくる貸付金を各農家に渡す｡

①出荷時期 ,出荷丑を決める

経済連一一一組合 .･.-共成場一一 良家と割が決tA,ペI)-A ･柵 ･桃等の価格調8,,また速拒柾用果

物をど額枚鼠の関係から出荷瓜を決める.出荷先は県内のほか主に姻賂 ･神戸･大阪で,特に柿紘遠 く

ても他から入ってくる危険が少ないという理 由 で九州鹿児島まで出している0
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袈 8- 4-10 階和 43年度青果物出荷取扱甫(単位千円)

ロ 名共摂名 柿 ブ ドウ 桃 トマ † エンドウ そ の他 合 計

滑 水 259 49 2.504 485 131554 16 2.520

森 上 五595 8271715 5,652

上 芳 賀 1.640 15.9185.042 16,281

下 芳 賀 3dd し252 2.541 4.159

松 尾 5282.57d 968 5.605 8.345大 理長 野掃 尾 1,4445.200 5,768718522 1.41?142 a.624718dd4

佐 山 2.762 99882.342 ?,556

西 楢 津 4占280 599 455 1.494
中 東 楢 津 中 285 東 7ー 中 245東 71
山 崎 1.985 282 2,占71

今 岡 72ム5 16占 1占2 559 950

辛 川 市 場嘗尾 上 74 4557711.587 2,84985d1.592_

合 計 1908 ll.588 51.851 ll.551 5,797 571 65,025

出荷された果物代金の中から市場手数料 として7%(鐘済連 1% ,市姐4%)差引かれて盤脇に入っ

てくる｡農協d_ヰれ上bl･5%生産費用としてとb,2%を出荷組合がとるO組合仕 2,%の中から組

合費用 ･避雷 ･深緑代 ･生産者の梁材貯金を引いて,竣Dを分戻し金として生産兵家に遭元する｡こ

の分戻し金蛇過去 8年間 1･5- 1･4%で ,昨年は 1.占%であった｡結局組合絃 0.5%前後でまかな っ

ている｡

ト浄 後の間取点 せず最も間蛙となっIT･ハるのは桃の籍語である｡今まで桃性市場でもよく見られ

たエうに木箱詰 ,つtb4キロ詩であった｡それが45年から全国に7tらって岡山県規格も5キロ話

と去ったが 一宮 で吐今でも4キロ藷で出荷 している｡ 5キロ話にしたがらないの仕 .今までの慣れ

と新 しく変えることのわずらわしさ｡それから1キロ増にも拘 らず価格差が伸びないでキロ安になっ

てしまうことO更に岡山の桃は完熟のものをちぎるため5キロ浩はダンボIJt,挿なので編みが多 く .

木簡比傷みが少ないこと｡ このような理由で現在でも4キロ驚Irいるのだが ,今のところ岡山県内で

やbえてもー県外では通用しなくなるであろう｡といって 5キロ話にしたのでは晶質がさがり,放家

の利益も減少する｡そこで組合では ,阪神から謁寮の多い滑水白桃がその味の良きで 4キロ譜でも通

用していることに肴目して.供別も手でし,甘 くておい しいものを大箱にエb荷作bを完全にしてダ己

っていく'即ち高級品化に上b局面を打粥し上うとしているO
次に生産農家の減少があるo出荷組合がITきた時の昭和 5 6年と現在と生産物その物の伍上がbが
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小さいこと,防虫袋は愚弟が残るとVlうので使用禁止になり.その結果手間を145弛 ただが 2 0回もか

けねばならなくなり労力負担の増大など,労働にくらべて利希が少ないため出稼 ぎに行ったb熊村す

る良家が増えているOその結果労･助力が不属し.間引き時の人手不足→ 生産力の低下→ 曲折 tj益

城/9-I-?鍵盤と労働力不足に柏串をかけるO

更にそれは運送にまで支障をもたらしてきたO今まで比部落の八百屋が運送薙者的な任を果たしてい

たが,ス-パーの増加からやめる店が多く,出荷組合に運送部を作ってやっでいくことが計画されたが

那 ,汲村の若V,労働者不足-)苗や金一う蓮田値上9-→ コスト高→ 曲家利益減少→ 離盤といつま

でたっても惑循現のTiまで解決できないO上芳恐 .滑水 一森上をどは生産者の中で交代に行ってるが,

誰にでもというものでなく現在IZ)交通寄欄 を思うと考えざるをえないOまた銀粉の車をまわしてもらh

組合からい くらか扱助金を出して位先約に遊んでもら)上うにするにしても,これもまた人手不足から

免れないのである｡

済三に同山市近郊産地であるため ,盤協(組合 )を逝きないで市場に直軽油している鎧豪が 5番l程度

参る｡-それは出荷組合を通した万が有利なことがわからなかったb,特に俊秀なもの独自丑ものを作っ

ている家は:それを強調で幸なくなる,ため組合を適したくないという理由からで,組合 としては出荷虫が

ふえるほどコストも利益も市場に対する発雷力も有利になるから,全部通すよう資材などの面から神格

しようとしている.

また鍵家がうけとる代金は安しっのに,市価比布hoが .良家比その日のうちに虎らねばならをいため

どうしても脚の冒いなDになってしまうOそこで組合では卸に交渉にいったD,共堺場で直接業者に売

ったb,=銭のとられないデパート,スーハ一に弼各を絹布 している｡

一宮における物 生産LD始ま少壮 ,明治 21年 ,下芳賀の有年斉藤音八が字金週の荒地に桃 8本を掃

えた樽であった｡それより8 0年 ,生産良家の努力の凍み昏ねの緯果 .この地の桃はその品質D良さで

全国に名が知らylている.そしてこれからの桃を油谷晶高級品の方向推進せせようとしている｡しかし

山興 ･長野 ･碍島なとの新興基地D多J.i"Lの.山回り,掛こ音場高原パイロット都築の発展と圧迫はますIi

す加わり,それ忙対して十分モ対韓を考えなけれ壮ならをtJOたろうO

(Cト宮町い茸生産者組 合

(イ鹿立 場和55年平職 業帯群会 ,馬犀下耕魚群辞金 ,｢袋施会の5つの生産者組合が統合して,

一宮町い草生産者組合が締成さ-n･た｡組合員数枚 la4人で .組合長 ,副組合長の下 ,地区ととの摘出

委員･Tもって遊宮されている｡

(ロ)仕市内窄

ロ)良協と普及所からの2人の絹帝国のもとに ,い草の生産品質向上の研究O

農協からLD相琴には他に.い草栽培棉串指針や襲剤を配布したり,現地指弟の講習会を 4月下旬と5月

初旬昨年 2回定期的に行なっている｡また役畔と連絡をと9あって常用人夫のあっせんをした か,姓紫

欄の献立義を作成して博宜を吐かっている.

(む網がけ-の転換に対する巧金野帥指蛸を行い ,現在達成率吐 95%である,
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⑦ 各段常の税額申告の代行

(∋乾燥縄 ,刈穂機の一斉購入及び共同脚人の際のあっせん '推せんO

(/,浄後の間温点 い草において著 しい特徴がみられるのはその販売方法である｡｢般的に果物野菜

在ど生産投棄から出協あるtJlは生産組合を通じて販帝されるが ,い草の場合そこに仲毘人が介入する｡

販売方法を図示すれば一頭 - ,回 -下 面 蔽司 となるo仰 人州 名=分師 (忙ぶ
し)といい ,曲家よりい草を思い上げ ,い劃晶販売人-あっせん販売するO良家が鉄腕のあっせんす

る梯関へ曲協を瓶 じて売るのは ,とく最近始めたばかりの家とか ,県北の新興産地であり,古 くから

の産地は仲買人との関 りあいが輝くで盤協を通じない.仲買人は個別に まわ り人情托 突L̂た巧妙夜

やb方で値をつけていくため,rBい上げ金額は仲買人のいうせまに炊せって ,生産者が-せいに自由

財争により値段を引き上げていくことができをいし.価格の安定も'得られないO

これ らを改善 しようと生産者組合は昭和 5占年 .曲額 一 生産者組合- 出協- い製品販売人の

共同脱党を 1,2回試みたのであるが ,共販の時あらかじめ仲買人同士が打ち合せて主!い相場につけ ,

その後彼 ら自身の相場を市 くして共販をこわしたり,盛衰も共販で禿ることを約束 しなが ら横 流

しするなど,結局この試みも続けられなかったo加えてい草の晶JELD良し雫しな~忙しく見悔めるEIを

もった人が共販の世話をしなければ漁らないが ,伸男人にはそれができても,段畝にはそれだけの人

がいないということも一因となった ､それから5年後 ,もう一皮共販 という正しいル-トに戻 し仲買

人の介入を断とうという声が起こったOが晶質な見わけられる人から起きたこの動 きも,彼自身臼を

轟 くしたためてきなくなってし-iったO

こうして2度共販を試みたのであるが成功せず ,硯在は仲rI人による販売が行なわれているO生敢

者拙共販の有利なことがわからず ,古 くから今まで続いてきた習慣を信 じて疑わず ,仲買人とのつな

が9ヤ義理からしようとしない｡仲買人も現在壮 8,9人から4人と減ってきて仕いるが ,減れば吉備 ･

高松など外部から入ってくるから自然消波を待つ こと杜無準であろう｡若い人たちは端岡[政党にした

い気特があり,組合としては世代の変りにより若い人がい草経営をするようになると恵柵 も変ってく

るのではをいかと,今のところ .liあ時期を待 とう,10年のちには何とか実現できるのではないか

という考えでいるO

曲W,比この仲買人によるnl上げをどうみているかというと,一･aJh瀬り金楯が割合芯いことと,地元の

仲買人もまた盛脇組合員であることから承認 している｡ しかし45年から経済連を通じて系統販売を

しようという動 きはあD,その対鹿を仲買人との関係が比較的弱いところに絞 り,い草を遅 くから始

めた家 ,仲買人とのったが9をはずれた家 ,比較的品質の悪いものなどが有利に売れてをいため,鉄

路としてはいくらかでも高く売ってやりたいと考えている｡.しかし今岡比仲買人がさほと有力で綻な

いが ･尾上は非常憎 い地盤をもっているため -よくできて一六 とみているD広貼 甑をど鵬 ら馳

機をもって生産旗豪と直接緊酷につながっているのたが ,ここは入れるつもDはなく,矧司眼 ,)'e忙対

しては 今の ところ曲協も生産組合も積極的な動き放して:計らず消極的に成9行きにまかしているO

(5上 官町婦人協節会

-574-



(a)成立

船人金結滞時中の愛国婦人会を母体として,醐和 21年一宮 ,馬屋下,平津の部落に ,一宮村婦人

会 ･馬屋下村蹄入会 ･平津村解入金が結成された｡暗和50年の三村合併によb始入会も統合され .

名称も一宮町的人脇群会と改Tib現在に至っいるO婦人脇散会は一宮 ,馬屋下 ,平津の 5地区に分かれ

更に 1地区が 7支部に分かれて ,21支部が支部ごとにtとせって活動しているO 5地区か ら選出され

た地区長が会長 ･副会長となDそtD下に 7支部長 ･部落役員と拭 くO婦人会会員吐 1戸に 1人 .約 2,0

00人で,一宮地区比特に婦人が多 く平* ･属崖下を合わせた故に等･しいO

脚 丁団地は略和 42年緑町町内会婦人部を結成し,独自忙 44年頃から活動を開始 しているo協酵会と

tD交流は殆んどなく,一緒になってするDはわずかに交通安全母の金 ぐらいであるo

(也)活動内容

娠入会活動比 21支部が部落ととにまとまって活動しているから括戯内容もそれぞれ遠い教育長や学

成長を招いて群杭したカ,改香巌童をすすめたD,独自に活動しているo概 してリーダーがいる部落ほ

ど活発で,部落慨の伝達変流比幹部 50名が年に8回ほと奨するのと.EI帰b旅行が地区別に行なわれた

Dで ,ほとんど連絡が項に終っているCここは都市近称品村という一宮の社会的性格から,非行少年や

成人病閉店 ,あるいは働きに出る尉人が少ないことから鍵っ子の問題など,特に大き夜間尾がなく,そ

のためそんなに肖立った活動がないOさらに一宮の勝人の知強や教育程唯が高いことも問題が生じにく

い一因ともなっているO この中で特忙組織だてられているものをあげると,

愛 育 委 員 会

場和 29年に発足し一般 住民と乳幼児の健康のための金で,娘の1七民d･'を偲緯しても-カ,会良は

560人である.

栄兼委員全

県一部一町と組位化され ,保健所の持前のもとに一倍住民の栄せ指帝を行なっている｡

50人が会員である｡

盈脇婦人部

組合員の婦人が炎って組織してかD,生盾用品の共同附人や貯蓄勧辞など曲解各事項b推進 ,協力,

理解をはかる｡

このほかpTAと合同してをされている交通安全母の会や ,農家の主婦を主体とした農婦婦人会や未亡

人会などがある｡

山神部落と楢酸部落の活動状況をあげると次のとおりである｡(一部 )

山神部落

･子ども金の育成

･蚊ハエ退治のクスリ散布

･講師を箱き社会常静を身につける

(テーマ)45年 ｢明るい家慶｣

44年 ｢ニュースと社会問題と私達の生活 ｣
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45年予定 消費問題 ,政治問題においての菅識

楢津部落

環境衛生改善教皇

コンク.)- ト舗装

ゴミ消却場

トイ レ改良

婦人会活動は21支部ととになされているが ,全体が一丸となってやったことがあった｡それは昭

和 45年のモーテ/I,唖穀反対遊動である｡モーテル紐設反対遊動 とは ,45年夏から秋にかけて2カ

月間にわたり行なったもので ,ある駅員からモーテル辿設の許を知 り,婦人会 ,r'TAと町 ぐるみ一

丸となって反対遊動をかこした｡この時結線町卿入会も奇加した｡ 県の地方恥 しいって他沸 したb,有

権者の反対署名迎軌もかこしその結果 80%も纏まり,また町からの陳情 もfL与れた.かしかし,モ

ーテル建設者が一宮在住の人であり,繁 忙その後伸しを町D有力者がしてい1-tためこル迎如から男の
人が脱落 してしまったO結局 ,較法 15条に淀めるところの ｢すべての魁民 tを顕をiri.求する権利を
有す｣をたて忙モーテルは建殺されて しまった｡この連動は当時 ,他4)教育長や婦人会などから激励

された9多 くの支持を受けたO結局は敗れたけれどこの迎劫を機会にこの地の婦人の政治に対する地

心が芽生え,政治的を日が幽けたから.決 してムダで仕なかったそうだQまた世の中D流れがそうだ

からしかたがないといって教育上風紀上聞笹があることに目をつふ り,黙っていることV.tないOイヤ

なものはイやとはっきb意志表示すべきだと語っていることから,問題に横腹的に取 り組もうとして

いる婦人会の姿勢が伺えるQそLZ)後モーテルは作られていをレ叫ナれど.今後このような問題はJVJす起

こりうるので ,その時はもっと早 くから反対過勤を始めると語っていた｡

都市化につれ一宮もWrたに住宅地や団地が建設され ,新しい人が戚んに入ってきているが ,そんな

にわたかすりがなく活発に参加 しているOただ緑町団地は幹部が僻部研 修会の時に来るだけで人川洞

士のつ75:が りがたいか ら交流がもたれていをい｡田地比田地だけで連帯感から結束 しているが ,これ

から先ますますとの地が住宅地化されるにつれ ,新 しい人との交鞭をはかることがr必要であろうO

(吉井木 信 子 )
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第 9 章 宗 教 と 民 俗

1 社 寺

(1)神 社

は じ め に

-1投的把神社は皇室の祖先をはじめ .建国の神々 ,歴代の天皇や皇族 ,また国に手柄のあった人々

を神として祭ったところで ,昔から国民のあいだに,たいそう敬われてきたo名高い神社から地方の

名もない神社まで多数の神社があD,日本人の柑神生活の中心となってきたのITある｡明治以来国家

の方針 もあって .官鞭社 ･国幹社 ･郷社 .村社などと,神社にも格が決められ ,vlわれのある神社は

皇壷や国家 ･府県の手あっVl保雄を受けてきたが ,戦後はこうしたこともなくなった｡神を祭る神社

はそれにふさわしいおとそかな種物であることが必要で .そこから特殊な神社捷集が生まれてきたわ

けである｡

ここでは一宮町にある村社以上の社格 し旧 )をもつ神社をとbあげ ,個々について甘 V,てい くこと

にするo

(A)吉備津彦神社 (一宮 )

(イ)概 説 ■老樹うっそうとして ,琴色したたらんとし,滑風娩爽自ら閑なbカという形容のぴ

ったbする吉備の中山の癒 し大字一宮 )に.境内面鮒 104500坪をもち厳然として建っている

膏備津彦神社は .孝碇天亀の皇子大富備浄寿命を軍紀してか9.人皇 55代推古天皇の即位元年の創

建とされてVlるO孝徳天皇の御姓 .書僻国よb備前国が分け僅かれてよb後は .その国の宋把と崇め

奉るにvlたった｡｢書僻 彦神社略記｣によって .以後の時代を簡単に追 ってみると.平安時代EK:入

ってから.国司の崇敬社として国内の諸社に冠絶 した地位をしめておD.鎌倉時代には国内の待遇は

菅に変 らず .武家の保証も加わD,備前の-ノ官と称 して .その後引続き近代まで優れた地位を保っ

(S 4 5年 4月柴LF健｢娘形)
写喪 9- 1- 1 青傭韓を神社

てきている｡垂町時代に入 D,応仁 .文明の大

乱の校 .この近地方VCか こった赤松 ･浦上72ど

の諸氏の崇敬結婚いものがあD,江戸時代VCを

って .後陽成天皇の壷長年耽 池田氏が岡山の

地に封せ られてよD.池田照直以下代々の藩主

の待遇は大いに鄭宜であi).帝中緒神社のうち

で .首たる地位を占めていたと言える｡ (5牽

Id章参照 )｢吉備津参押社費KJによると,

昭和 5年 し1928)に国粋小社に列せられて

かD .昭和20年神社刺藍の変革によb宗教の

名の下に新たに発足し.今 日にLILエんでvlる｡

-577-



(U)祭神 (各説 ) 人基 7代孝望天皇の皇了である大音悌醇を命が祭神でもD,-一名五十枚芹を命

ともい90人皇 10代崇神天皇の御字 .いわゆる四通将軍を四方につかわして .国内不遇の徒を平定

すろことになった際に .山際に沢丑されたのがこの大音備棒を命である.

(S45年4月虫明那喝形 )

等束 9- 1-2 御 陵

非b挙 られたO(その御陵は前方後円で .現今 .

大智傭棒を命基として .御幹部一瑠 町大字尾上と

書傭郡高松町との間の地にまたがってVlる｡ )

命の子孫が一社を趣ててその顎を祭ったのが .

すなわち本社の轍 をなすものである｡主神のほ

かに配紀として,命に関係の深い吉備津露命御祖

神 (孝罷天皇 )･大日本板子彦国華天皇 (孝元天

皇 )･稚 日本子彦大日日天皇 し開化天皇 )･御門

城人を五十墳租天皇 (崇神天皇 )･彦刺肩別命

(孝奄天皇の皇子 )かエび稚武彦命を祭っているo

なか碑末社のひとつ子安神社は伊邪那岐命 ･伊部

飛乗命 ･木花佐久夜姫命の三柱の神を祭ってVlる｡

(,,)社殿 (各説 ) 平安時代 エD,代々の国司の修造があD.鎌倉以後は .武家の保護も加わb,

後宇多天皇の御字には ,院宣によって迅雷が行われ .菅野時代 ･建武 ･康永年間には ,足利氏によっ

て大規顎の造営が行なわれた｡のち後奈良天皇の弘治元年 し1555)に ,備前の守証赤松冊政が社

殿を造営し,正親町天皇の永級 9年 (1566),松田元賢 の放 火 (古代の山陽道で菅備津官煉打

から樹っていた松田元幣を舌備幹宵の稚児が呼びとめて問答した

といわれるところから,古跡44呼坂 ".4うない坂 'というのが

ある. )があb.後腸成天皇の腹長 2年It 1591/ ) ,宇啓多秀

家が造営に宕手した.L.ころが閑ゲ原の役がかこD,秀家は敗れ,

中絶するところとなD,同 6年(1601)になって小早川秀秋

の出現を待って ,造営の漕手完成をみることとなった｡江戸時代

に入ってからは帝王池EEl綱政を中心として .代々の津主の造営修

理が .ひんぽんに行われた｡ しかし.昭和 5年 〔1950)は本

殿 ･宝輝 .随神門以外 .ことごとく炎上したので ,=戯総額30

万円 (遅発の支出額 20万 5千円 .その他は氏子および ,莞敬者

の寄付に_よる｡ )が決められ ,同 6年 .造営に方手 し.昭和 11

年完成を見た.

よって .現在の社殿は ,本殿は池田綿政の造営にかかる三剛社

流造 〔この ｢泥道｣絞 ｢天地根元造｣から ｢大社造｣ ,そして

r神明造｣その次が r流造｣という段階を踏みながら変化してき

_578-
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写其 9- 1-5
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た. )であD.渡殿以下比昭和 11年に改果したものであD.莱木造の近代ネ'柁土建築の粋と言われて

vlる｡

主を建造物壮次のようなものである.

本殿 ･荘厳 ･釣殿 ･祭文殿 ･軒廓 .拝殿 .透餅 ･宝物犀 ･神贋所 ･土殿土塀 ･改段左右透塀 ･恐上

玉卓 ･手水舎 ･神楽殿 ･応接室 ･斬 所 ･脇門 ･荒垣 ･利札 .参娘所 .参拝者休憩所 ･末吐子安神社

本殿 ･末社子安神社拝殿 ･末社子安神社透塀 ･末社ttL島神社本殿 ･末社鵜島神社本殿 ･末社壌御崎神

社本殿 ･末社尺御崎神社本殿

(-)余典 (各説 ) 一宮としで筋節園内に朋えわたっ7t音僻砕参神社の祭和利唱i吐 .代々の国司や

領主によって深く留意されてきた.径古エb伝わる象稚神事の沿革を述べてみると,旧暦 8月28日

の御EB稚魚 .9月の弟 2の申の日の流鏑馬神事 .旧暦 5月 19日の祭b(伶人舞 ･武蕪舞などあb)

の5大神事をはじめとして ,このほか ,大/｣､神事の数は .年に808回を教えたともいわれてV'る｡

耽国の世は ,古来の無礼なども多く中絶していたが .江戸時代に入 り.池田氏の入国以来 ,諸行事は

たいていJ'Elに復し.元穣 10年 (1占97)の造営を機会に御田植祭モどの神事も再興せられたoこ

うして明治維新にV'たD,それから多少の沿革を経て .現在にいたっているO現今の主な祭典をあげ

てみると次のようなものである｡

1月1日の歳且祭 ,2月17日の祈年祭 ,4月29日の天皇誕生日,占月50日の大蔵式 .8月2

日5日の御田植祭 ,10月25日の例祭 ,11月2吉日の新嘗祭 .12月51日の大所式 ,12月51

日の除夜祭 ,毎月1日の月次条

(a)宝物(各説 ) 書備津を神社の宝物は古来 .多数であったが .したV,忙敵失 し.ことに永醸 5

年松田氏の放火によって .古来の宝物の多くが失われたと考えられるo現在でqj:,明治45年2月に

国宝に指定せられた藩主池田網政寄進の太7]を始めとして .その数は ,首以上に及んでV,る｡宝物の

主なるものをあげれば次の上うなものである｡

太刀 (一口).十二面銃(一面 )･棟札 し-枚 )･古鉄四角灯髄 (一個 )･古文督禁制 (-巷 )･

知行日食 (一一巻)･社儲昇進状 (一巻 )

再 社僧 ･社人 ･民子 .頴敬者 (各駅 ) 本社に付属 した神宮寺に勧めていたのか社僧であるOす

7;lわも ,ここにかV,て,大神の車為に仏-3を修した僧侶の総称をV,うO

明治維新のうち,神仏混務は禁 じられたので .神宮寺の廃退とともに,今(,iもとエ別跡を止めてな
レヽo

社人につV'ても,明治維新ののち.在来の社家世袈 し大守氏の一族 ,あるvlは浅野氏複どがその代

莱 )は廃止されて .社人仕しだいに離散するものが多くをD.まったく旧時のてV,を失ってきたO

なお現在の大字一貫の社家は約2 0戸である｡

現在氏子は銃座の地である御津郡一宮町大字｣富に約 500戸であるが ,古来の氏子区域は ,旧名

称によると.御幹部-宮村大字一宮 ･辛川 ･尾上と御許和平津村大字山崎 ･今岡および御帝都白石村

大字花尻の5つの村にひろがっていた｡このをか .-冒以外の他部落では ,別に小氏神を持っておD.

吉備挿彦神社を大氏神とし,ずっと特殊関係を保ってきた｡
一五79-



崇敬者は .備前-一国はもとIb.実作 ･備中にお上び ,きわめて広い範野にわたってV'るO

をお現在の吉備津参神社の神司は市川定一氏 .禰宜は田口好済民である｡

四 八畔官 t尾上 )

南北に伸び広がってV,る尾上全域のせん中あたb,青備中山の

(S45年 4月虫明gT彫 )

等兵 9- I-4

尾 上 八 幡 宮

山渡に位置 している｡

祭神は応神天皇であり,社格は村社である.そしてその由緒岐

不評である｡

境内には本殿社 ･拝殿 ･幣殿のほかに道具威 し通称 )･石鳥居

･4つの慶祝 ･唐獅子があ9.日据観争の記念碑もみられる｡

現在の神司比江口式飢民であD.氏子総数拙約 250戸 ,その

聴閲は一宮町大字尾上全域にひろがっているQ

祭日に興しては,｢春祭｣が5月14日15日,｢秋祭｣は10
月の第5土曜日である0時代の反映があるといえようO

(C)八幡宮(西芋川)

角度の地は一宮町大字西芋川である｡社格は村社であD.その

祭神紘応神天皇である｡

氏子の範囲は西辛川 (山際 ･五軒尾 ･

嶋 ･中村 )-｢有であD.その数は変肋が

著しい｡

祭は盛大に行われ ,区(商学川 )の総

代 ･評意見の葬った寄付金で選者されるO

子供 (かっては骨年も含めたo )の角力

大会 .絵 ･作文の頒 会も行われている｡

なか角力大会の斎晶は御彬である.かっ

てVj:.奈加は旧一宮村(尾上 ･一宮 ･西

(S45年 4月栗原健一戚影 )

写実9- 1-5 西芋川八幡宮

辛川･辛川市場 )という広域の単位でい

っせいに行なわれてV'た｡西平川の祭日は9月 15日と ｢秋祭｣の10月の第~5土曜日である.現在

の盛物は昭和の始めに.木材の寄付や西芋川の瓦師の力によって新し(建てられたものであD.昭和

18年にできた唐頼子 .昭利 15年の鳥居 .昭和 10年にでき上った磨耗などが韓内付属物としてあ

る｡

現在の神司は田口好滑氏である｡
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D)天津神社(西椿津 )

(S45年4月柴原健｢敵影 )

写兼 9- 1-6 天 浄 神 社

軌座の地は一宮町西宿酔である｡ この神社は式

外で村社の格をもって･t,A.祭神は商量座見神 ･

天御中主神 ･神島朗 神であるoその由緒:士不詳

であるO

境内には本殿社 ･軒穀 ･拝穀のほかに馳神門 ･

鳥居 -唐獅子 ･戯龍があるO

また境内末社として .束義時命を祭神とする荒

神社 ･応神天皇を祭神とする八幡宮 .天児屋根命

を祭神とする春日神社があるo祭日に関 しては .

｢番条｣は:5月15日.｢秋祭｣は 10月15日

i占日に行希われている｡

氏子の範囲拙西檎浄 IBIL･LPE,D.tVJ総数u約

120戸である｡

氏子の協力活動として比 ,子眺金･.-1Lの他の氏了･の組蛾に上る境内の冊掃の撃仕がある0

本神社は .4人の安住役良を僅vlて卦D.年間2回の見込みの年間役員会 .紛代金をもってvlる｡

現在の宮司は竹原坤太氏である｡

をか ,天津神社備品としてQJ_.御]･[･体 ･御神休布安宅･卸恥 ･御仇.太鼓があるO

担)若宮神社 し中椿辞 )

鉄座の地は中衛津であD,式外の村社の格をもつ神社である｡

(S45年 4月柴原健｢放影 )

写其 9- 1-7

若 宮 神 社

祭神壮仁徳天皇 し相殿比応神天皇 ･神助皇后 ･玉俳肪命 )で

あD,由緒VCついては不許ということに茂っている｡

境内には本殿社 ･桁娘 ･拝殿のほかに随神門 ･一対の唐獅子

･二価の虚砿 ･沓神 ･石仏をどがある｡

(S45年 4月良明gt彫 )

写井 9- 1-8 若宮神社額円の石仏
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石仏について述べれば .この大日耶釆石仏と無線塔蓮台は共に室町時代の特徴を持ってふD,附近

忙阿弥陀堂とV'う地名があるのは与TLと関係かあるo石仏は近くの瀞の改修を行った際 ･出土 したも

のである｡

r春祭｣は5月8日であD.｢秋祭｣は 10月16日17日であるOしめをわを盛 9,幡を立てる

などし神主が祝詞をあげる以外に備別を行事は行われてV,をV,0

氏子の範陶は中槍浄一群であD.総数約90戸である｡主として ｢老人クラブJの人々が .祭Dの

ときに .境内を聴榊 している｡

現在の神司は竹原嘩太氏であるo

なお若宮神社の備品として蚊 .御神体 ･御神体奉安皇 ･御机 ･三方がある.

(F) 白山神社 〔首部 )

∃

銭座の地は首都である｡ この神社の社格壮式外

の村社である｡祭神は伊部部費命 ･菊理姫命であ

るo由緒につvlては境内にある石柱によると,上

記の2神を光孝天皇の仁和年(885から887

まで)に当村 (首都 )内果山山頂に勧請すること

二コ に夜D,のち現在の地に遷 して今日に至ってVlる0
㌔J

::;T-:I I:

(S45年4月栗原健｢娘彰 )

写真 9 -1-9 白 山 神 社

(S 45年 4月虫明91鎌形 )

境内に比 .本殿社 ･拝殿 ･幣巌のほかに虎能 .

手水舎 ･土もDの首壕 ･それから道具食などがあ

る｡この首壕の由緒については .前述の石台に上

ると.吉備幹を命が四通将軍となD.備中の岩島

退治を行ったときの鬼神の首をこの場所に葬った

ところによるということであD .この土地の名

｢首部｣も.そのV,われから来てVlる｡

祭上川⊂ついては ,｢春祭｣は5月15日に,

｢秋祭｣は 10月25日26日に行われている.

氏子の範囲は首都の全域 ･東槍韓の東半分 ･韓

高町大字中原にふよんでvlる.

なお現在の神官吐岡山市の今村宮上b招いてい

る｡

但) 日吉神社 (佐山 )

銭座の地は一貫町大字佐山である. この神社は

写共 9- 1- 10 白山神社境内首硬 式外の村社の格をもち.祭神は大山紙命(応神天

息 ･天児屋根命 )である｡由緒は不許と怒ってい

る｡

境内に比本殿社 .栃殿 ･拝殿の性かに伍神門 ･鳥居 ･一づ村の倍頼子 ･2個の煙筒が主たる付属物 と
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(S45年 4月虫明那稚影)

等英9- 1- 11 日管 神 社

してある｡

祭日VE踊 して比 .J~春条｣が5月8日,｢秋祭｣

が 10月18日17日である｡

なお境内にかいて .毎年 .牛の供舞のための会

席bも催されている.

氏子の範歯は .佐山全体であD.その総数壮約

110戸である｡

本神社比 .5人の資任役良 しその うち1人は宮

司 )を億いてお9.役見合 ･総代会も年 2回の見

込みで行なわれてVlるo

現在の宮司は竹原年太氏である｡

囲 宋形神社 (大岸 )

親睦の地は一宮町大字大越である｡式内社であD.社格は細社である｡祭神吐多紀理姫 (多紀理此

天命 )･市寸島姫命 (市杵姫命 )･多岐都命 (多

紀津比売命 )の5女神である｡ 5女神はいづ九も

出等族の代表者である兼竜略命の御女であb.出

要族と日向族 (代表者は天照大神 )との和睦のと

き.人質として高天原に送られた. 5女はその他

で神道の教華を身につけ .成長した.そして南天

原から国土経営の希望をもって ,この5女神は集

紫の州-下されることになったo胸形の中浄宮.

奥津嘗 ･辺幹官へ下された5女神は3礎の神宝を

5所に濃さ.これを玉代として集 って集紫の民を

馴化したと言われている｡

(845年 4月虫明机戊影 )

写真 9-1- 12 桑 形 神 社

この神社の由緒について比 .はっきDLたこと

は升っていないが .延音式神明嶋に戦ってV,るので .千年以上前に.集紫家形神を ,この地に遷 した
のではをいかと思われる｡往古境域は広大であったが .亀山天皇以後兵乱が続き .武家権力が強 くな

って以来 ,営繕も進まず .しだいに廃壊 して ,,J､規模vEをっていったと嘗われるoそれから時代を経

過 して .明治 40年vcは神供鮮魚科指定社と72っている｡

昭和 12年5月にV:i.本殿 ･釣殿とも破損がはな比たしく72っていたので,御幹部-宮村の書備静

香神社仮殿を譲りうけて恕:地を亜備して移転している｡

祭b忙関 して結 .｢春祭｣は 5月18日.｢軟鉄｣は 10月16日17日に行なわれているO戦前

iでは楽車などが出て .相当をにぎわV,を見せたらしtへ,現在では子供会などがまとまって .角力 ･

宝言がLを行ってVlる｡これ壮年 500 0円の神社からの受金でまかなわれているo

氏子の範囲は .大窪全体と7計部に及んでおD.総数結節 150戸である0 6人の冒総代 ･老人クラ

ー58与一･



プの人々によって境内の潤揃が行なわれていJE'.

夜お現在の神司は佐野光政氏であるO

(r)八幡宮(玖尾 )

銀座の地は一宮町大字横尾であるO社格は村社であD.槌物としては流進bの本殿と拝殿があるO

祭神は .脊田天皇(相殿は神功皇后 .玉依姫命 )である｡その由緒はつまびらかではないO

池田光政が封を備前一円および'僻中敷都に受けたとき.神社小岡の教吐 1万以上もあ9.迷信の幣

が甚しかったので .由緒調査菅おこなって601社を存倍音せて .他比 ことととく廃止させた｡

寛文 6年 し1666).松庵村八幡宮に寄せ宵

として合有巳した数は多数にのぼっているO

祭日に関しては .｢容祭｣は5月10日.｢秋

祭｣は10月18日17日VC行なわれてVlるO甘

年団が葬る自由金額の層明科 ,また区し松馬 )か

らの子供育成会の会費が子供会のためにあてがわ

礼 ,祭日の角力.宝さがしの行革が行なわれてい

る ｡

氏子の範囲は松尾一帯であD,その数枚約 80

戸である. 4人の官総代がおD,甘年田と協力し

て官の滑掃TTどを行 っているO

現在の宮司は伊円正秋氏であるO

(I)敬負神社 し下背刃 )

(845年4月栗原健｢娘形 )

写其 9-1-14 版 負 神 社

(S45年 4月栗原健｢親好 )

写第 9-1-13 松尾 八幡 宮

銃座の地は .下芳賀であ少.社格は村社である｡

祭神は天忍日命 (相殿は長白羽神･大歳神 )で

ある｡

由緒 .造営について吐 .社記によると.旧下

背賀村の乾生神であD.神号も.生大明神 ,衣

大明神の両社であったが .いつの頃上Dか合厳

しで一社となったことが記されてV,る｡草創の

年月は不許である｡

弘化 2年 (1845)に造営があD.明治4

餐 (1871),神号を改め .靭負神社とした｡

明治24年 (1891)に拝殿が増築され .本

殿 (流造 )は同51年 し1898)に改築でれ

たO

現在 .場内に結鳥居 ･唐獅子などの付属物もあるO

氏子の範囲は下普賢 (本村･席 尾々 ･小山 )一帯であD.総数は約 90戸である0
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博 祭｣壮 5月10日に行をわれ .｢秋象｣は 10月 14日17日に 一青年団に上る角か 宝盲が
しの行事も含めて行なわれてVlる｡宮総代と甘隼田との協屯に上って決められた氏子に削bあてられ

た寄付金によってこれらの行事仕行なわれている｡

現在の宮司は伊丹正秋氏であるD

区)素劉 郎申社 (上芳賀 )

(S45年 4月栗原健一-繊影 )
等其 9- 1- 15 素養鳴神社

鮎 の地は上芳賀である｡

この神社の社格比村社であD.その沿革は次の

ようなものである.

祭神は菅田天皇 (合殿した天神社の祭神は天津

秤 )であD.旧号を痩神社と称 し奉ってVlたO雀

古の詳細比知れなV,けれども.笹古 ,越後国号舞

村上D市川と称する者が ,祭神を準じてこの地を

防九 .そのときよD ,この地を普懲村と呼び.御

社を使立して痩神社と号することとなった｡

古来氏子の者はもちろん ,その他の四方の者も.

この神社を参拝祈願.したと伝えられてVlるO

宝暦 2年 (1752)にいたって .社殿改築の

邸があb,そのころ兵乱が起こD.このために拝殿ならびに多 くの魯類が焼失したと言われるO明治

4年 L187 1)に旧号疫神社を釆議場神社と改称 し.本社屋椴を銅板に茸替えて現在の社にかよん

でいる｡

氏子の範蝕は上背賀-帯であB,総数は約 120戸であるb

祭日IJ/Cついては .｢春祭｣が .5月10日,｢秋祭｣が .10月1占日17日であD.当日には .

終戦後 .女子青年団による輯芸会 ,村中の氏子の寄付金の協力に上る角力 ･宝さがLが行なわれるO

嘗総代は.だいたい区(上音賀)の評語負が兼ねてVlふ｡平P社境内の軸除は ,10組の隣組をつくD,

その単位で職者で .正月･祭日のために行なわれてV}る｡

現在の宮司は伊丹正秋氏であるn

(IJ 八幡宮(滑水 )

銭座の地は滑水である｡この神社の社格は村社であD.その煙物は .本殿社 ･拝殿 ･釣殿からなっ

ているo祭神は応神天皇 ･神功皇后 .五節姫命の5神である｡

由緒につV'て往古の詳細は知れないけれども.この神社の勧河は元醸年間以前であ9,かよを4昏験

年の古社である｡発文5年 (1665)に本社は超立されたという古老の言いつたえもあるO氏子の

数も多数であったけれども.兵乱が打ち続いて.絶家するもの .あるいは他国に移転するものが統出

したと言われているO明治 2年 (1869)vc本社が致典され .そらに大正5年 (1914)にvlた

って .拝殿も改築されて .現在にかよんでいる｡

現在の氏子の範囲比津水全域であD,氏子の教壮 17戸であるo祭日は正月1日と,｢秋祭｣の10
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(S45年 4月栗原健｢彫 )

写耗 9-1- 16

滑 水 八 幡 宮

月16日17日である.当日には神主が祝詞をあげるほかは別

にとかたてるほどの行串はない.

毎月 1回 .軸香によ9.2帝ずつの単位で掃除が行なわれて

いるO

なお現在の神司は伊丹正秋氏である.

如) 禾神社 (福谷 )

銀座の地は一宮町大字桶谷である.正確には ,神社は .辛用

(地名)から北上 して池谷 (地名 )に向かう道路の右側手の山

の頂｣二に位僅 している.

祭神は句々冶馳命である｡

由来につVlては.雀古の詳細は知ることができないが .未神
社は素木萩大明神と号して ,創越年月は不評であるが .その社

殿は相当広大であD.氏子の範囲も .池谷村 ･王政部村 ･苛賀村

及び松島村の一部に広がっておD.多数であったが .その後超

こった兵乱のために .社

殿は荒原 し,多数の社器 .

宝物類も敵失 してしまったのみならず .氏子のものどもも ,他

国へ移住 したD.あるvlは絶家となって ,-.時は 社̀71)テ氏

子ナシ'の状態にいたったQ学保 15年 (1728)にvlたっ

て ,住民の帰任 .あるいは分家するものがあb.弛谷村の藤田

幸助 らが施主となって ,8村民相はかって本社の再礎にあたD,

旧任思よDは北方の高所に越築 した｡明治初年にいたって .木

麓大明神の旧号を故的て ,木神社と称 し.本殿を改範 した｡昭

和 15年 (1940)に拝殿を新築 した｡旧号の ｢木就大明神J

につV,ては .本社のあも地は .吉備浄神社 (菅傭郡市松町にあ

る｡ )建築のときに当って .長材を塾えた所であるから,その

余材を用いて本社を創超 したことによD.大蔵大明神 と号 した

(S 45年 4月柴原健｢婚影 )

写真 9-1- 17

木 神 社

とL̂ う伝説もあるo

現在の境内には ,本殿 ･拝殿のほかに燈範 ･石鳥居 ･八幡社 ･適所がある｡

氏子の範鮎は福谷であD.約 15戸である｡

祭日は,｢蕃祭｣の5月10日と ｢秋祭｣の10月1占日17日であるQ
現在の宮司は伊丹正秋氏である｡

(N)八幡宮 し長野 )

銭座の地は長野である.本社の社格は村社でらD.その象神は火産額命であb.配紀は奥津寿命と

奥酔比元命である.
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境内には本殿社 ･拝殿 ･軒巌の抱かに石馬居それから荒神社がある｡また ｢長野廃寺跡｣と記され

た白柱が立ってかD,その一面には 頂蛤 時代頃上b古寺あD｡長宝寺と云う｡純 には伯曹大山寺

から地蔵を勧印したものと云う｡天正の頃 .高松町の連福寺へ移る｡付近に僧坊の地名 17を存ナO｣

と配きれてある｡

氏子の範囲は長野全域 (一戸を除 く)であb.総数は57戸である.

条日比 ｢春条｣が 5月 10日 .｢歌祭｣が 10

(8 45年 4月虫明汎感形 )

写 寅 9- 1- 18 長野八幡嘗

月18817日である｡神社境内の滑掃は正月と

職 は5人の官総代が行なっておD.｢秋条｣

は .4鹿がそれぞれ檎番で行なっている.

それから.神職の受用などを含めて神社の維持

に押して仕 .民子総代の取b次ぎを中にはさんで ,

すべて区 (長野 )封でまかなっている.

なお .昭和 44年 (1969)の ｢春祭｣は佐

野光政氏 .同年の r軟禁｣は伊丹正秋氏が神職を

諌めている｡

(0)御時神社 (蛸尾 )

銃座の地Id横尾である｡本社の社格壮村社であわ.

b.祭神は .大己貴命である｡

境円には .流進の本殿社 ･拝殿 ･階段のほかに

石鳥居 ･⊥対の唐獅子があるO

創立の由来沿革仕次のようなものである｡

明応 2生 (1591)に .当氏子の者が大和国

恵良に安座 してL̂る春 日の社忙参拝 した時 ,神官

に超絶を想顕した.神官はこの意を聞き入れてそ

のはこびとを9,上記の者が機尾の北山に帰斉 し.

御崎神社と号して ,勧請 した｡

それから社殿の在立をみ .兵乱の世を経過して,

天明7生 し1787 )に仕本殿の改典が行われたO

(8 45年 4月栗原健｢膨 )

顎 9-1･-19 御 崎 神 社

明治 25年 (1892)にも本殿の改築が行われてVIる｡

氏子の範囲は大字横尾と及谷 (浄福町三和 )であ9.その総数は 30戸 (そのうち25戸が挽尾に

ある｡ )である｡祭日は ｢春祭｣が 5月10日,｢軌条Jが 10月25日2占日であるO
現在の神司吐伊丹正秋氏であるo

(2)寺 院

(a)徳寿専 (一宮 )

山神山神応屍億籍寺の簸由比だV}たtn次のようなものである｡
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て武天皇の白瓜年間に ,大和国JjU脱の壬の優姿

塞役の神変大藩静 ま抜苦与楽の大願を起こして.

17日の間 .吉備紳明神-参龍した0度願の夜半

に明神が .r汝済世捌 民を思惟するをらば .i.の

地に伽藍を建立し.虚空敦大菩薩を安燈し.現当

二也を救え｣という祁儲か下った｡このゆえに.

山神山神応院と卑し.7Eた仏徳僻に新たなるをも

って徳寿寺と名づけたと言われる｡

よって開基は神変大菩薩であb.本尊比虚空蔵

大書鐘であるOその後5□年を経て.住僧は四散

(S45年 4月虫明gl.頻彫 )
等鼻 9- 1- 20 聴 帝 寺

し.また畳字比破損し.菩薩の転借がまさに消え

ようとするとき ,里武天皇の御厨があD.報恩大師に天下の態地を探求させた.大師性この地を卦と

ずれ .吉備中山の雅に空寺があることを聞き .ここ忙宿したところ ,夜半 .虚空蔵大菩薩の専修を見

たCそこで .この他に数年周とどま9.日夜着任した｡

聖武天皇は .天平 12在 (74a).官資をもって .この地の七堂伽藍の造営を助けた.天皇の膚

仰娃僻に粘く.天平 17年 (745).寺領 5百石をあたえ .膏備添明神の別当とをしている｡この
時専坊の責削ま5□余字であD,そのうち徳の字を冠首につけたものが八ケ寺ある｡ これを八億寺とい

う｡当寺仕そor)1つである｡その後8首余年の星箱を握るにしたがい .再三火災にあい .小寺杜を存

するのみとなった｡永蔵元年 (1558 ).吉備酵明神の社務従五位桑折守大藩内陸基が .本堂方丈

を再越 し,同家の菩薩寺となした｡その後 .弁舌宗を改め .天台宗とした｡ところが .草保年間に堂

字はことことく皆焼失したので ,当寺の現丑性版なるものが .浄財を弄って元文元年 (1756 )に

糊口9間 .奥行 5聞半の月適 を再超したo現在あるの比これである.y]治 11年(1878)に総 .

之間 4面の本堂菅字の再礎があり,明治 15年に吐絶佳小平次が課金畢納すること忙よb.15等寺

に遠別せられていた｡明治26年に .元文以来 .修繕を加えていなかったので .破損がは-なはだしく

なった董円 ･屋壁 ･柱租 ･床を見る忙しのぴず .起工こし,工gB趣当委員の斡施の周致なることによっ

て.明治28年に姓落成をみ .旧観に復した｡以後 .寺畔の5両一帯に梅例数千本を棟え .また厳南 .

鮭後に磨歯を設けた｡

嶺寿寺は･大字一宮にあり.宗派は天台宗であD.総本山は延暦寺IT卑る｡支配菅谷系統について

紘 ,岡山教区は備約 2部 .備中 2部 .棄作 2部の6部に分かれておD .この下VC各寺々が参9.徳寿

寺吐備前のうちのひとつであるということが言える｡組寺の牌係では .岡山市 .御津都 ,吉備郡のあ

いだで .弊式 .年中行EBの助けあいが行をわれているということがあるo

檀家およびその分布地蚊については約90戸は-宮町 (大字一宮 ･尾上が大部分を占めているC.),

約50戸は倉敷 ･早島 .三石 ･高松町などの地域に広がっている｡

寺の年中行邸舷 .5月5EIに.伝致大師のなくなられた日を偲んで .｢花祭｣をかねた ｢伝教会｣
それから他家の ｢慰罷祭｣が行なわれ ,9月15日に推 .新仏の供輩の意味で鯛家の人々も参って
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｢施餓鬼｣が行なわれる0 12月24日に紘 一中国の天台大師がなくなられたのを偲んで .｢天台会｣

が行なわれた｡

位牌座の財力や身分によるところの差別の制度比なく.基地についても,それらによる差別は行な

われていないO

Ⅶ家の組概としては .総代 ･世話人を中心とした .特別のときの会合があるということ以外に .特

別を粗放はない｡

現在の住職は ,嵯峨山禿凍氏である｡
(b)原本専 (上背貿 )

(S45生 4月業脱髄-1瀬野 )

写衷 ワ- 1- 21 原 本 寺

2青年前項までに日等宗から御流儀 し日蓮宗比

本来他宗を受け入れをいものである仕ずであるが ,

当時の｢鮭の日蓮寮は ,日蓮宗のお経を唱えなが

ら､r天台宗｣を:かこをってVlたOそこで ,これ

に反対し.日蓮宗本来のあb方の方向へ知ろうと

したのが御流儀一派である･.)の信仰がかこった

が .その粥の人 は々他の日蓮宋徒上州 巨巌を受け ,

お上そ首勾三間内借の状態が拓いた｡

つまカここで言えば ,津南町の苧確守 ･日応寺 ,

御許郡の道林寺 .岡山市の妙林寺の他家であbな

がら.異端とされた御流儀を信仰していた苛賀村

を中心とする横井 ･野谷らの各村にわたる一派は ,

その法常 ,葬式をさしとめられたのである｡これが明治維新前後の頃である｡そ こで .香川県三盤都

三野村下高瀬の乾草寺の住職である日弘師らの協力により.目深上人 し初代 )の生まれた地である大

字晋賓に寺院を創立したO明治 15餐 (1882)にその創立許可があたえられてVlるoその際 .流

儀紘別であるが ,設立のためやむを樽ず .静岡県古土富市北山の北山本門寺を本山として仰いだO職

卸 15年 し1940)頃 .敬時体制突入へ向けて.｢宗教合同遊動｣が行なわれ .｢宗門禽司｣を強

制的に実行させられたD.敬後の寮教法^法の施行rLよって .他とのつきあいも多くなD.異風相寄

る栃向を見せてきたoLかし赦近 .御流儀を守ろうという気挿が強ま9.再び分かれる憤向にある｡

顕本寺は上背賀忙位濫しているo嘘家の数日:.約 400戸であb.その分布地域比一宮町 し上背Br

･下苛貿 ･松尾 ･福谷 ).印南町 .御青野町 .岡LLl市 ,広島腺府中市 .総社市 .高松町などにかよんで

しハるO

寺の年中行事を以下あげでみると.1月 1日2日5日の ｢元且金｣.1月8日の ｢菩提会｣.1月

の ｢寒行｣,5月の ｢彼棒金｣ .4月 15日の｢牌山記念日｣ ,5月8日の ｢菩提会｣ .7月24日
の ｢五敬成就会 .8月初旬の ｢施峨鬼｣ .8月25日の ｢巧肺会｣.9月の ｢彼岸会｣ .10月12

日の r悦之□法水金｣ ,11月 1'2E)15日の ｢称会式｣ .11月 19Elの ｢純益上人会｣ .12月

11日の ｢′J､松原法茶会｣ ,12月 12日15日の ｢EI儒上人会｣などである0
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位牌棚の ,寺への財力で位倍的係を決定することはなく.租家の墓地もをいo

坂家の組枚としては .江戸時代からのものである ,上意下盛 .相互補助の目的をもった辞中組級が

あるO

新本寺の本革壮日蓮上人であD,境内には本堂 ･階廊 ･犀挫･倉庫 ･所化部屋 ･隠居所 ･役僧蛙所

･納屋などがあり.また報恩大師 (奈良末期 ,備前に金山寺はか 48寺を唾立したo )の ｢産吸の井

戸｣と伝えられるものが残っている｡

現在の住職は 4代目であ9.片山鏡佑氏であるo

(C)大党教会 (西辛川)

(S45年 4月業原健｢頗影 )

写真 9- 1-22 大 党 教 会

級越は次のようなものである｡

中国弘道の大串師大党大僧正は .帝者鵬 数の唱

ili帥といわれる日像菩薩の弟子であり,暦応年間

に学川合敬の死者の供垂のため .西辛川を訪れた

ときに .今の詔地に宝塔 (題目塔 )を建立し,ま

た宗祖日庫聖人御噂像を自ら彫刻した｡のち ,元

線 14年 (1701)の頃 ,岡山藩主池田鵜政は .

辛川にこの宝塔があり,参詣の人々が多数あるこ

とを見開して ,これを大いに信仰 し,ついに宝塔

ならびにL宗祖大望人御車像など一切を岡山連昌寺

内の大光院に移転安値し,さらに円山の曹源寺に
移したoその後も宝塔は .曹源寺にあって ｢お･跡｣

と称されて碍崇されてきたO

明治9年 (187i)に ,三基の宝塔のうち一基を讃bうけて .今日にいたっている.その宝塔は

四面御題目であり.世に類例がないと言われているO大里人御噂像はその後 ,転々としたのではある

那 .大正 12年 (1925),牛ケ首里園より.これまた諮 りうけT今日にいたっているo~また .大

正 18年以来 .宗祖大型人御降誕 4盲年を記念 して.信者の有志が始まり.嘘跡復古につくし.また

畳字 ･客殿をどを新薬 して ,昔の壌VC戻そうとしたo

それより参詣の信者の数も日栂に加わってきた｡

大党教会は西芋川にあり.信者の範囲は一宮町一帯と岡山市吉田に広がっている｡

年中行事としては .春の彼岸の施餓鬼 .また大兄正僧のこの地の出発の日を記念して ,5月2日,

9月3日にも,信者約 60人の参加による行事が行なわれているo

現在の住恥 佐藤隆教氏である｡

(3)市川音左衛門

旧馬屋下村が生んだ世界的を有名人は市川菩左禰門である｡彼は .天文 2年 し1555)vE芳賀で

生まれた｡少年の頃より,商用で京阪に往き来していたので ,切支丹の教義を開く機会があり.聖啓

にも親しむよう!'=-lrって .倍数の念仕深まり,両親の許しを得て .大阪の教会で洗礼を受け .のち伝
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導師となったO彼の著者である ｢師疎受難鵜頓智｣は広 く統ず

れた｡天正 18年 (1598).豊臣秀吉比 ,教徒の野望を知

る串があり.弾圧を加えるにいたった｡座長元年 (1597)

には .外国人の宣教師や日本人の信徒を捕えて死刑にするとvl

う噂が伝わった｡寄左術門は .キリストと栄光を示すのはこの

時とばかり,篤借家の調べに応じ.同年 .十字架にかけられて

る4歳の生睦を終ったO

上背賀の紫議場神社の上方の山の頂き近 くに亀甲堀がある.

これは伝うるところによると.村人が苫左衛門の遮物を納めて,

｢音｣仕 ｢租｣に通じるということで .村の大海に浮ぶQLの男

卑に似せて .自然石を集め .兵苛 したものらしい｡
近年になって有志者が .あいはかって .経木を取り除いて滑 (S45年4月栗原健｢線形 )

掃し,碑をたて,･｢市川帯転衛門之碑｣と記している｡ 写英9-1-25

(栗 原 健 一 ) 市川音左衛門基

参 考 文 献

1.片山峰書舶 馬屋下村誌 (神社桐 )

2･吉備搾彦神社社務所発行 日召和 11年 10月T5El) 吉備浄彦神社略記

2 年 中 行 事

年中行事は ,1つの社会生倍のリズムである,,それは神慮Ij:dT占V,,豊穣を祈願 したり感謝 したりす

る曲折儀礼であったり.倍卯的儀礼であったりするO村全体の行革ばかりで惹く子供だけの行事や特

定の家たけでおこなわれる行串もあったOそして ,それらが鍵村の共同体的生活統一の大きな要因の

一つであったし生活の重要な折目であったoLかし.戯作物の改良とか蝕作業の機械化など虚業の変

化によって .曲事僧とのくいちがいを生じたり神M.を占うことなどもらせりしなくなったO新 しvl社

会的文化的膨邸によって .合理的科挙的な考え方をするようになり,年中行事比大きく変容せざるを

えなかったのである｡一宮町で .どの上うな年中行啓が卓るか舌調べてみることにしたo

正 月 行 事

師走も巷に近づくと正月用意といって町昨月い物に行ったりしていた (滑水 )a-嘗町付近では 12

月24El頃に｢正月初め｣とvlって ,正月の準備を始める｡この日には .大根を丸く切って味噌汁に
入れ .米の粉でスス-キ団子をつくり.それを神棚忙供えたり食べたりするOそして ,スス-キをす
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るのである｡又 .アキホウ(サワT)のない方角 )を向いてお飾 りをない .大晦日に飾るO

餅つき｡･rHt水 .森上 .長野のあたりでは .余 り月の参る年 (旧暦で15ケ月ある年 )の 12月28

日には餅つきをしてはならないという謂れがあり.この日には餅つきをしない｡ 29日もいけないと

いう地区も参る (山神 )｡餅をつ く時に燭を焼vlて食べる智tEIがあり,その時の巌の頭を大晦日に

大豆の枝などの串にさして .戸口に立てておくO これは巌の信仰といって魔除とか疫病除としてする

ものらしLへ｡

大晦日.この日Iiで忙杖正月の準備を完了 しておくものといわれる｡神道で紘 .別に歳神用

を設けて .歳神様を祭る0才鞘折に山草を敷き .その上にか銃餅を供え .豆餅をすけて .蜜柑 .

お米 .御神酒を供えて用意をする｡不受不施派では .お飾 り,注連縄をしなVIoこたつにあたり話を

なが ら,年越 しソバを食べたりして除夜の銀をPBくまで起 きている｡それから年越 し参りとtJnって

備津彦神社 ,吉備削 申社 .良上稲荷などに詣でる｡この日には .判を押されるといって屑物 ,洗潤

を外に出さなVlものといわれる(機尾 .長野 ).

元且.朝早く炎暗夜うちに起きて .捷億に火をともして ･自分の家の井戸を使わず ･東の方の井

まで .バケツを持 って行き .アキホウ-向vlて若水様を迎えるO ｢福をくめ工率を捨てエ｣と言いな

がら.一一杓目は捨てて二杓目からバケツに入れて持って帰る.若衣岐 .顔を洗ったり.餅をつくのに

使ったりする｡雑燕をする時には .柄杓に三杓ずつ入れて用いる(長野 )｡家族全長 ,若水で顔を洗

い ,歳神様のお飾 りの下で ｢オメデ トウございます｣と新年の挨拶をして ,銚子で三つ盃を頂き.山

海の珍味 (するめ ,梅干 ,昆布など)を三方 (サンボウ)に入れて神棚に供える (山神 )｡それが蔽

って ,雑煮を食べるのだが .正月雑煮比 ,汁の中にブ1)を入れて食べるという習慣もある(山神 )0

年末には ｢樫四方 .粟回 し｣といって .樫の木は四角に栗の木は丸く切って正月箸を作 っておき.そ

れで正月雑煮を頂 く(長野 ).八幡様などの氏神様に初詣出に行き,神主が来て祭りがあるO正月元

且には .ホウキを使ってはならない ,切花をしてはならをVl,風呂をたvlてほならなvl(山神 )など

と.いわれていた.正月料理としては .元旦に雑煮を食べ .昼はホウレノノウ.ニンジ/ .シオブ1)

などや ,忙しめなしたりしていた｡ 2日は .ぜんざいをして食べる. 5EIは別に決まっていなかった

し長野 )｡地区とか家庭によって献立は異なってVlた｡-Jg部落の正月の食べものは .12月51日

に .ニマメ.コブマキ,′トイモの兼ゴき.カズノコなどを用意し.正月のサンガこチのHulは主婦の手

をわずらわさないですむようにしておく.そして ,1月 1日の朗の雑煮は昧暗汁とし.汁に必要なホ

ウレ/ソク.ニノジン,クマゴヤキ .カステラ(総菜用の ).-イガイをど比前日に用意 してか く 0

2日の雑煮綻 .すまし汁にするが .汁に入れるものは 1日と同 じであるo雑煮餅は焼かないで .か湯

でやわらかくするならわしであった｡ 5日は .ぜんざいoこれで食べる方の神祭 りは終わり.4日は

仏様のお正月と称 して .キナコ餅をつくって食べた｡

1月2日 朝 .雑煮を祝 ったあと.子供結審き初めをして故神様にまつってかくO男はナイブメを

するoこれは午を追 う時に使用する牛鯛をなうのであるが .よりをきつくして ,5本で丈夫なものを

ない ,その綱の間にお鏡餅を1つはさみ神棚に供えておく(長野 ).女はヌイソーメをするo 自分の好

きな物を縫ったり,てんせるを飾ったりするが ,一般的には .歳神様の酌へ持っていって横 10C皿
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頼 20cm位の大き音の資戯薬を縫い .紐をつけておくo l年中それ女神参rJの時に紘使用するので
ある(山神 .長野 )0

寒の入 りo輝の間に琴の水で餅をつくと .カビが生えないで長 もちかするといわれる｡現在は .翠

忙もう-匿つくのは .たいへんをので年末K2つこしらえておくように香っているO昔は餅 も俵に入

れて保有 していたが ,鼠がひいて曲るので .金 (かね )のカy忙入れるようになってきた く横尾 )0

ゴカンニチには .つけものを食べて吐そらないという様fJ･各家庭での行事があった 〔山神 )0

か正月にをって初めての寅の日に毘舎門様に参る｡庵年 .日比異なる(山神 )0

1月7日 七革雑炊の日Oナズナとかニンジンなど田や野に生えている草や野菜など七草を取 って
きて .俳を入れて雑炊をして食べる｡ナノカビまでは .まぜことをしてはならないという(滑水 )｡

1月9日 山の神様の日O この日は山の神様をまつ り.家ととに餅の端を少し切って .山の神様に

もっていって .御幣をきって .白い舵に包んで木にぶらまげて帰る〔長野 .鶴 )｡山の神様が正月

の間まで自分の持っている木の教を救える日表ので人間が入っていると木の数に入れられてしまって

帰れなく在るといわれ .この日填ては入らない｡森上部落では .昔ある猟師が山に入 って鳥を銃った

と思ったが人間を殺 してしまったOそれ以来この日には山に入るのを忌むよう忙なったとvlわれる｡

今は物 を使わないから山に余 り人 らなくをったのでいわなくなっている｡木挽壮今でもそう1,1って

いるらしいO

オヒマチQ正月の トンドのうちにした方がよいといわれ 1月8日夜から9日にかけて行75:う所や 1

月14日夜から15日にかけて行なう所などがある｡長野の参るコーヤでは .初日の夜から当番の家

に泊 りこんで寺のお坊さんがきて .亜陀範をかけ .かかん尊をして ,お札をくれる｡夜明けに太陽を

おがむ｡料理は .豆腐と油揚の秤 仲料理をする｡二日目は魚を食べるo最近では ,お寺の檀家が多く

なったのでお助さんの都合で日が変更することも参るO正月と八月にある｡Jg部落では ,初日には

基頃からコ-ヤの主軸全点が当番の家に集まb夕食の用意をするQ料理は/｣､イモ .ゴボウ,77ラフ

グのニシメ.トウフジル .コンニ ャクのシラ7工 .ニンジン.〆イコンのスノモノなどで .コーヤの

子ともと家の代表である主人が当番の家に奥まって食べる｡食べる前(こ.吉備津彦神社の神主さんに

来てもらって神様をかがむ｡二日白は早朝に笥傭達彦神社忙参り.そして菜に向かって日の出を拝むO

拝んだあとすぐ当番の家托行き朝食をごちそうになるoその参と昼まで比雑談して時を過ごし.昼食

のあと.お供えの鏡餅をコ-ヤの戸数だけに切 り分け .お供えの洗米 ,スルメ.コブなどといっし上に

半紙に包んで家に持ち帰るo家では ,それをまた家族敢だけに切り分け ,みんなでいたたく.現在は .

このオヒマチも簡略化された形で行なわれたり.コ-ヤ忙上って仕やめてし(る所もある｡

1月 11日 ヤレポウo百姓初めo麺きると顔を洗vl.飾 りをつけた鍬を肩にして ｢ヤレポーヤレ

ポー｣ と言い表がら苗代田まで行き .潤株を2株 5枚うかして細る. この日は牛の出ぞめといって

牛を牛')､星 より追うて出し苗代EElをうがしたりもしていた｡牛に雑煮を食べさせた り,小米をつき焚

いてやわらかくしてお団子にして .小書く砕いた りして食べさせていた｡が ,現在では牛を飼ってい

る良家が .ほとんど無 くなり ｢牛の出ぞめ｣は言わなくなった0

1月 14日 ト/卜●o朝超きて御飯を焚いて ,まだ食へないうちに .お供えをしてfE迩縄やお飾 h
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を仕ずした り.お札の古いのをアキホウへ持 って行 って トント◆を行なうのが普通である｡村で侮年-

定の場所に持って寄 って行なうのたが ,各家で竹を2本ずつ持ち寄る(長野 ).そのまわわにか飾 り

を巻きつける.もう1本の竹で正月2日にTl-V,た部きぞめを吐さんで火の上で焼き.その灰が高く上

れば腕があがるという｡卦鋭俳を持ち寄 って火の中で焼 き.持って帰って砕く短冊状に切って神棚に

･供える(横尾 )｡ トンドの前夜 .村の長老が米を各戸から纏めて歩き .次の日.トンド忙来た人々に .

箸で組子を分けてくれたことも参った (長野 )｡ トンドの時の焼け竹を屋根に放 り上げていた｡ トン
ドの壌所も現在は .お宮の境内とか河原とか危なくない場所で村中の人が集まって行なう那 .家庭の

庭先で行なうようにも食ってきている(山神 )｡この日は .あずきと餅を少し入れて ,アズキガユを

して食べた り神棚に供えたりする｡現在でも .しきたりとしてVlる家もある.

2月1日 出正月.正月のしまt..を祝い ,緋を-うすついて雑煮を食べるO仕番を休んでいた.

2月 2日 節分｡立春の前日であり年がわりともいうDこの日Vr_も鯖の所を豆穀などにさして玄関

にさしたりしていた｡洗濯物をど物を外へ僅かをいとvlわれる(横尾 )｡アグ･コンニ ャクを入れて

五目飯をして食べる(長野 )O豆をいって豆まきをしたりする｡所によっては正月からオこ-ンサマ

壇では .ホ一口クを使 ってtd:ならをvlとい うので .節分には豆もいらず豆-i垂をしない部落 もかなり

ある(滑水 ,森上など)0

2月12日頃 かふげん祭をする｡皆.iJiiまって卦ふげんさまの前で拝む (長野 ).
5月5日 嬢祭｡ ヨモギ餅やヒシ餅をつくったり赤坂L/C,忙しめをつくり.お雛様に供えるo米 ,

ちられ ,豆を抄り.砂楯をつけて食べたりする｡舟艇様の出しぞめを2月28日 にす る所 もあ る

(潜水 )o普通は5月になったら出して .初雛だと5日にはか答をした り,ヒナ7ラシをした りするO

桃や柳の彼を飾る｡

5月4日 山あが りの日とか毘舎門様の日である｡山あがりは子供だけが近くの見柑らしのよい山

へ .かすしやにぎり飯などごちそうをつくって重箱に入れたりして .大きな岩の上で食べた り遊んだ

りする｡所によってLri大人も.酒 .薬子 .巻対司や赤飯などの弁当を持って ｢シカノアクエチ｣とtJl

って .少しでも高く上に生れというので良禽門様に山登 りをしていた (長野 )｡今では観光バスでE]

始 りの旅行をしたりする所も参る0

5月下旬 地神糠の日｡彼岸の中日VC一番近い戊の日.当番が ,椴をたてる｡供餅 ,御神酒二合位 ,

薬子葱村の地神機に持っていって参る. この日は .田VC入って仕在らないO鍬を使っては在らない.

肥棚を担いで壮ならなV,｡うすをつVlてはならないなどといわれ=M 勿を裁ったりするのを嫌うDとら

そうをして食べる家 もある｡春と秋の二回ある｡地神群があり.粘せって ｢かかんき｣-J=d･している所

もある｡

5月21El 彼岸の中日｡春分の日O彼岸の入 りに基掃除をし.シキビの花を変える｡ヨモギ団子

を持 って墓 参 t)に行き先租の供馨を行をう｡春分の日VEは .職役者の慰怨鋲を行ない部落毎に婦人

会が花とか供物を持って基参りをして家へも挨拶+/C行った りしていたが .今はやめてし漂っている｡

山神付近では蓄傭辞彦神社の祖竪桟に決まって祖先をまつり.家では魚などを供えて親族 .兄弟が一

緒に寄合い先祖の供盤をする.墓参bは彼岸の七日間 ,いつ参っても良いが .lFd後の日に参るのを臨
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う傾向があった｡

5月5日 しようぶ｡子供の日O男の子を祝って .餅をつき.ちまきにしたり.シバ併忙したわ赤
蕨をする｡し上うぷの薬を取ってきて子供の帝Vt結びカブトの格好をしたり.50cm位に切って .

Lzうぶ瀞にした りするo Lようぷの薬 .かや .せんだ .ヨモギなどを蘭でくくり.屋雌に放上げる｡

し上うぷの薬が刀に見えて鬼が逃げ出すとかいわれる｡初 しようぶたと,その他に .お鏡餅をつき.

その上に柏餅をすけて曲折同志の親しい仲で配･Jたわ氏神様に供えた りする｡嫁の鼻からコイノポT)

を .もら)と祝に行くO吉備渉彦神社の付近では .神社境内VCある子安神社vE参るO現在では .色と

りどりの乗しいコイノ771T)が天簡く泳ぐようになっているが .これは大正年偶以降の事であって .そ

れ以前忙比コイノポリのかわP)に家紋旗をた7_てVlたとい)〔長野 )oこの日,フトンの下忙しよう

ぷの嚢を痕いて凍ると贋が痛 くならをいとかV,われる〔鵬 )O又 .この日比 .牛のし上うぷといっ

て ,どんかこ忙 しくても牛を使用しなかった (鶴 .長野 )0

7月7日 七夕o鑑を切ってくる｡五色の短冊に文字や桧を8いたりして結びつける｡ナスビ.辛

ュウT)を使って馬の形を作ったbトウモロコシのヒゲを使って尾を作ったりする｡七夕団子を作 り,

録の先に机を出して .天の川を祝う.肥松 (コ工マツ)を取って来たり.副木のよく肥えているのを

庭先に立てて ,それにキュウリ.ナスビをひっかけて .たいたりしていた (長野 )｡七夕棟が終ると

雀は近 くの池や川に流してVlたが ,現在は邪魔になるので .村でまとめて焼いたり‥島のお(t'しのた

め忙果樹園や畑に立てたりする〔鶴 )0

7月15 .14.15日 金行弘 先祖のせ埠 をするO昔は .村の者が .コエマツを一把ずつ持ち

寄って .川や池の土手や道端に.何首の灯をともしていた(山神 .滑水 .長野 )｡ 40cm位の高さ
のものを立てていき.子供がそれらに火をつけてVlった｡これ壮 ｢せんどう｣といって ,仏の迎え火 .

送 り火としてたいまつをたくのであるO仏様の足許を明るくする灯であるとvlわれたO松の枝でも油

のよくまわったものでないとよく燃えないので .ヨシの軸に布切れを巻き油かすをつけて燃やしたり.

かやの先に熱い薬をめっている ｢せんどう｣を町の店で只って来たりしたO現在は .麦苑をたいたり.

松樺を/｣､さく切って組み立て庭先で行なった り(山神 ).基の前でコエマツを糾って火をつけて行な

ラ(森上 ).この夜に子供の遊びとして花火をあげてtnたC,

9月9日 粟節句｡各家庭で栗を入れて ,うむしをしてかこわめLを食べる｡野菊を神棚VCあげる.

11月初句 亥の子｡ 11月の赦初の亥の日に行なDo亥の日が三度あれば ,中の亥の日を ｢亥の

子｣というo男の子が藁を50cm位の長さの束托して .それに 50C皿位の長さのナワなつけ .そ

れを使って近所の庭とか道を .ポアポテたたいて行った｡｢今夜の亥の子 .祝わん奴は ,鬼生め蛇生
め ,角が生えた子を生め｣とV,ってはやしたてるのであった L滑水 )｡現在は .しなくなった0

1 1月初句 ふいご祭O昔 .野かじ,石崖などが .この日に壮盾を飲み .仕串を休んだo現在では .

磯城工場などでは .午前中で仕事をやめ .=場の円のお汁めをして .お供えをしたりする.

冬至O夏(A=収越 したナノキンを .この日のために保有してかき ｢とうなす｣をいただくと中風vc在ら

ないといわれる｡
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iEと 英 行 卦

モミを捲 く時o山吹 .すずかけ .7キ .ミョウガの軸 .シバの糞などを架にして ,宙代地のねり畔

忙持って行きおいてかくOか洗米 も持 っていき .十粒位を田に播いて .EEIの神様に祈願してからモミ

を播 く｡

田抱えの噂｡ワサウ工とvlって-東食初vc植えるEflの畔へ .栄 ,スズカケ .き†ほし,フキの兼 .ミ

｡ウガ75:どを持って行き.祈願する｡苗を .お飾 りのワラで束ねたものを ｢のうで｣という｡管絃 ,

田租えを共同作美としていたが .現在はしない｡田植えが耗わるとシロミテである.村の話 し合LJlで ,

シロミテの日取 りが決まると .魚売 りがやって来て .村の人たちは ｢さあら｣などをT(い .寿司など

のごちそうをしてにぎわっていたo共同作秦をしてvlれば ,酒盛 りなした り.うとんを食べた りして

にぎわった｡

足洗いo ドロオトシ｡田あがb｡田植えのあとなどで .1､ 5年目のまた-若いお嫁さんが .塵へ帰

って休巻をとるのである0

7月頃｡虫送 り行tlI｡作物などの審虫を除 くため .虫を追 う行事である｡日比決まってい'j5:かった｡

形態も地域で様 異々走っていたo各村海に ,ソシ堂に典まり.お題目をあげおかんさをするだけのも

のであった り,区長が .近くの山まで虫よけの笹を持って行き.それを納めて .シメをしていた/yTも

参った (森上 )｡長野付近では .寺か ら御幣をもらって来て .子供にEf]纏をふってもらって ,お目倖

ちの時に立てた村の四偶のお札の所まで虫を追 って行ったり.めった忙人が通らない ｢虫追い逼｣を

大人達が大きな大鼓をたたきをがら.村はずれまで虫を追って行ったりした｡また ,壱傭幹を神社に

行き .頭上けの ｢お札｣を頂vlて僻 り.竹にはさんで ､田の未申にさLてかくと虫がつかないといわ

れる｡昔は田にたくさんの ｢お札｣が立ってvlる光栄が見られたそうである｡また .その時 .同神社

の境内の砂をひと粒わ.もらって帰り.EBにまくと虫がつかないともvlわれる｡同神社の御幡行事の

時の扇子を取 って帰り,田にさしてお くと虫がつかないともいわれている｡それでもなお ,うんかな

ど害虫がついたりしていたとvlうことであるO

磨あげ 郡を刈 り.脱穀が終ると.一応その年の塊作業が終ることになる｡この日は ,赤飯や寿司

をして .神棚をはじめ脱穀機 .万石など緒道具へあげる. しかし.すぐ夏播きが ,ひかえてvlるので ,

労働力の余裕があれば .ゆっくり休んでいた程度である｡

青備津を神社の御田稚祭

8月2 .5日｡第-日比例斗代神事があり,第二El貝には御幡献納崇が行なわれ .二日にわかれて

とりおこなわれている｡前の日の御斗代神-Sが ,御田植祭とエばれるものである0 5nばか りの青竹

に鯨をつけ ,これに稲の宙をそえたものを6本つくり.これを神前に供え ,伺官などが娘まって祈と

うするなどの祭典が行覆われたあと夜の 12時頃になると三成の宙をのせたこつの御羽車 (布で周囲

をまいた .みこしさまで四人でかつぐ)那 .太鼓や獅子に先萌された行列を整えて .神社を出発し,

門前の神池に設けてある御斗代柵のところまでくる｡両官壮祝詞をfpげて祈念して苗をこ こに移すの

であるO御斗代柵は .池の中に六尺四方の場数を設け .薦を欺き顔方に竹をたて江迎純をはった祭壇
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で .宙はこの柵VCある5つの竹筒にさし込むのである｡御播献納祭は .第二日目の午後 4時頃 .お将

の行列が ,神社横の参集所を出発 し,南神地を右廻 bして参道VEでて神社に到瀬 し終了するQを･幡と
いうのは ,竹三本に白布三反をたらし.その先々に庸子 15本が結びつけてある｡昔時は ,国内各部

から献納されていたが .現在は特定の御妬株の人が献納 し.その数は 17 .8本であるO式次第Jd .

お嶋の行列が両神池を一梱 りして神社にいたるとい)ものだが .お体が参道の途中にある橋を渡る頃 ,

参詣者たちが ,一番E]のか峠は .そのままやりすごした後 .二番 目からのか暗に鶴いかか T).無理や

りに倒 して .お慨に結んである扇子を奪いとる｡それを持ち柑って削て健けば .病等虫除となり,家

に配れば悪疫をまぬかれるという倍仰からである｡

参 考 文 献

○ 岡山の祭と桁 (神野 力若 )

0 日本民俗学大系

3 民 家

(1)屋 根

鼎近壮社会変動にともない人口移動が激 しいため ,一宮町 も大きく変わりつつあるO近代的な団地

が4'-Jた り奥の方へ行けば .まだ田舎のたたずまvlをそのまま残しているような民家もあるQだが ,

｢蚊的にみて古い民家は .だんだんと饗を消していき瓦葺 きの新 しい感薬様式が取入れ られている.

ほとんどが瓦茸さの2階建の家である｡ この中で .此牧的古い形態 を萄 していると思われる草茸屋根

の民家'k対象としてみたO

革屋根のほとんどが入母屋づ くりであるQ青備同原南端から平野部に位倣するこのあたりは茅がほ

とんどないために .すべて資英で屋収を葺いているO これは上部は切雫のよう忙二万に屋根をつけ ,

下方には寄枚のように四方に尾根をつけたもので ,寄瑞の上に切肇をのせたようを形のものであるQ

崖根面の合掌の頂点になる棟Jd ,屋根の柵畳上の組みかためのうえからも盃要であ り.雨仕舞を厳重

にするために .おさまりを=天 しているO一宮付近は棟瓦を置いている催涙瓦棟のもめ (写其 9-5

-6参照 )と瓦を茸いた箱棟のもの (写 其 9- 5-5参照 )とがあるQ家の両側面忙ある切要屋根

端の山形をなすところを親風という.破風には .板を盛ったもの木蓮格子にしたもの (写其 9-5-

5,6参照 ).井でかかってしまったものなどが参る.入母屋づくりでは .イロリ.ク ドの煙壮ゆっ

くりと墨円 .屋根央全体をまわって破風から外へ出るようVCなっているQ晋はク トーに煙突がなかった

ため破風は煙出しとして重要であったが .冬季には破風の欠 より冷風を吹き込むとvlうことも4)ったO

食丘はクドを釜畳に移動した り改馨 した りして煙出しの必要がな(なったので破風を板や策でかかっ

てしまっているようであるO数軒の民家で煙出し(写其 9-3-5参梢 )をみつけることができた0
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(昭和 45年 5月24日中村故地影 )

写弗 9- 5 - 1 トク y屋根

県北でイロリを設けている民家では存在するの

だが .腺南は温暖たためイロリを設けていない

ので煙出しのある民家は .めずらしいOクドの

煙が .あまりにも敵 しいので煙出しをつ くった

のだろうQilIきおろしの家はあまりなく途中か

ら瓦屋根の庇をおろしたものが多ho殺近では

塊家も蒙を作らなくなったので .屋根材料がな

く茸き変えることができIなくなりトタンでおお

った民家が数多くみ られる｡

一宮町の大半の民家が瓦葺屋根 となっている｡

明治になってから初めて瓦葺の家が松でられる

ようになりたした｡最近 ,新築されるものはすべて瓦壬Ifきである｡

(2)間 取 り

民家のつ くりは南面向きの長屋造 りで桁行は梁行の2倍以上もある弗の葺きおろしが典型的をもの

であるO大体 .中央から分けて住居 し.一方はコナシ屋に用

いていたO コナシ屋は物促 .納屋 .牛小姑をも兼ね ,カマドは

コナシ屋に向って住居の緑VCあったO

図9- 5- 1(長野.Å氏宅 )

建築年代は不許であるが 200年位酌に超てられたもので

参ろうO梁間 3･5聞 ×桁行 7.5間で .1闇 (マヤ )+ 2･5間

(ニワ)+1.5間 (ナカオエ)+2間 しザシキ)+0.5間

(蘇 )となっている0311':オロシの盈蔓屋根で地上から軒までの

百さは7尺位であるO棟には5年ほど前まで煙出し部分があ

ったが .現在は取 り払い .枚瓦を置き惟振瓦棟となっているO

大熊柱を中心としてニワ部分と.ザシキ部分が相半ばし.右

半分はザシキVCとり,左半分は土FE'rlとなっているO入口横に

マヤが4)るO先祖が医者をしていた時代vC影察用に属を飼っ

てV'たそうであるOマヤは .ウチマヤで ,-ワとの間に版を

盛って仕切り,主産の中で牛を飼育 していたOマヤクチは外

庭に向き .マヤの上には丸竹を組んだ天井があり,′｣､麦薬を
･1598L-

(昭和 45年

5月2 4日中村敬紹影 )

写弟 ワ-5-2

A 氏 宅 玄 幽



図9-5-1 A氏宅平面図

どの収納物を催いていたらしい｡現在は .マヤとオクエワ

部分の半分は物思として使用されているo鹿家の土間は .

魂を思vlた り,作業ができるようにする為vcかなり広vl面

餅がとられている｡ニワとオクエワの坊杜 .盛典当時は .

なかったが現在は資戸やメエラで半分に仕切られているO

オクエワ中央部分の高さ5m付近のところVC薬を巧みに縦

横に組み合わせてヤマトを作っている｡これは 5尺四方 .

厚さ 1尺余 りの:i:ききで ,スノコを縞んた上下に泥土をめった士でできている天井であるOこのヤマ

トの筑下にカマとクドがあったが 50年位前 よりクドを使用しなくなり.現在吐跡形 も裁 ってなvlo

このヤマト比 ,クドからの出火を防止するものとして機能していたのだろう｡すすけてまっ鼎になっ

ているO入口右には昔 ,風呂が設けられていた.現在は墓跡 と在ってし1るOナカオ工から土間に張 り

出した小線 〔イクバ )から風呂場へすぐ行けるように虚がついていた｡風呂の汚水は .下の大きな壷

に貯蔵できるようになっていたO化学肥料の現われる以前把は喰肥 ,灰Lなどとともに重要な肥料源で

あったと考えられる｡

ナカオエ4過半 .ザシキ8生,茶の約6丑 .ナンド4丑半 ,5盟となっている4悩]取であるDEBの

字形とは異なった食遮形の間取形式である｡それぞれの居垂はフスマで仕切られ天井は板張 りで参るO

天井轟が見えるのは .土間部分においてのみである｡茶の間仕 ,ここで茶を飲み ,食事をするのでそ

うよばれるのだろうO以前この部屋に壮掘j'クツがあった｡毅室としてのナンド比 ,転側へ庇を卦ろ

し半間ばか り増築しているが ,窓がないため忙呼暗い｡ザシキは固価でかこまれているO捗院を設け

ているので .麻子 ,板戸をあけると外の庭が眺められる上う忙そっているO便所も昔は .入口横にあ

ったらしいOそれをザシキの朱の東側へつくったが方角が森vlといって .現在の位匿に移築したGオ

クニワでは煙突のないクドで煙を出すために家中ススで来県になり非衛生的でもある｡台所改尊が行

なわれはじめるとだんだんとオクエワの捉側に新しく二階煙の藍屋融置て .主屋内にあったクドを別

棟の釜虚に移した()改普 したりするようになったO亀虚yc炊事場を設けるようになったので .オクエ

ワ.ニワなども物駁とか通路としての意托しかもたなくなっているO

園9-5-2(佐山.S氏宅 ) 土偶の屋根岳比すすけてまっ黒VCなっているO主要な建築構造物

(柱 ,柿 .梁など)には .手斧で削ったあとが発ってVLる｡壁にも竹釘を使用 してお り .かなり古い

ようである｡細道は鼠9-5-1の場合とほとんど同じである｡梁間5間x桁行古間で .1間 (マヤ)

+2聞 しこワ)+ザシキ部分 (5簡)となってVlる｡居室部 さ価 .土間部分5(均で参b.大熊柱を中

心に半分vE分れているO
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図9-5-2

B氏 宅 平 面 図

i

入口左側に 1間eL'飯が参る｡マヤクチは外庭の力ではなく.

土網の-ワの方に向いているOマヤと土間-ワとの間は ,板

で仕切られ .入口部分を虚tn:している｡マヤの上は .もろの

木を鹿んだ天井になっているO天井は英をしまっておく物思

にするため .一段低 くしてあるOマヤの部分も,現在は牛も

飼っておらず ,物故となってV,るO土間の中央に大愚柱から

貸戸を設けて .ニワとオクエワ部分とに仕切ってVlるOオク

エワの沖暗い部分が昔は所帯場であ り.ク ド場 .飲水功であ

り.諸々の道具があったOオクこワ忙クドがあると家の中がまっ鵜にすすけてしまうことから,主恩

の凝側に独立別棟の釜屋を礎て .そこにクド.次月‡用具 ,台所用品などを覆いているO聞取は .d畳

2間と5丑半 .5丑の四間取形式であるQナン ドやチ ャノマ部分にもガラス忍を設けて採光に注意 し ･

てV,る｡この付近では .線側をつけた民家 と縁側をつけをvl民豪が混在する地域であるO この家は縁

側わ けでいなV)u 1

図 9- 5- 5(山神 ,C氏宅 ) 麦藁茸の屋根で瓦の庇があるO梁間 5間x桁行 d間で .1間 (マ

ヤ )+2間 (ニワ)+1･5間 (ソトノマ )+0.5間 (戻 .押入 )

となっている｡土間部分が 2.5間 .居室部が 5.5問である.土間

部分が居室部より小さいo この家では .あまb広い作美場を必要

としなかったのだろう｡マヤはウチマヤである主島内にあるO入

口の右側にあり.マヤグチは庭先の方vE向いているOマヤには .

天井をつけて薬をどの物u/I忙しないで .す ぐ屋根轟となっている｡

マヤとニワ部とは礎盤でまったく隔絶されてVlる｡入口左側に板
図 9- 5-5

C 氏 宅 平 面 陛J

張 りのホイトーモクレがあるQ士rijrl部分を大熊柱 より格子戸を設

けてこワとオクニワとに仕切ってV,るQオクエワのオク(n=は古レヽ士のカマドが残ってV'るoオクニワ

はクド場 .炊餌場であ り.物鑑鳩でもあったO このオクエワから .すぐ外へ出られるように勝手口が

つくられているが .これは最近つくられたものである｡屋敷の三方は壁で右･卦われているため採光が

慈vl｡北側は .オクエワの一部Kガラス忍が一つあるだけなので簿暗いQ蓑側のソトノマとサツキは

僻子のため比較的明るV,が .ダイト●コロとナ/ ドは恩がなく,土盛のためまっ曙である.ソ トノマと

ザシキとはフスマで仕切られ ,4'ィドコロとも障子で仕切られているため自由に通れるが .チ/卜と

ザシキとは壁で仕切られているため .ソトノマ .〆イドコPを経て行かなければならをい｡ ソトノマ .

ダイ ト●コロからは土間の方へ 2尺ばか b小森 (イクパ )を張 り出 しているO
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｢ 住んでいない7キヤであるu 一一嘗町に吐 .この上うなアキヤが点々とみられるO

人口移恥が激 しいこと&Jl勿憩っている上うである｡

図9- 5-4(佐山,I)氏宅 ) 屋根は上部だけが表連繋で途中から瓦の鹿をつけているO梁間 5
間×桁行 55間で ,2間 (ドマ )+1.5間 (ソトノマ )十

1･5聞(ザシキ)+ ロ･5間 (蘇 )で .土間部分 2帆 .居島部

5間半となっているt,入口の右側にホイトーモクレがあるO

土間には .マヤだった跡らしきものがなく.純粋の仕番場 .

作鵬 とLて使用書れていたO普通の民家では ,土間の中央

に大愚杜のところから智戸をつけて土偶を仕切るようになっ

ているが .昔は .このように士間仕切りの紫戸はなかったの

が普通であった｡鹿家(,{とっr吐できるたけ広い作薬物が要求されたのであるO こ こで .藁をfTった

ら.脱穀をした り様 々の座作薬が行なわれたので参るO牛の飼料僅協となったわ.蘇 .鎌などの盤 具

を尼 (のもこの土間が使用されたので参るUそれがだんだんと盤作業も変化してくるにつれて ,広い

土間を必ずしも必要としなくなり.土間に脊戸をはめて仕切りをし,オクエワとこワとに分けるよう

vE75:ったのである｡この家の土間はや戸で仕切ってなくコナシ屋として .また .欽串櫨 としてのもの

であった｡以前は隅にク ドがあったU現在仕損VE壷屋を虚けて炊畢場 .台所としてVlる｡間取 りは ,

4豊半が2間 .占丑が 2間となっているO

屋根は碩瓦を僅いた雁振瓦棟であるu棟

中をくりぬき ,煙出しを設けているo現在

では土間VCはカマ ト●もなく.煙出しは役に

立っていないが .音吐 .カマドをつかって

いたので煙が家の中に充満 して ,まっ鼎に

怒るので煙出しを設けたものである｡

図 9- 5- 5(山神 .大守大藤内宅跡 )

大守家は代々僻抑I一宮吉備幹を神社の岡

~ r -~｢ ＼汀--

し昭和 45年 5月24日中村敬線形 )

写真 9- 5- 5 D氏宅盛 出 し

官であるO先jlは孝元天皇の後商である芋

川臣某より出たともいわれ .又藤股氏の支流ともいわれているL,後世は .もっぱら藤原氏を称 したO

そして大守家の当主隆成 (草間 )氏は藤原七十七代の孫であると伝えられているo Lかし.現在伝わ

ってVlる系図蚊 .おしくも室町時代の中頃までは代々租森の次第も明らかVEなっていないu越久中当

社の耐官大藤内 (香坂銃には王藤円とある)という者が .平家の家人で参る瀬尾太郎兼康vc与みした
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≡

鼠 9- 5-5

大守大藩内家平面図

~ ｢

という嫌疑がかか り鎌倉に殉教せられたOその時 .大

藤内6-.i=藤破綻に上って ,無実の罪であることを塀朗

に訴えたO頼朝は .はじめて大藤内の罪が無根である

ことを知 り.本国備前の本傍に婦らせたO王感円は帰

国に速につV,たが途巾より再び鎌倉に引きかえし.前

程VC会い恩を感謝した0月茎久 4年5年頼朝はL.Jf士の裾

野で狩をした｡砿経が狩に従 ってV,たので工藤円は砿

柾をその陣営に訪ねて5月28日盛ん(/C酒盃を勧めて

交歓したOたまたま .この貝 .曾我十郎結成 .五郎嘩数が仇を報ぜんがため砿経を農 したOその時 .

居あわせた王藤円もまた聴くJCあったと善事銘

忙みえるo当時 .話大社の両官の家で参って

多 くの社領を有ナるものは地方の丑族として

武力が参った｡大藤内もまた .そ の 上 うな

一例であったO後世大守家を大藤円安という

のは .この頃1りかこったのであろうかC 鎌

倉時代を経て ,青野朝の頃に綻 .もっぱら大

森宅を称した｡

■r

(昭和45年 5月24日中村敬頻か )

写其 9-5-5 大守大藤内宅跡

一一402_

(写共 45年 5月24日中村敬庵影 )

等英 9-5-4 大守大麻円家宅跡

(3) 付 属 越 築

図 9-5-i(庄畠門 ) 憩通の民家に杜

門はないOこれは諒肝が政権の威答を保つた

めtK:姓氏が頭をもた/rfることを樋慶に怖れて .

これをおさえるためVE良家に門は不似合であ

るとして母屋だけ槌てさせ屋根 も薬輩にさせ

たoただ名主 ,本庄崖には本宅の前面へ長屋

門を娃てることを許した｡ これは .中央を通

路として両枚には一方を物思 とし.一方を朋

人の住居にあてたものである｡ これを帝屋

しぼんや )といったb もちろん ,魂茸の長屋



門で参ったU この庄鬼門が或-Jてvl･tのが福谷村池谷にある｡

l 南向きに位燈し梁間2間x桁行 d間で6本の杜を3:体 H "･

きている立派をものである｡中央部に門かつV,たものであるの

で普通の民家の母屋の榊進と余 り変化は怒い｡崖雌は .入母屋

つくTDの型をしてか 日朝茸の辛AiL根である｡棟には棟瓦を旺 vl

た雁振瓦棟となってV,る｡向かって右側は .作幕場や物思 とし

▲

囲 9- 5-･d 庄 屋 門

て使用された土間であるOこの土間の2階は .未を組み合わせた天井となってお り.英をとをしまっ

ておく場所となってVlる｡左側比番人の部屋であったu 土間か-坪参って2丑と6盤とのザシキ2間

(昭和 45年5月24日中村敬頻酵 )

写真 9-5- 占 庄 屋 門

がある｡ この部屋の天井壮硬張 りであるO

南側には .竪vl細かく格子の入った監禁格

子窓がついてVlるO真申の門に坂道がつい

てVlたが .数年前忙坂道を畑にかえて .こ

ちら側へ坂道をつけたO

図 9-5- 7(納豆 ) 農薬が零細であ

った時に吐 .コナシ(脱穀 .調製 )毛どの

亜作葉は主産円の土間で行なわれていた｡

ウチマヤでなVl民家で結 .ナヤを建ててい

るO納屋は .軍費の/1､規模か｣､垣であるが ,一棟の小虚の中が2つに仕切られて .マヤとコナシ十に

分かれている｡ ここでは .脱教 .調製などの鐘作美比 ,主庭内

の土間を使用するよりも.ナヤを使ったのである｡作薬用 .収

納用のためVC設けたものが多い｡盛英が桝 化音れるようにな

ると作秦は戸外で行なわれるようになったため .ナヤ虹作薬場

としては .あせり使われなくなり物愈となっている｡ナヤ忙便

所が設けられている場合かあるu昔のませだと.風呂 .便所は .
図 9-5- 7

納 屋 平 面 図
入口横にあるのたが .原近で姓 .図 9 - 5 - 7の上うに .マ

ヤ小屋 .作英場を別棟につくり.そこに便所を設けてVlる｡便所は曲家にとっては必ず しも排放物の

持て場ではなく.下肥の宿場であるといGJ観念の方が強い ｡そういう立前からいうと便所は住宅の中

に扱けるよりも.室外で .しかもできるだけ田畑忙近い功所にとる方が よいことVCなるO別棟 (ナヤ )

か入口近 くに設け ,いわゆる上便所というものは昔からの血涙では無いのが普通である｡又 .曲機具

の償械化がナすむと和牛がほとんどレ確くなってきた.,クチマヤの民家では .マヤを物思忙した り大幡
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忙改築 L/部藍を増 1.た り,風Fiを設けk りしてt̂る｡1た .農作最̂d;戸外でTる上うになるため .コ
ナシ屋 としての土間の横能が ,かわってきた｡広vl士IhElに貸戸をYtめて仕切りをし.オクエワ .ダイ

ドコPと-ワを分けるようになったo

〔中 村 敬 )

参 考 文 献

o 岡山駄御満都篭 (御津郡教育会 )

o 岡山の民家 (組藤鹿忠君 )

○ 日本 民俗 学大系
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第 10葦 教 育

1 学 校 教 育

(I) 近世の教育

(a)手習所と寺小屋 1)

兜文7年( 1占占7)正月,他出光政に上b軒学校とともに郡中に手習WTがつくられた｡

そして,寛文 11年(1671)2月には手習所の政は 125にものぼっていたが,寛文4年

(1668)不受不施派であったためにつぶされた今岡村の妙救尋のあとに,一宮町で一番古い手習所

もつくられた.また,寛文 11年 (1671)正月の調べに上れば. 搾高跳には6つの手習所があD,

このうち2つは今岡村と松尾村にあった.

今岡村手習所には今岡村から5人.山崎村から2人.清浄村から1人,辛川市場村から3人,西辛川

村から5人.尾上村から15人,-宮村から5人で合計28人O年齢は9才～ 15才までであったO

また,松尾村手習所には松尾 村 から4人.大窪村から5人,下芳賀から5人.上芳焚村から6人.

合計 18人で,年齢は8才から15才であった｡

ところが,延宝 2年 (1占74)12月.池田納政の時代に財政冬作にエb手習所は 1郡 1か所とな

9,津高跳 では:今岡村の手習所だけとなった｡さらに,里5年9月に仕手習所が全廃された｡

しかし,この事習所は寺′ト巌となって生まれかわD .文政の初め(1790ころ)から天保Z)初め

(1850とろ)にかけて189か所,亨らに,弘化元年 ( 1844)から明治の初め(187Dころ)

までには720か所の寺小屋がつくられたo

天保 10年(1859)から明治 5年 (1872)とろにかけて一宮町にも辛川市場村K2か所.大

陸村に 1か所,格韓村(て2か所 ,首都村に 1か所 ,芳賀村に1か所 ,横尾村(A:1か所 ,尾上村に 1か所 ,

-宮村(疋 3か所 ,佐山村VC2か所 ,西辛川村vClか所 .山崎村VC1か所 ,合計 16か所の寺′｣､屋ができた.

なお.寺/｣､通に通っていた児壷は750人ほどであった｡

(2)近代の教育

h)学校沿革史

(4) FP山小学校 2)

明治8年 8月一宮村山神に尾上村.-宮村,辛川市萌村,西辛川村の児丑を対食に甲山小学が的枚さ

れた｡

明治 15年 4月.学制の改定によb甲山小学校と改称.そして,明治 20年 4月,小学校令の契地に

上b平削 ､学軌 大昔′J､学枚を合併して,尋常甲山小学校と改称した｡

このため.従来の校舎では増加した児玉を収等できなくなり辛川市場′J､丸山に校舎が新兵された｡明

治 21年9月であった｡

明治 25年5月,一村をもって-学区とし.-尋常小学校を設置する,という学区の改正があD,千
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津,大審の両校と分離した｡校舎は 一 宮村 が買収し,

いる｡

明治 26年,小学校令の実施により,中山を常′J､

学校と改称 した｡

大正5年,高等科が併任され.甲山尋常福等小学

校となった｡

商等′J､学校は,明治 19年 4月公布の′｣､学校令に

よb,′J､学校が尋常,高等の2種に分かれたとき誕

生 したが,高等中山小学校は.津商都の地 形 は 狭

長かつ境界には山があり,谷を隔てての生徒の通学

が非 常 に不便であったため.郡内にい くつかの小

学校を殻促せざるをえないという事情により,今保,

白石.花尻,尾上,一宮,西辛川.芋川市場,大建,

松尾,芳賀,福谷,長野,今岡,佐山,山崎,檎津

25年 4月,あらためて罪枚式がおこなわれて

写真 10- 1- 1

の 17村の組合によb,明治 20年に創立された0

校禽位匿は,辛川市場に決めていたが,校舎の設備がなかったため,吉備津彦神社の一棟を借 bて.

投薬をしていた｡そして.明治27年,甲山市等小学校と改称された｡

一宮実業補習学校｡大正 10年,勤労青少年に対 して.初等教育の補習を行なうととと.簡易な椴

教育を施すことを目的 と した一宮実美補習学校が .新設されたO期間は 後 期 2か年制であったo

大正 15年.一宮実業補習学校女子部が 新 設 されたo期間は 前期 2か年,後期 5か年制であった｡

また,男子部 も5か年制に変更され, 2か年の骨攻科 も設思されたO

昭和 5年,校舎位置が 硯位 偲 (一宮町一宮)に移ったO

昭和 16年 4月,国民学校令の実施によD ,甲山国民学校と改称されたo

昭和 22年 4月, ム･5 ･5制の学制の改正によD,中山′J､学校と改称 し.第 1学年から第6学年の

み在校することになD,従来の高等科の児童は,組合立中山中学校に繊入学したo
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昭和27年 18月,地方教育委員会の設置忙よ9 .-官村外二か村等枚組合立甲山小学校に,昭和

50年 1月には-宮村,馬屋下村および平手宰相の合併に上D,掛幹部一宮町立甲山小学校と改称した｡

(p) 平削 ､学が )

明治8年 1月,山崎村,西槍仲村,甲倫斡村,東播坪村に上9,西檎津に,平津小学として創正され

た｡

明治 25年,校舎を一棟増築したが,これが後に平沖役場になD,現在は同地所に児並館が超て

られている｡

明治20年4月,学制の改革によD,甲山小学校と合併 し 分教場として,束 1学年と第2学年の児

玉を教授した｡

明治25年4月,学区の改正によD,甲山小学校上り独32:して,尋常平砕小学校となD ,平津村の首

乱 倫醇,佐山の5大字の児塵を収容したが,今岡,山崎の2大字の児童は,各常中山′｣､学校に委託し

た｡

そして,明治 45年,鼓粉教育が 占か年に延長された7tめ,校舎を一棟増築するとともに,甲山′J'､

学校の委託を解vlた｡

大正5年,高等科を併骨し,平辞尋常高等′J､学校 と改称 し.大正 4年 4月には,付投裁縫女学校を殻

任した｡

せた,大正 15年 7月には,平津冊年訓紋所が併設せれ.昭和 10年7月にQも 平斡家政女学校が

創立された｡この家政女学校は.昭和 11年 9月に,平砕け女子青年訓練所 となったC

昭和 16年4月,平津国民学校に,昭和 22年,平静小学校に,昭和 27年,一宮村外二か村学校組

合正平滞小学蚊に,昭和 50年,一宮町立平削 ､学校にと校 名 の変更が続いた｡
〔う 馬屋下小学校4)

明治25年の学区改正以前は,大字芳賓仕,平搾村大字佐山と組合尋常芳食′J､学費を芳類に.大字
大乱 松尾.福谷,長野は,一宮村,平津村と 組合尋常中山小学校を-宮村大字早川市場に,大字横

尾帆 馬屋上村と組合亀常高山小学校を大字首盲に 投匪していた｡

そして,明治25年の学区の改正によ9. 20年に甲山小学校に合併され 分教場になっていた 大

窪の羅常大善小学校が独立 した｡馬屋下村では,大建の鴇常大尊′J､芋鮫を 亀常駅小学校と改め.こ

れを本校とし,尋常芳賀小学校を第 1支校,尋常中山小学校の分教場を第 2支硬とした｡

学区は,大字大陸.桶谷,長野(5学年以上),松尾は本校,大字芳賀は第 1支校,長野(2年以下)

は窮 2支校,大字硯尾d児丑は,尋常南山′｣､学校となっていた｡ しかし,馬屋上村大宇宙言上D,便宜

J=,第 1支枚-の入学も許されてVlたoそして,分教場の5ち.第 1支校 は 明治 25年に廃校になっ

たC

明治26年4月,新′ト学校令によD,駅尋常小学校と改称し,同年,蛾尾の教育事務を馬屋 上村に

杏託した｡

明治54年,駅亀常小学校横尾分教場の設健が改められ.大字挽尾四反地に校舎位位を指定されたo

また,同年,横尾の教育各務委託を解いた｡分教場の降蚊式は,54年9月に行なわれたが,当初は,
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大字墳長芋払之円の仮校舎を使用したO四反地に牧舎が棒てられたのは,明治 55年6月であったO

明治 4 2年,盛妨数育延長に上る児丑の増加のため校舎 が狭 くなれ 5. 占学年の児童を,盈 45

年 4月まで,-宮村に委託 した｡

大正 5年,白石村外5か村組合立甲山商等/J､学校と分離した高等科を併思 し.駅尋常高等′J＼学校と改

称した｡また,大正9年には,馬屋下実薬補習学校を併燈 した｡

大正 15年,研政官殿下行啓記念として.馬屋下尋常高専小学校と改称したO

以後,昭和 16年,馬屋下国民学校に, 22年,一宮村外ILか村学位組合立馬屋下′ト学校に, 50年,

一宮町立馬屋下′｣､学校vcと,校名の変更が続いたO

なお,横尾分教場は,昭和45年に廃止されたC,

肖 横田実科女学校5)

創iz:は明治 2 5年 ,位既は西辛川であった｡擬初は,裁縫だけの学校であったが,明治 55年よ

り修身と家敬の学科を加えて,横田裁縫校といった｡

同59年には,数学.鼠語,唱歌,教育.体操を加えて,私立横田女学校と改称した｡また,大正

14年に払 輯田実科商等女学枚 と改称した｡

帥 青年学校 6)

昭和2年5月,葉菜補習学校と青年訓練所が簾止され,かわって,中山小学校の′ト丸山校舎のあとに,

一宮村,馬屋下村の2か村によって.組合立甲山常年学校と中山家政女学校がつくられた｡

ここで行なわれた教育払 当時の情勢を反映 して,軍部教練が主であD,昭和 14年 4月には教務制

となった｡

b) 斉藤諸平氏7)

一宮町出身者で,教育に多くの菜府を残した人物として,斉藤諸平氏があげられる｡

氏は,明治 15年.大窪に生まれ,同50年中山福等小学校を卒共した｡同55年,岡山県師範学校

に入学し,57年に卒薬すると,英庭郡棄川小学社長熊裁縫女学校長に任命され,岡山県の奥地教育に

新機軸を閃いた.そして,同59年には.岡山県女子師範学校訓導となD,同4 4年に払 奈良女子商

等師範学校に栄転した｡

大正 4年, 54才のとき,駁皇宮れて岡山 鵜浅口郡玉島各常小学校長となD,初等教習改尊案をた

て.個性尊重主鎖の新教育の基礎をつくった｡

同 10年,倉敷尋常商等′J､学校長非倉敷家政女学校長に任命されたoそして,同年4月,文部省から

海外赦育視察を命ぜられ.国吉故実高女校長,塩見県視学とともに,7メ1)カ,イギ7)ス,フランスな

どの国々をまわD,民本主観教育の実際 を視察 ･研究 したC

倉敷 9か年間に発表 した主なものには,次のものがあるO

- 改造教育の夷際的研究

一 改造教育批判要師

~ 韻方学習補導体系

- 倉敷′J､学枚数育実際要覧
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一 字轍 背の発賢

一 ド̂ ,トン式自律学習の実際

一 国民的人格教育実際体系

昭和 5年. 49才のとき,岡山県首席視学に駄任したO以栗,腺教育革新のために,県円視察のとき

は弁 当持 ちで出向き,教職員の宴会は辞し.池b物比一切受けとらぬというまじめさで尽力した｡

また,-軌 岡山県教育五大綱領を制定 して.学故経営,学級経営研究会を各地で催 した｡

以乳 岡山市学務殊長,社会株長を経て,政治 .経済の研究を行なうように夜9,晩年は,自民党

岡山支部に勅鼓し,膿政遇皆の研究に尽したが,昭和 33年死去 した｡

教育者としての氏には.教育脚係の著述が多 く,次のものがあるo

･算術教授聾敦 ･分団教程の理静と実際 ･発動王政分同教授 ･教育原理の研究

･学習指*.の原理と実際

(C) 在籍児童数の変遷と出席状況
/

U) 在騰児童数の変遷

図 10- 1- 1は,甲山′J､学校.平静′J､学軌 属島下小学校の児虚数の変遷を示 したものであるO

点線部分は不明の年である｡

図 10- 111 在 籍 児童数 の変 遷

(｡) 出席状況

明治中期の出席状況を,中山小学校を例にとってみるQ
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戦俵のベビー .ブームの波が.

小学校に押し寄せた昭和50年前

後は.5小学校とも,在鵜児轍

は増 加 しているが,その後は,

しだいに減少 しているO

ところが,練町即地が,できた

ため,中山小学校は,59年よb

著しい児童数の増加 がみ え る｡

また,平津小学校 も.41年以降

増加の傾向にあるが,一 宮町 が

崎山市のべ ･jト'タウンとしての性

格を強めることが予想されるので,

児童数の増加は.今後も続 くもの

と思われるO



表 10- 1- 1 出席 状況 (甲山小 学校 )

＼＼ ＼ 在 席 児 童 数 日 々 出 席 平 均 数男(人 ) 女 (人) 計(人 ) 男(人) 女 (人 ) 計(人 )

明治 21年 55占 246 582 228 I 157 565

22年 528 255 58 1 255; 148 585

25年 194 175 567 157 96 1 255

28年 l15L105 257 117 78 i 195

28年 122ー 15 1 255 112 ; 85 197

29年 15 1 135 264 112 105 2 17

5 0年 151 155 264 112 9 1 ; 205

5 1年 118 252 250 9 1 84 i 175

32年 117 1ー9 256 9占 72 1占8
55年 122 105 22 7 10占 79 185

左喪をみると,

在学者数に対する

日Jt出席平均数は,

毎年 上昇 は して

いるが,かなb低

くなっているOま

た,女 子が 男 子

に比べて,かな9

低 くなっているの

が目につ くo

例えば,明治 21

年の出席峯 は

占5.8%であるが

男子 64.5%に対

して,女子 55･6D/Oであるoそして. 28年の出席率 は 77.9%であD.男子 9 1･BYoに対 して.女

子 占1･Ba/Oであ卓｡ 55年の出席率 吐 8 1･5770であD,男子 86･970に対して.女子7 527Toである.

これは,当時の社会的 ･経済的条件などが 強 く関連しているものと思われるO

衷 10- 1- 2 女 子 教 員 数 と そ の 比 峯

教員合計数 (A) 女子教員数 (A).とその比率陶 全 国比率 匝)岡山県比率 (770)
暗和 27年 26 15 5 7.7

28年 2占 15 57.7

29年 2 9 15 5 1.7

50年 29 14 55.2

3 1年 55 18 54.5

52年 27 17 6 5.0

55年 28 16 57_i

54年 27 16 5 9.5 45.2 42.2

55年 28 17 60.7

56年 25 15 80,0 4占.2 45ー占

57年 24 14 58.5 4占,7 4 4.5

58年 25 15 d D,□ 47.5 45.1

59年 24 15 62.5 48.0 45.5

40年 25 16 占4.0 48.4 45.5

4 1年 26 16 8 1.5 48.A 45.9

42* 2 6 ー5 57.7 49.1 46.1

45年 50 18 68.a 49.占 46.5

44年 29 19 85.5 5 0,4 47_1
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W教員.児童と学級
(1) 教 員

表 10- 112g土,甲山.平軌 馬屋下の5小学牧の教員 (本務者 )教に対しての女子教員(本務

者 )教とその此翠を示したものであるO

擾近.女子教員の著しい増加が社会 問題として大 き くとbあげられたことがあったo特に小学校

にかVlて,この傾向は強 い ようで参る.

この女子教員の占める比率の変遷をみてみると.全国では.昭和 5 4 年 には 45,2%であったが

年 上々昇し,44年には,初めて50%を粂 鼓 して 5a.470となb. 10年間に 5.2%増となってい

るO

岡山県では, 54年 には i2_2%であったが,14年 VEは 47.1%oとなD,同 じ 10年間に

4･9%増となっているO

ととろが,一宮町の5,)､学校の合計 は常に50%以上を女子職員が占めてか9,汲小 比 率は昭和

29年の51.79も,蝿大比 率は 14年の65.570と在っておD.毎年,大体60%o前後を女子教員が

占めている.

このことからもわかるように,一宮町の′J､学校における女子教員の占める比 率 はかなb高いといA

よう｡

次K:,教員が非 常に多い土地であるといわれている一宮町の鶴 教員薮と地域Bllをみてみる.

(昭和 44年 5月)

表 10-1-5 一 宮町在住教 員 鼓 と地域別

旧 - 宮 村 旧平静 .馬屋下地区 旧 - 宮 村 旧千浄 .馬屋下地区

冒 占4人 檎 浄 27人 大 建 5人

尾 上 15 今 岡 9 福 谷 5

西 芋 川 16 松 尾 4 長 野 1

辛川 帝 功 5 首 部 2 佐 山 1

山 崎 2 計 100人 計 . 58人

一宮町在住の教職員 総合計 158人であるOこの数字比,一宮町円の学校の合計教員数と比べてみ

れば.確かに.一宮町は教 員の多い町であるといえ上う｡

地域別にみてみると.旧-宮村在住の教 月が d5rpてるD.旧平軌 馬屋下地区在住の叔月 は 57

%となっている.このうち,一 宮 Kは 417Toが住んでいる｡

(ロ) 児玉と学級

数背を行なうにあたって,1苧椴あたDの児童数 と数 531人あたDの在学者放れ 教育の効果を考

えれば重 要 を問題であるo ことでは,この2つについて.一宮町の5小学校の合計によってみること

にする｡
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義 10- 1-4 収容 人員別 学 級 数 と比 率

恒 人 員 0- 15人 16- 25人 26- 55人 58～ 45人 46人以上

I 字数 比 率(70)習軽 率(A) ･.,it数 比 率(Po)字敬 比 率(狗 ~M.Jr.激 比 畢(ro)
昭和 28年 1 ま8 0 0 5 19.2 8 50.a 12 47.4

29年 1 18 0 0 5 19,2 8 50.6 12 47.4

50年 1 5.a 1 15.a 4 14.5 10 55.7 12 42.8

51年 1 5.7 0 0 6 22.2 7 25,9 15 4a2

52年 1 ま7 0 0 】7 1 25,9 占 22.2 15 48.2

35年 1 id 0 0 7 I 25.0l 8 28.a 12 42.8

54* 1 5.7 0 ロ 6 7 22.2 8 29.6 12 44.5

55年 1 エ7 1 17 ll 40.8 7 : 25.9 7 25.9

5占年 1 4.2 0 0 ll 45.8 a 25.0 a 25.8

57年 1 4.4 1 4.4 10 4ま4 6 26.1 S t 21.7I

58* 1 4.2 0 0 14 58.5 a 25.0 5 12.5

59年 1 4.4 0 0 15 65.2 5 21.7 2 a7

40年 1 4.4 2 a4 1占L - ー占 4 1占.6 1 4.2

41年 1 5.0 2 10.0 15 75.0 2 10.0 0 0

42年 1 4.0 5 12_0 ll 44.0 18 40,0 8 0

45年 1 17 5 ll.0 12 44.5 ll 40.8 0 0

4一年 1 5.7 5 ll.0 10 57,1 15 48.2 0 0

全良 40年 4.5 25 ll.8 74.A ム845* 5.0 2占 1i8 II 75.7 2.9

岡山 45年 ム7 1,9 I4 20.2 1 70,8 8.4

教員 1人あたDの在学者数をみると,倍に.との数年陶は.好条件のもとにあるように思われるo

表 10- 1- 5 教 員 1人 あた 9在 学者 数

年 鑑 (昭和 ) 28 50 52 54 56 58 40 42 i 44

しかし.1学級あたDの児喪数をみれば, 46人以上の学級が,54年 までは 40770以上 もあD,

これが.4D年まで続いて4)ったことは問題 を･含んでいたといえよう｡そして, この数年間の うちに

4占人以上の学級はなくな9,2占～ 55人と5占～ 45人の学級 が 80%以上を占めてきたことは,

条 件 が よ くなってきたことを示すものであろう｡

また, この数年 56- 45人の学級が 増加 しているが.全国平均,岡山県平均と比べて.2占～ 55
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人の芋版が多Vlととが注目される.

(e) 学校経発

馬崖下小芋健の村費と学校経費の削合,一戸平均負担執 児童 1人あたb負迫横を示す表と,甲山小

学校の学校軽輩の用途別を示す表をあげる｡

表 10- 1-6 馬屋 下小 学校鎧 兜

首-讐 村更総額 (円) 小学秘隆史総故 全村丑に対する 一戸平均負祖依 児老 1人当負担
(円 ー 首舟比 (帝51.46 (円 ー a (円大正11年 7.176 1L77 2122

昭和 2年 1&918 7,949 4&98 22-75 2a57

7年 17.708 7.625 一iOd ーa78 22.54

ー2年 2乙878 8,124 55_51 28ー05 25.27

17年 29.615 5.41台 ll.54 855 10ー82

20年 49.545 5,911 7,91 9.00 12.90

27年 7.55五一75 750.470 10.21 1,557.09 2.25エ66

52年 55ー154.955 981.157 2_79 549 2.455

57* dd.927:200 1,622,000 2.46 5,290 6,125

42年 121.612,UUljI 5,187.000 2.42 6,585 1占.5〔l8

症)昭和 52年以降は町勃総額で魯るb

表 10- 1-7 甲 山 ′J､学 校 経 焚

盲＼-､年男 総 噺 (円) 政見給料 (円) 雑 給 (円) 詣婁 糞 (円) そ の他 (円)
明胎 52年 749000 576.ODD 55.る50 85,150 55.188

55年 78占.510 57d.080 55_85CL 85.150 25.188

55年 958850 57LOCIO 5d.150 120.580 20占.200

56年 898.850 57も000 5占.150 12〔).500 16占,200

57年 746_840 576.000 25.14D 25,100 124.占00

58年 751.ロoo 57ム000 250D□ 25,00□ 95.000

59年 95i690 608_000 57.O一d 121.400 175.250

40年 95〔】.020 672.000 71.128 8ム4CI〔】 120-500

41年 1.964,140 1,488.0ロ0 dd.占40 165.000 147.500

42年 2.586145 1,884.000 110.080 165.000 227.145

45* 2,251.574 1.占20.000 117一5(】 120ー080 394.124

44年 2,105_84 1,652.000 ー4.9占2 120.000 20.222

一5年 1.951.0〔】 1,544_ロoロ 13.10 0 214.800 26.200

大正 2年 1,972.00 140.4OO 14.500 145.080 28.000

5年 5,125.18 225.200 25.852 25.852 57.占54

4年 2.927.56 225.200 2LI.172 1〔トD〔】0 55,366
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衷 10- 1- 6をみてみると,全村盟に対する′ト学校経費の削合は 年 こ とに叔少 しているが,大正

後 朋 か ら昭和初期にかけての割合と,昭和52年以後のそれとを比べてみると,前者の 数値 が非常

に大きいQこれ払 当時,学校経兜が 大 きな負泡となっていたことを示すものであろう｡

また.小学校経軌 一戸平均負捜乳 児丑 1人当負捷額のそれぞれについて,大正 11年と比べてみ

ると,昭利 57年には,小学校 棒 銀 は 22a.1倍に.一戸平均負 趨街 は 19i.2倍に,児童 1人当

角 地額 は 265･7倍にを-Jている.｢また,昭和 42年には:, 444･1倍. 59217倍, 706･7倍 と

なっている｡

次に.蓑 10- 11 7をみてみると.教員給料が大 部分 を占めてか9.その比率は,明治 52年で

7占･970,同57年で77.1%O.同 42年で 79.070,大正 5年で71.4970となっているO

(i) 進 学

一宮町V:i.教育に対して熱意があD,数背水埠が 芯 い とVlわれているれ これをあらわす 1つとし

て,甲山甲学校の帯枚進学率をと9あげてみるO

aaJ〆JGIJgJ7593?pby/如VJヰ}3叫jt}占17,1才17JoJ′j'J2ll

叫 馳 ｣耳如 伽 }咋J印兼

図 10- 1- 2 進 学率 の 変過

甲山中学校の高校進学翠推.との園から

もわかるように,非常に高翠である｡

岡山県は全 国 でも教育県の1つに数え

られ,高校進学率 も非常に簡L̂Q例えば,

昭和 29年 度 比全国 5 1.570に対 して,

岡山県はd 1.99もで第 4位の進学率であるQ

また, 5 4年 度 は全国 571770に対 して

651%で第6位. 59年 度Jji全国

70.droに対して. 777770で第 7位,

40年 皮 は全国72.5%に対 して,

79.占%で第 5位となってL̂るQ

ととろが,中山平学校の進学率をみると

25年に一度809Toを越 し,その後,数年

尚 は 8 070を割ったものの, 50年以降

は 8 0飾以上, 40年 以降 は 9070以

上の進学畢となっているCさらに詳 しくみ

れば, 54年 85･570, 59年87.79も,

40年 9510%と,全国,冊山県の両平均

を大きく上回ってVlるQ

このようにみれば.一宮町は,教育に対する関心が強 く,熱意のある地域であるといえよう｡

次に,jk･近 5か年の進学状況を示すO
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表 10- 1- 8 進学 校別虚 字 状況

l昭和 41年鑑 昭和 42年度 昭和 45年匿 -磯 別

枚 男 (刃女囚 男(A)女(JJ男(A)妻女(A)
岡山学区(朝日.挽山,音寺 ) 25 15 14 21 2 1 16 県立普通科
総 和二 2 1

高 松 盛 7 5 8 I5 L ll 鼎立鹿井科

果 岡山工 .向山工 15 ll 25 25 : 2 凍立工藁科
倉 激 工 .水 島 工 5

岡山東商 .岡山 南 1(】 8 4 10 4 15 県立商重科

周山南 (家庭科 ) 1 2 5 県立家庭科

烏 城 1 定 時 制
岡 山 商 1 1

関 西 8 5 5 私 立

吉 備 4 1 2 ー

山 陽 女 子 ll 8 12

紅 葉 22 15 14

英 備 12 9 5

滑 心 女 子 5 I 2

岡 山 女 子 2 2 2

片 山 女 子 1

岡 山 日 大 付 属 1 l

岡 山 理 大 付 属 2 1

膿 外 7 1 2

荘)昭和 41年匿は昭和 42年5月卒共生

県立普通科進学者は,ほとんどの者が,総合選抜鮒を採用 している仰山学区-入学するが,このなか

でも,大部 分は 頗触的に便利のよV}大安寺高校-入学している｡

次に,学校唖BlJの進学状況を示す.
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蓑 10-1- 9 等 社 殿 別 進 学 状 況

年可種別 L昭 和 4 1年 度 昭 和 一 2 年 監 昭 和 4 5 年 度1男 (人)!女 (人) 鶴 (人 )i1女 (人) 男 (人) 女 (人)

腺円高投 県 立 全 日 制 57 25 .P i 55 56 40

煉市町立定時制 1 1 1

私 立 全 日 制 15 52 7 36 6 56

私 立 定 時 制 1

高専県外 高等 専門 学校 1l 占 l2 ーl

腺 外 全 日 制 7 1 2

小 計I 8 7 4

定時制 1 1 1 1

高専 噂 門等枚 1 6 2

計 81 78 I占4 ! 70 占占 7占

荘)昭和 41年度は12年3月卒寮生

世嗣 査
一宮町住民の教育に対する関心,熱意を示す手がか17として.子どもの将来に対する希望とともに,

親の教育意靴という面上b附香 を行なったO

以下に示す嚢拙,操町.一乳 佐LJJ.長靴 横尾の5地 区 の小 ･甲学生のいる家庭を中心に,親を

対象として,丁ンケー トをとった帯菜である｡

なお,回収故比,線町 1口D ,一宮 110.佐山55,長野 18 .械尾 15であったo

襲 10- 1-10 進 学 に つ い て

操 町 官 佐 山 長 野 横 尾

(イ)義務教育で十分でie'るC 1 1

(p)両校まではぜひ進学させたV,a 29 5 8 50 10 4

(JT)大学まで任せひ進学させたい○ 28 26 5 2 5

(-) 子どもの意志にまかせるO 41 45 18 5 5
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衷 10- 1- 11 塾 ･家庭教師についている｡

撮 町 一 宮 佐 山 長野放鳥

表 10- 1- 12 塾 ･家庭教 師 の必電位

線 町 冒 佐 山 長 野 横 尾

(イ)学校の勉強では不十分で必要 2 5 ll

(ロ) 子どもの意志にまかせるo 84 45 29 9 7

ト)学校の勉強だけで十分 19 28 5 4 1

(-)そ の 他 15 8 1 5 5

表 18- 1- 15 通 学 につVlて

撮 町 管 佐 山 長 野 横 尾

(イ)距雛が遮V,のでこせるo 5 2 14 17 12

(｡) 途甲の交通執政が心配o 75 dO 55 17 12

表 ･a- 1- 14 子どもを,将来,どのような櫛 につかせたいか∩

職 業 緑 . 町 L一 宮 佐 山 長 野 蛸 居

長 女 酎 妄 ;i吉男 女 長 女 長 - l= 女 長 女功 男 東 辛 辛 輿 男 男 辛 男 - 】-一男 1男I 千 罪 男 輿千
1 lI 11 2 1 1 1 l一 1 1

2 ll 17 IJ 1 Ⅰl

5 2 1 1 l1 2 1I 1l 1

4 1I l lt i Il

5 1 ti4 1 1 1 ; 2 II

6 1 1 l1 1 1! ll F1

7 5 1 2 4 4; :4 1l 2 1 1: 1 l ll

8 1 1 1 1i 1 l ll l

9 10 2 5 10 8 a d 5 : 5 1 1 2 1l 1

10 2 1 14 1 2 1 8 ; 7 tI

ll 2; い1 1 1 1ー 1日 1 5 l1 Ill 2

12 1 ! 1 Il rl

15 57j1一 い る 55L 11i 4 10 16日 5 占 2 1 1 2

14 12 II 8 1 1 2 1

15 J 12 l 4 1 Il l 1 ll

A)自家営巣希望

1.良薬 2.林薬 3･=薬 4･鉱集 5･南桑 Lサービス薬 7･自由薬 8･その他
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B)勤務者希望

?.公務員 10.教員 11.挙務員 12.労働者 15･専門技術者 14･その他 151職につかせた

くない

荘 )長男9または 15などの場合は両方とも記入した｡

表 10- 1- 15 を'ととDが出ていく場合

緑 町 一 宮 佐 山 長 野 横 尾

(イ) 極力出ていかないよう話す 5 7 9 1 1

(ロ) 後半.必ずもどってくる約束で 6 15 14 7 5

ト) 快く出してやる 85 77 28 9 5

(-) ひきとめて,絶対に出さない 0 0 0 0 1

表 1D- 1- 16 一 宮 に つ い て

緑 町 一 宮 佐 山 長 野 横 尾

(イ) 住みよいので子孫も永住させる 5占 占5 59 14 5

(ロ) 自分一代だけここでくらす 45 55 12 2 5

(I,) できれば.他の土地-行きたい 5 2 1 0 1

(⇒ 他の土地-行く予定 0 0 0 0 0
(ホ) そ の 他 14 6 0 0 2

(岡野茂- )

引用文献

1)5)占) 一宮町教育等貞会 (昭和44年 7月1日):郷土読本いちのみや満本

45～ 44 47～ 48 55

2) 甲山尋常小学校 (明治三十四年四月)

学校沿革見

識等中山小学校沿布史

5) 平酵母常小学校沿革史

4) 尋常駅′J､学校歴史

7) 片山峰音 節 馬屋下村誌環科一人物 神社 仏閣綱 十冊中の八

2 社 会 教 育

(1) 社会教育Efl体

(a) 有 年 団

数年前までqj:,かなb活発に活動していたが,現在,その活動は,低調イヒしていると言わねは怒らを
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いたろうO

青年団の組執れ 右の図に示すようになっている｡

活動としては.年間行串の球技大金,夏期

講習の他に,現在,長も力を入れているもの
として,甘年の国円研修旅行へrJ参加が参る.

現在までに.受け入れたものに長野,宮崎.

佐焚,千葉.栃木,埼玉,山形などがらb,

出ていったものには,解倒,旗本.九州の他

の腺,そして.北海道がある｡

Oj) 公 民 館

公民館性甲央公民館,平津公民軌 属島下

公民館の5つがある｡

その活劫としては,A)成人式.文化展,

甘
命
令
井
田

中
■

*

永
由
ヰ

山

叫

か

喝

他

山

一g
.i
咋

図 10- 2- 1 青年EZlの組 撒

生花,俳句,情歌,老人クラブ,B)体育活動 - 社会人野球大会,庭球大会.柔剣道大会などがあるo

(C) 婦 人 会

婦人会は,一宮町婦人協事会のもとに,一宮婦人会(尾上,一宮,商学川,辛川市乳 撮町),属崖

下婦人会(大乱 松尾,-F芳札 止芳風 細谷,横尾.長野 ).平浄繍入会(佐Lu.酉椿搾,東借軌

申捨津,首部)の各婦人会が4'9,現在の会月数 は約 1.800名であるo
Lかし,都市化の波が一宮町 にも押 しよせ,婦人の考え方が合理 的にな9,活動性低駒化する傾
向にある｡

そのなかでも.現在,かな9倍発に活動が行なわれているのは,一宮,大乱 上芳賓,甲倫辞の婦人

会であるOその活動は.婦人学級が主体となっているが,甲檎津の婦人会は.桝 衛生改啓逓軌 子ど

も会活軸にも取b組んでいる｡

ここでは,大建の婦人会を中心に.特に,婦人宇検をと9参げることにするO
(1) 大建婦人会

会員 は現在 100名で魯D,鯉Eeは金_5 400円,屯億科典金手教科 (月 2.080円),衣軌

薬品等の取b扱い(年制 5,000円),大建区よbの援助(年間 18000円)で参る｡

なお.経発については他の 地区 も50円前鼓の食32別をと9.不足分は大建の場合と同じようにし

て補っているo

o婦人学級

会員 50名｡

痕近,耽蕪をもつ婦人が増加し,典せる機会がなかなか見つけにくL̂ということ,また合理的な考え

方に上る婦人会があってもなくても同じとい う考え方が増えてくる困難な現状のもとで,人と人との

触れ合い,知識の獲得をめざして開かれている｡

活動円容は,次の表に示す｡
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表 131 2- 1 昭和 4 4年 度行 雷

回 月 日 研 究 窺 日 辞 師

1 5.17 研改 ｢人間関係について｣ 清心女子大 林 秀一教授

2 7.14 抑 ｢高血圧とガンについて｣ 岡山保健所 奥田婦長

5 &28 料理 糾 習合 岡山保健所 夜野栄垂士

4 10.15 誹演 ｢親の幸せ,子の幸せ｣ 岡山日 新々関 数山氏

5 12.18 一宮町円見学旅行 (学校 .古墳 .施設 )

占 2_28 糾洩 ｢婦人学級のあb方｣.お別れ会 済生会病院 ノ｣､谷氏

45年度の活動は,前年度が執供甲心の活動になって卦D,これでは物足Dないとい う気持 よD,棉

人学級のメソ′｣ が1)-ダーになって巡営 してい く方向でもって,辞現金の後での話 し合い,レク1)ェ
ーソヨソの催 し,コーラス部の桔成が企画されているoまた,9月には,会費を利用しての旅行が行な

われている.

岨) 家庭教育学級
家庭教育学級は,背少年の健全育成を目標に,,ト 甲の子 どもの家庭教育についての母親の心構えに

ついて学習する こ とを意図 したものである.

一宮町においては,昭和59年よD,町教育委員会 とP･T･Aとの共催によ9.各学校ごとに行表わ

れてか9,昭和 59年には平浄小学校. 40年には甲山甲学校の家庭教育学級が,それぞれ県指定の家

庭教育学級となっているOまた,44年に性録町団地 (約 400戸 )において,撮町保育臥 中山幼稚

園の母親を対象に,団地 としての特色ある家庭教軌 特に,幼児教育を中心に,幼児の心軌 しつけ,

交通指軌 入学の準備,遊び.幼児に対する心稗えなど膿指定のもとで.緑町家庭教育学 級 が 年 7回

開催された｡

なお,費用は,教育委員会よb各学校へ年間 10,800円,不足分 (約 1D,DDo門 )はP･T･Aよ

b出されているo

次にあげるのは,42年度の馬屋下学区の家庭教育学級の大要であるQ

表 10- 2- 2 家 庭 教 育 学 級大 要 (馬 崖 下 )

回 月 .日 研 究 題 目 帝 師

1 7.17 家庭ではどんなしつけをすればよV,かo 深田猪久夫先生(I) 家庭教育と学校数背の分担O
(2) 家庭教育で大切なととO

2 a27 家庭ではどんなしつけをすればよいかQ 深缶猪久夫先生
(り 教育する親の態匿o

5 ?.10 純潔教育についてo 鼎住 柑先生

(I) 純 潔教 育 の必要 性o
(2) 性 の芽 生 え と指 叫 につ い てo
(3) 性 のモ ラル をた て るo
(4) す す め方 o
(5) 実 施上 の零 点 o



国 月 .日 研 究 題 目 訴 紳

るべきかo
(7) 子どもに共感してやることの大切盲○

4 911 他杖観察(り 久米郡誕生寺′｣､学校視察o
(L2) 鍵封町芳野小学校視察q

全国健康僅良児梗視察○

5 12.19 精薄数百についてo 旭川児童院江川 安彦先生

(日 旭川荘および児丑隊の突啓についてo
(2) 親の能力と子の能刀忙ついてo
(3) 自主性のない児童をどう育てるか.
(4) 自主性を育てるに比o

占 日本人の食生活と鍵康 横巳文三郎校長

(1) たんぱく質をどう求めるかについてo

I不 明 ('…;払品芸器 貰言に言o
(4) 望ましい脂肪()とb方について8
(5) 野菜の計画-R培忙つV}てQ

(e) 骨年季観

義務教育卒発着に対して. 1･良薬 (段集経営.技術姐等 )2･家畢(生花,調理 )5･一般教卓(時41間
軌 政治政弘 映画による共同学習)4･体乳 レクリエー.I .y.などの教育を意図したもので奉るが,

一宮町において吐,中山甲学校の進学率が 9070臥上とVlD南軍で卑D ,義劫数百終了卒貴著が,町にそ

のまま留まっているのは非 常 に少ないため.鉛近は.その滞軌は低調であ Jt'｡

(i) 壌墳衛生改普運動(甲椿印地区 )

一宮町では,壌境衛生改啓過勤が.いくつかの地区に卦レゝて惜発におこなわれているが,そのなかで

ち.甲檎津地区は,この事薬を巌初に手がけ.婦人会が主体となD,発足以来潜実に運動がすすめられ

て卦b,他地区の模範となっている｡

ここでは,紫頃衛生改脅遅効として,平静浄地区をとbあげることIR:する｡

甲椿津地区は.一宮町の東南部に任し,南は軽ケ新川を境に岡山市に画している,戸数約 150戸,

人口約680人,面疎 o･8kiの栄菜虫家が非常に多い地区であるoまた.最近は岡山市のベッド･.S

ウンとしての発展が約束されている地区であるQ

との地区に,住民運動として壌墳術生故替運むがか こったのは,昭和50年であった｡以来.数多 く

の受茶歴が示す (特に,昭和58年の厚生大臣一般賞.昭和 42年の厚生大臣簡別耳の受凍)ように,

との運動の優秀地区として高い評価がなされている｡

現在にかいても,一般的傾向である受賞後拙速劫が停滞または衷退するということもなく,地区住民

一体となD.参加戸数 10070という活発な情動が続けられているQ

(j) 運動のか こb

この過勤は,昭和 50年 4月エb始まったQきっかけとなったの仕,昭和50年 5月,環境衛生改尊

先進地区である岡山県玉野市山Eh晶の作部落を見学し,刺激を受けたことだった｡そして,部落の入b

口である当時の笹ケ瀬川平静橋付近の土姫か周辺からのゴミ捨て場と化し,悪臭がたちとめ,非常に費

境が悪かったため,このゴミ巣牧場の改啓を鴬放したことが連動の姶せbとなったQ

しかし,当初仏 との超勤に対する住民の意鞄の庶-ができず,なかなか進展 しなかったQ このiZ動
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が地区全体-と広がっていき.住民全休のものとなった大き走契機は,昭和 55年の共同作菜場の唾殻

と逓動会の【賂他であった｡

兵同作英機は,曲共横道改啓功業によD,地区産薬の重要な一部を占める果樹栽培の際の攻究場と和

米場を米ねて礎鼓された｡そしてこれを利用しての種々の会合がBtlかれたQ

また,虚聞期を利用しての地区の運動会の肘低では.仮装行列等地区を占班に分けてコンクールを実

施したOこの時の班組織が,現在も活劇の母胎と在っておD,項境改普運動の根底となっているo

この2つの出来串は,地区住民の協同作菜に対する詑株を高め,協同意敵を昂接 したoまた,共同作

藻場での典い,L,クリェーIyヨソ,先進地区の視察等を通 じて.地区に和気あいあいとした芳紀気が満

ち溢れ 地区の現場も現状ではいけない"改善したい ,"改馨しよう "という集成の気風が盛bあがb,

本格的な活動が始まったQ

(｡) 連動の経過

発足当時は.環境衛生改啓のためのP･Rを保健所に依頼 し,御浜会 1軌 映画会,幻灯金谷 1軌

部落鯉敷金を数回開くなかで意諺の統一をはかD,笹ケ淋川挺防に放棄きれていたゴミの処飢 蚊.紘

えの発生海の調査の罪施,駆除対策研究会の開催をかこたい,寄虫駆除の方法として薬剤散布を当番制

で実施した｡

また,ねずみの十斉駆除,越冬昆虫駆除のためのさなぎ掘れ 不要野登の除去,下水帝の滑軌 環境

衛生先進地区の視邪等の情動がおこなわれた｡

しかし,薬剤駆除は,衛伯は 利に腰除効果が今一妙と住民は感じるようにをD,軌 はえの生態調査
を契施して,施設改尊への意欲をもつように在った｡

その括動の主な経過は次の通DであるO

(昭和55年)

○薬剤散布と同時に壌境衛生施設改膚に着手

･便所汲取口の改啓

･ n n 偶辺のコンクリ-ト舗装

･便所の落し口の悪戦9付け

･竹やぶの切株剖

･お墓の花立の改奮

界
野

界
了

了

nU
nU
nU

2

2

2

完

完

○毎月4回部落円滑緑を全戸で実施することに決定

○共同作兵鳩の姐設と過払会の肖催

○先進地の視男

(岡山妹久米郡久米町日吉地区 )

○岡山懇境衛生大会に参加

o働山県壌墳術生協散会主催夏期指導者邪魔受評(粗放のうち役員全員)

(昭和54年)

o環境衛生施設の改蛍

便所の改醤

･汲取口の改督

･落 し口の改沓

･汲取口周辺のコンク))-ト舗装

･焼却炉建設

･畜舎の床の改尊

%

界

界

基

野

nu

nU

o

nU

4

4

4

てJ
5
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o春秋の大掃除と毎月の滑掛目の冊肘実施

o先進地の視察(玉野市和也地区 )

o墳塊衛生改尊の技術向上のため,成壌衛生指輔員が殻けちれ,部落から2名が委嘱 (町長から)を受

けた｡

(昭和 58年 )

o窮境蘇生施設改啓状況

便所の改尊

･汲取口の改善

･落し口毛の取 り付け

･汲敢口周辺のコンク7)- ト舗装

･便所.畜舎のナラyネット簸着

･下水耕のコンク1)- ト舗装 2.8o0Tnt

1an5To

10Oヲも

1087To

18070

903To

o春秋の大掃除と毎月の清掃日の清掃実施

o先進地の視索 (和気郡三石町 )

○衛生座談会の開催 (隣接部落との共同で葛境衛生の向上について ) 2回

o堆肥宙の故老 (大森式帯閉堆肥舎 )

oゴキナI)の駆除兎敦とネズミの願除の実施

o基地の花筒,竹のも)晩の処理

○役員定例会 (月1回)を設けて,改漣方策の推進につVtて協議

(昭和57年)

o凄柳 生施設改善状況

初期改善の便所施設の補修

ゴミ箱にコールクーJL,塗布

下水瀞のコンク))-ト鋪装 5807花

焼却炉の増設

o春秋の大輔除と毎月滑細目の柵掃実施
○先進地区視察(岡山市西大寺古都部落 )

o越冬且虫廃除

ねずみ駆除
〕全家庭で実施

‥

全

1r10

戸

戸

界 (56年度よb累計)

1 基 (計 4基 )

(昭和 58年 )

o定例的行事は前年度に同じく実施

o児童遊園地の感投

○公衆便所の設置 (他地区よDの見学者多教に上るととと,遊園地を設けたため)

o施設改普後の要修理か所の補修実施
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(昭和59年 )

○定例的行軍は前年に同じく爽施

○改選便所をW式2韮蛮改良風所に取替 9Oヲも

○各戸にポリバケツを配布

o保健福祉活動推進地区に指定される

(昭和 40年)

○定例的行革は前年と同じく実施

oW式およびマyホ-ル式便所合わせて改良翠

100970遷成

(昭和 41年以降)

○定例的行靴 前年に同じく実施

〇第 2遊園地の超設
写真 10- 2- 1 児童遊園地と公衆便所

○科学的一斉ねずみ駆除の実施 (1.070のクマリン系粉剤の使用)

○コダカアカイエカ駆除対策として,ライトトラップを設置 し,蚊の補集調査,すくい取b調査を実施

以上のほれ 術生映画会を毎年 1回開催 している｡

(う 事案推進における特色

○組織柄成とその遜営力哩 巽である0

0番菜には全員参加し.すべての卦算を斉者にたよらず 自分 たちの手でおこなっているc

o役員定例会 (月1回 )を設け確実 に運営している.

o串薬計画のなかに,適匿なレク[)エーショyを級Dとんでいる.

(j 表 彰 歴

･昭牙口54年

･昭和 55年

･昭和56年

･昭和57年

･昭和58年

･昭和 42年

一宮町歩塊衛生協議会長実
働山県現場衛生改沓地区連絡協議会長焚

岡山県岡山保健所長米

岡山県知単riLb

#生大臣一般'Li'

厚生大臣特別'Li'

㈹ 環境衛生に舶する紳習合,研究会の開催状況

(昭和 52年～ 59年)

･先進地視察 (岡山腺久米郡久米町池尻部落 )

･昭和55- 59年までは前記につき略すO

(昭和40年 )

･開山煉環境衛生大会参加

･僻前地区研修会参加

･一宮町環機衛生指導員研修会参加
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･覇項術生座敷会 (定例甜掃綾)

･映画会

(昭和 41年)

･I鳩山県環境衛生大会参加

･偽肋地区研価金参加

･一宮町壌鳩衛生指各員研停会参加

･甲積弊環境衛生座淡会

.映画会か上ひ研修会

(昭和 42年)

･軌山県環境衛生大会

･現場衛生詣嬉員研修会

･開山保鯉所管円集魚発表会

･併前地区研修会

･甲椿搾窮境衛生研修会

･映画およびスライド研究

･蚊 (コダカアカイェカ)の吸血腺上Dの距鮭差に上る

生息符匿の鞘至

り 地区粗放の梯柵囲 図 10- 2- 2 組 轍
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(t) Tjl薬缶について
掛英資について,個人負連と一世帯の年間私寅負連転を示したのが次の黄である｡

表 101215 昭和41年個人負也支出円訳

調査研究教育宣伝薬 品 器 具 施 設 人件費 その他 計
衛 生 苦 虫 駆除 5400 575 51β00 6AOO 450 45705

ね ず み巌除 200 5.40D 軸40

柵 掃 串 菜 t 7.boo 190 150 1月00 480 10200

その他の顎項衛生苛薬 2282 1 2282I llDODそ の他 の 組 軌 活 動 ll.000

症 ) 単位 円

表 ID- 2- 4 年間-世帯平均私費負担額

昭 55年 昭 54年 昭 55年 昭56年 昭57年 昭 59年 昭 40年 昭 41年

注 ) 単位 円

ケう 串秦の成果と影響

･蚊 ･はえが非常に少なくなったので,人 ･家畜とも安眠ができ,増産に精出させるようになったo

粗放活動前の発生率を10Uとすると,4 1年匿において.較 9,はえ 1となったO

･攻境が整備,棄化されたo

･冊楠の習慨ができたQ発足当時は,いたる所にごみの山ができていたが, 1年目には,部落円の下

水軸および道路にはごみは全 くなくなり,万一あったとしても.各人が自発的に滑掃しているO

･民衆組散活動の鬼賓性が認識された｡

･協調精神が培われた｡

･生活改留が他の部門(食生活の改昔.放休日の設定,台所改善の普及等 )に発展した｡

･環境の盤臓が,他の社会浄化運動(花いっぱい超軌 糞化超勤の推進.骨少年不良イび方止,幼児ク

ラブの育成 )に発展 した｡

･生活に対する考え方が 合理 的になった｡

･主食に対するネズミの喰筈払 55年以降,ほとんどなくなったが.繁殖率が非常に旺盛なネズさ

のことなので腰境的駆除には特に力をいれてV,る｡夜か,粗放活動前の発生率を100とすると,

41年度は 2となっているO

･医療負趣にかよはした榊 o申梅津地区は,兼美食家が非常に多く,国保加入率は非常に少ない｡

しかし,町全備からみると規子となっ~棚 い市町村の 1つに上っていることは,病気になるまい運軌

毅境衛生活動の成果とみることができる｡

･他の地区粗放に及ぼした影噂o甲椿坪地区の倍加が町円大窪地区福各地区西檎津地区 .佐山地区に
-42ムー



彩層をかよほ し.佐山地区に勿って蛙,40年灯凋山県知事襲彰を受光するまでに至った｡

一九 見学者は,月平均 1･5件奄産めD.腺円はもと上D県外からも多 くの視察者が 釆町しているo

そのなかでも,毎年.公衆衛生商等蒋識学院生 (未栗の保健婦 )との間にゼミナールが開かれてか D,

部落忙とっても葡讃学院生にとっても,非常に有意義なものとなっている｡

次VE,葬でもって,餌薬の成果についての具体的走数値をあげることにする｡ ｣

衰 10- 2- 5 年次別伝染病発生状況

赤 痢 脇 チ フ ス J<ラチフス 日本 胞 炎 備 考

昭 5 7年 0 0 0 0
昭 5 8年 0 0 0 0
昭 5 9年 0 0 0 0
昭 4 0年 0 0 ロ 0

昭 4 1年 0 0 0 0

表 10- 2- 6 蚊.はえ,ねずみについてのアンケ- トの績果 (昭 41)

蚊 ( 紘 ( ね 蚊 で は し ね て そ し 顎 晋
は 蚊 え ー ず の レヽ え て ず し 見 て 境 が
い 帽 は 日 み 承 る O V､ .み て 虫 い 術 4)
ま を しハVこ Qi 除 取 る の レヽ 駆 る 生 る
す 用 ま 10 Lへ ケま 除 駆 る 除 敬
Lへ す 匹 i 充 紘 除 は 港
衣 也 す 隻 栄 は 定 逮
け 上 漉 隻 苧 細 動
れ Lへ 対 蘇 墳 的 を
ば ち 栄 対 的 Vこ

な ＼J を 栄 願 斉
ら 育 杏 除 斉 rこ
な 耳) 含 ち 駆 す
レゝ て め 含 除 る
) し て 抄̀ を 必

申栖帝 9 1 2 100 100 100 100 100

荘) 単位 %o
調査数 250枚 甲寸醜 98 他地区 155

衷 10-2-7 枚鵬をつる戸数 (全戸に対する% )および期間

注)( )円は期間とする
(月数 )

表 101 2-8 ねずみの生息状況についてのT y ゲート結果 (昭 41)

ね ね 昔 ね や ね や カ レー 近 除 - # 環 し
ず ず を ず 穴 ず 尿 と る 頃 を 斉 で 填 て
み み 紬 み が み.を を わ し 躯 あ 的 い
を の く の あ の み 柄 ず た 除 る 威 る
み 定 通 る ふ る つ み 紘 除
る る 路 ん て 厨 也 杏

申梅津 1 2 2 2 54 89 100 100
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注) 単位はPo
調査数 中櫓幹120 他地区 150

表 10-2-9 はえ取器,はえたたき,蚊とり線香,その他殺虫剤の常襲の増減

年 度 月日 昭 5 5 昭 5 5 昭 5 7 昭 5 9 昭 4 1

本年既発施前に対する70 はえ取器 80 25 10 10 10

はえたたき 80 25 10 10 0

蚊と9顔香 90 20 18 10 10

黄 10-2- 10 年次別捕そ調査(パチンコ法 )

年 度 別 昭 5 5 昭 5 7 暗 5 9 昭 4 1

(リ) 苛業の将来性について

現在までの活動において.そ昆駆除は.ある橿匿の薬縦があがって卦D.今後は,し尿処理,ゴミ処理

理等の施設の設臥 全戸水洗便所化が目標となっている｡

しかし.辛夷の規模が大きくなるにしたがって,国や県の援助なしには達成できない串が多くあり,

環境衛生の指導にも限界がみえている.

そのため,当面は,現在の組軌をよb強化し, 10数年来行なわれてきた定骨牌 櫛でもって.環境衛

生についての啓蒙を行ない,生活全般を最同慶に合理化することが,甲心におかれている｡

良) 一宮町の文化財

この地は,古代吉備文化発祥の地でろD.非常に多くの文化財がある｡このうち.一宮町にある国指

定,県指定,町指定の文化財と未指定文化財の主なものをとりあげる.

(bj 吉備津彦神社本殿 県指定重要文化財

元轍 10年 (1占97)㈱山城主,地組紳政が 再建 した｡ 5間社流造櫓皮茸さの荘重な建物で,備

前の神社建築に多い流進の代表的な社殿であるo

Oj) 井上美改太刀 国指定韮要文化財 吉備醇彦神社蔵

銘井上夷改 延宝五年八月日の牛紀と菊花文をも刻む｡附糸巻太刀拓｡

(C) 神事絵巻 県指定重要文化財 富仰搾彦神社蔵

書傭揮彦神社で行なわれるBj租祭,秋祭,碓仏会の5行李を図解 した紙本淡彩の絵巻O

室町時代末期のもの｡

餌 高松城水攻め鳴谷川遺跡 県指定史跡 一宮町大手長野

天正10年(1582)に行なわれた備中高松城水攻めの際,城の背面攻車に用いるために,突耳行
申した鳴谷川の堰跡と=串奉 行の基が残っている.

(e) 吉備拝彦神社の流鏑馬神t% 町指定遺筆民俗.ff科

元厳年陶以来,毎年 9月の祭礼に,神社の馬場で.三番の蹄鏑席が行なわれ.現在もその古代神事を
一･428-
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ったえている｡

南北朝時代の初め.足利直義が奉納したと伝える娩 竜薪までの高さ79･70仰,口径 5 0.dOc耽.

無銘でるるが,時代の特徴を上く伝えているo

妙備前焼怒 町指定重要文化財 尾上秋山周平氏jE

昭和 59*.一宮町尾上の自宅屋敷円から出土した僻前暁四耳乳 声き42cmt,Lj径 14･7C780胴の

棉下方に｢備前伊部村′J､幡山長浜寺谷之坊救舜進之｣ r女明十二年卯月廿四日｣の銘を刻む｡
払) 法華笛目塔 町指定重電文化財 酉辛川大魚堂蔀

延元元年5月,福山合戦が終わって,足利直軸 王首魂 鬼 をしたと伝える早川市場の日蓮宗大覚堂の

本噂にまつる題目石｡大理石製の宝塔姿で.総高124mo塔身の四面に.南無妙法蓮華経の度 目を刻

む｡

(i) 天神山古墳 辛川市磯天神山

早川市場と西辛川との境界にめる天神山に 7進 の古墳があD,天神山の7つ塚として,早くから知

られていたが,近年宅地に的発したため,馨し(奇観を損じたo L

O) 小丸山古墳 芋川市勧′J､丸山

甲山甲学校の所在地｡学校は前方部を整地して校合を唾て.後円部には.御崎神社を絶っている｡全

長約90n｡5世紀ごろに製造された平地言切の大幸をもので.この地方を支配した華族の墓｡

W車山高境 膜仮指定 尾上畢山

尾上の両端にあ る俗 にギ1)ギ1)山とよばれる大きを前方珪円墳｡全長約 124れo全体が畑に開免

されているが,前方部が低く,5t蛇 初期の如進でるろ!と言われる｡

Oj 石船古墳 蟻上手都田

尾上の東商に面した山腹に参る｡占世紀ころの横穴式古墳で.石室の長さ5･55,a.備 1･d0孤,高

さ 1.20T,ioこの中に石棺が納めてろD,音備揮命に退治された鬼の甚だという伝説が魯る.

BIB 竜王山の経塚 一層(吉昭甲山)

吉備中山の北嶺 (17dTn)に電王山を敢D,屯王山と上んでいる｡古来,雨乞い祈瀞のよく行なわ

れた裏地で,経塚が多く,その 1つか ら藤 原時代の金触 横筋と石の外装が.発掘されている｡

h) 神力寺跡と塞源遺跡 音備津彦神社

一宮山神の背後の畑地に,吉備津iF神社の社僧として栄えた山神山神力寺の跡がらD,また,音傭揮

彦神社の南側の旧社地に,俊乗萌窓源の超てた常行曳く県指定 )の跡がある｡

(o) ヤコポ音左衛門の主 上発覚

豊臣秀盲のキ])シタン禁制の令に触れて,住長2年 (1597)2月5日,長崎立山の刑場に昇天し

た28聖人の一人.市川音左衛門は,一宮町芳賀の人で,入信してヤコがと名づけた｡･Dち忙なって,

有志の人 が々,供奉堂 を建 て塾立をた('さめているO

脚 報恩大師産吸の井戸 上芳焚

天平膿宝のむかし,孝謙天皇の勅許を受けて,備前四十八か寺を創立 した報恩大師払 一宮町上芳賀
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の出身で.快箕芳茄坊と称す｡ 15才で慶永山荘萄隆幸(今日応寺 )に入って出家し,奈良時代末期か

ら平安時代にかけて,わが国仏教界に偉大 を足跡を残した｡1芳賀顕本寺の近 くに ,大師誕生のとき

浴した産瀞の井戸が残っている｡

(q) 大藤円宅跡 一宮

建久 4年 (1195)5月,源粗朝が,宵士の裾野に巻狩を行な･Dたとき,備前一宮の同官王藤内

(大藤円)が,工藤祐産をその阿増に訪れ 曾我兄弟の仇封に遭難して落命した ことが吾輩鍵に載っ

ているO大藩円は一宮の旧家大守氏O子孫は永く吉備 津彦神社の雨宮をつとめたO近年まで.一宮町

役場に使っていた屋敷が大守家の毛跡である.

(r)吉備津彦神社神苑 一宮

吉備幹彦神社の前面には,多島式の広い神苑があるO参道をはさんで.他が南北 に静かを水面をひ

ろげ.島も2つの池に それぞれ紫趣をつ くって浮んでいるO参道は.東にのぴて,辛川を陳列司道

180号健に遵しているが,この路癖は, 150□年も昔に笑施した条理の東西線のひと筋で奉るO

(6) 吉備津彦神社古文蘭

書備弊彦神社には,建武5年の縁起をはじめ,巌起.一宮社法,本社古稔軌 宮儀式目,神事絵巻,

源頼朝下知状,北条寮時下知状その他多数の古文暦を所蔵しているO

(岡本正志 )
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第 11章 将来への展望

この孝は,この研究報告書全体のtとめの意味をもっており,調査後全員の村議に基づいて執故

されるというのが当初の晋十画であった｡

しかしその機会をもつ時間的余裕もなく,tた原科のすべてが印刷所へ回されている今.原稿を

読んでiとめるとレ､う作美 も不可能である｡そこで安易な方法ではあるが,町内に生まれ,町内VC

住む単著が適当することになった｡管見ではあろうけれども,妊者の考えるところを述べて兼をふ

さぎたい.

1 一宮町の今昔

このささやかを研究物が世に出る頃VCは.一宮町はなくなって<岡山市一宮>となるO町民の心境に

紘,それは当然のなりゆきであり,市に絹入されてとそ地故の発展も約束されると期待する心もあ9,

-両には<逝く町>を惜しむ心もあるであろう｡

昭和50年に三村が合併して-宮町になるtで.つまわ明治,大正,昭和にかけて,三村は独立の姿

を保ち,それぞれが一つの共同体として生酒してきた｡それぞれの村に妊村役場仕いわずもがを,小学

校があb,甘年団があり,婦人会があ9,点弘があb-T,吐19重りと村落共同体としての毅を保ってい

たO青年にしても,村内で清勤し,その活動によるこびを感じ,村内での娯楽に満足したO佐山や芋川

市場の盛んであった金鞘 り行事なども,その一つのあらわれとみて上いてあろうO三村の中では一宮が

いちばんく開けた>村であったOそt.vC綻赦軒の料理屋があ少,夕方ともなれば三味の音も聞こえて,

男たちは労働のうさばらし忙<散財>をしたのてあった｡

そういう中VCも,大正時代,一宮忙<白光クラブ>という.中学生 (旧別)を中心とする魔球団体が

結成され,土,日曜日などに壮′ト学校の親 切で頼習した9,年一画払 岡山市などから選手を招いて

庭球大会を催していたのであるQとの団体の情動払 その後衰えたけれども.きわめて暗示的なものが

あったと考えられる｡

というのは,その頃から一宮には上級学校 (中学校や女挙世など)への進学者が除々VC増大してきて

いたことを示しているからである｡一宮には早 (も明治8年Kは小学校が設けられ,近村の子弟を集め

て教育をしていたという伝統 も一因にはちがいなしつのであるが.一宮性教育的環萌に恵まれていたとい

うことができる｡

地域内には<私立横田裁後学硬> (明治55年創立,故忙高専女草枕)があり,娘を遠く-出したく

ないという父兄には非常VC便なことであったo加えて4b～8kHの距離で岡山市には公私立の中学校 ･

女学校 ･商業学校 ･=兼学校 ･師範学校 ･そしてtた辞大高等学芸 ･医科大学があった｡またすぐ西の

福松には鼻薬学校があったo育偽線ないし自転車を利用すれば.らく忙通学できたのであるから,父兄

一一151--



は多額の学費を質ナることなく,子弟を進学させることができたのであるO

進学者の増大ということは,このようを<通学の便>という外に,父兄の意識とか,生活態碇にも原

因があることを忘れてはなるまいo当時はどの村にしても.村落であり.大部分は盤をもって生計を立

て,生活態碇は堅突そのものであった｡その上塊菜生産物払 岡山市という消費地をひかえ,販売VC優

であった｡このようVCLて村民はたえず岡山市民と接触し,都市生活者の感覚と,そこVCある文化をは

だで感じとってきていたのであるO

このようを諸条件が,地域の人の文化意鞄を目覚めさせ.高めていったで あろ うことは想像にかた

くない｡進学者の増大につれて,次三男は俸給生活者となり,それVC伴って町内には漸次兼業典家がふ

えていったのであるC

このように俸給生活者はふえてきたIdれども,-官自体には,=場らしい=協とか,事業所らしい事

業所もないところであった.もちろん個等が栽培されるから作れ 畳表への加=場壮できた.椀VCはカ

/ヅメ=鳩ができたoLかしこれらは近代的VCいう=場とい･3たほどのものではないO現在もカ/ヅメ

=場,乳薬場 (鹿協の),自動車纏理=執 2- 5の鉄工所,石材業などがあるVCはある｡しかしこれ

また近代的には中=場とさえいうことはできない｡

このように,この地域には工場らしい=場は育たなかったOとすればこの地域の生産はやはり典薬 生

産ということになるであろう｡さいわい果樹園葺の面では,古い歴史と筒鑑を栽培技術を有しているO

特に近代人の噂好vcマ,チするマスカットVCついては,姓大を構想VC基づいて親増団地が造成されてい

る｡労賀から佐山V(Cjblけて起伏する丘陵地株.この上ない恵まれた自然条件であるから,この方面VCおけ

る今後の希望は,非常忙明るVlものがあるといえよう.

2 住宅地域 としての条件

このような生産との舶尿からいうならば, この地域は将来,住宅地域として消費地的な性格をもって

くるのではないだろうか｡

この地域が住宅地域化する一つの理由は外的条件であるO昭和45年占月末現在における,県下流動

人口調査によれば.県下総人口は1,702.245人O前月末上り1,占05人増えているoLか も̂ ロ増

は岡山 ･倉敷の両市を中心とした県南圏へ集中しており,同牌で比 1.889^が増加して1.175.34

4̂ と県下の総人口の約70多が鵜まっている.このうち岡山市の増仕 447人ということVCなってい

る｡

このようVC集中してくる人口VC対して旧岡山市の現況はどうであろうか｡地価の高騰によって,普通

のサラリーマンVCとって住宅地は求めにくくなっているばかりか,=場廃棄物や自動車の排気ガスによ

って水,空気が汚染され,種々の公等の発生が姶ぜられている.このような状況のもとで,人 は々当然

をことながら郊外に住宅地を求めるようになってくるoLかも新たに岡山苗に綱入される6か町村のう

ち,一宮をふくめて津南･高松の三町は,岡山市の北西部後背地としてすぐれた宅地条件を備えている

ということができる｡一宮町でいうならば,ナでVC緑町団地㊤を完成 (硯人口1.214人)し,天神
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｢

励地⑬ (200戸)緑が丘Efl地⑤ (120戸)の宅地造成を終わ9,さらに広大を佐山 ･芳焚団地9

(1.800戸)の宅地造成にとりかかろうとしている｡このようを住宅団地のほれ 値入住宅がいたる

図11-21 1 合 併 後 の 岡 山 市

ところにふえていることは,いうtでもない｡一宮が備えている住宅地としての適地条件をあげるならば,

第 1に,山野 ･田園のおもかげを十分にとどめていることである｡団地の一つは緑町であり,造成の完

成された田地の一つは縁が丘である｡=壕の煤塵や自動束の排気ガスにさいをtれる人たちは<緑>忙あ

こがれている｡その禄によって一宮はとりtかれておb,しかも工場らしい=鳩がないのであるから,穣
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の々公害もなく,空気は清澄であるO 憩いの地としてふさわしい顎境を備えている｡

第 2に,岡山市の中心街との交通が至便であることであるO国鉄吉備線を利用すれば岡山駅iで10

分少々で行くことができ,備前一宮駅VC現職の駅員が配置されず.請負制度になっているとはいえ. 1

日に 16往復の列車が走り,朝夕の通勤通学の利用者吐多い.加えて国道 180号線を往復するバスは

1日7D匡ほ越え,約 20分で岡山市の中心街に出ることができる｡バス会社にとっては ドル箱,地域

住民にとってはく足>の役割を果たしている0

人の交通の贋は.物質流通の俵でもある｡現在この地は完全VC岡山市の商圏内にあるといわなければ

ならをVl｡毎日の新開には,市内の百貨店,ヌIバ-.それに専門店の折りこみ広告が性いり,空から

紘-1)コブクーが商店 (衝)の大売出しを呼びかける｡

もちろん町内には古くから日常品を摘供する商店や典弘売店が存在していて.日々の生活l･rは串欠か

浸かった｡それに現在はソ7ツビングセンター (2店)が加わっているので奉るから,日常の生活必需

品の提供という点ITは′ト商圏を構成しつつ,大勢としては岡山市という商圏に包含されることVCなる｡

まとまった買物とか,金額のはるものq_ついては,ほとんど岡山市街地のす甥店,スーパー,そして専

門店に依存しているのであるから,<夫たちは岡山市でかせぎ,賓たちはそれを岡山市で使う)といっ

た流通開床を,今後ますます深めていくことであろう｡

交通が利便になることによって,土地利用に変化が生じ,文化の変容とともに村落共同体が儲放して

ゆくという変動の図式を,この地は端的に示しているということができるOともあれ,交通の俊という

ことが現代における住宅地の基本条件であり,その意味においても一宮は十分条件を備えている.

第5に, この地帯が=場地帯とはなりえず,住宅地帯として伸びていくであろうという理由の一つは

<水)の間組である0枚島地の改修によって,町内VC上水道が完成し.一応町民の飲料水を確保するこ

とができた.しかしそれも早魅が続けば水不足も起こりうるのである｡また町内VCは砂川あ9.中川あ

b,東側には笹が瀬川 ･座主川があって,良薬用水も確保ITきている｡両者を合わせて,水の供給と需

要が トントンの状態であり,<余剰の水)はないのであるO凸村パイロット地として芳賀 ･佐山などVE

達成されているマスカット団地には,地域内に十分な水源がえられず,旭川から延々と水を引き,これ

を丘1にポンプ7ッブして欄水しようというのである｡岡山市との合併には,皇宮75:水幣源を有する市

との合併vcよって.水の心配をなくし上うという意図も含まれていたであろう｡こう考えてくると,一

宮地域結多iuJlの水を必要とする=壕地帯としては不適であb,住宅地となる運命をもっているといえる

のである｡

3 文化的 住宅地域 としての峨想

住宅地になるということは憩Vlの地となることでもある｡しかしこの地が単なる消費的な住宅地であ

ってよいのであろうか｡よき住宅地とは自然環境的条件に加えて,文化的環境がすぐれているというこ

とであるo自然的環境が主として天与のものとするならは,文化的壌境は主として人為のものである｡

現在町内には文化的施設として,これといったものは残念ながら見られないO公民館はあってもせこと
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忙お粗末である.小規模を子どもの遊び場はあっても,tとせった遊園地はない｡幼児のための施設と

■ して各地区に保育所ないし児童館が設りられているが,htだ十分とはいえ7khであろう｡平均寿命が

長くなるにつれて,当然をがら老人の福祉施設が要求されるのであるが, この面の対策も忘れてはなる

tho

町内を歩いてみると,部落単位忙子どもの遊び均が設けられ (主として平津 ･馬星下地区),そこに

は7■ランコ･スベ1)台をどの遊具 ･ベンチをども旺かれている｡中槍浄部落に象徴されるように,部落

の環境衛生情動 もかなり普及しており,しかもとれらが和帯の色民活動として自主的vc行なわれている

のである｡こうみてくると地域住民の社会悪滑はかなり補いレベJL,忙あるといわ7kりればならない｡

この高Lへ意取をもって,今後開眼しなわればならをVlことは,一宮全域の総合開発計画ということで

ある｡公民相をはじめとし,遊園地 ･連動場などを備えたレク1)エ-シ.ンセンタ-を今から耕想しな

わればならないであろう｡

この他を文化的住宅地城として予想する7kらW,上述の社会 (教育)施設とともに.当然をことなが

ら,蕃挺教育施設の充実ということが翻 されるo基礎教育施設とは,保育所 ･幼稚園などの幼児教育

から,小学校 ･中学校の教育施設までを意味する｡今後一宮の地は^口増大の一一｢遠をたどるてあろう｡

この場合他8市の先例からいうならば,教育施設の充実は.つねにあと回しにされ,応急的を弥縫兼に

終わっていることが多い｡

一宮地域yc年々どれくらL̂の人口が増大しているか｡また住宅用団地が遭成されればどの奄変の人口

が増加し,したがって学令児がふえてくるか,などのことは臨数的に十分はじきだされることである.

教育施設の充来任後手vc回されることなく,今から早急に計画されなければならないO

教育の充実には施設の整備とともに,環境づくりが大切である｡教育的文化的住宅地として,大気は

汚染されず,細々の公昔から隔擬され.不良文化とか手鼻施設の浸入を紘じめから排除するという当局

者の構想と,住民の衰耗が強く要請されるわけである｡

住民の意紙に関連して,部落意織と市民意鞭vCついで考察してみエうO昭和 50年,三村が合併して

町になった後作おし､ても,やはり部落共同体は裁有してきた｡このたびその町が市に合併されてち,千

はり部簡共同体紘残存するであろう｡そして馬臣下 ･平称地区は特にそういえるかもしれない o

そこへ旧部落の間膜を為って,横つかの住宅団地が越生するのであるが,そこ-住む者の主体は給与

所得者であり,出身地も,職場も,学歴も,階Ijも千毒万別ということVrIなる｡したがって生情態駿は

おのずと合盟主蕗 個人芸あ 自由主義ということになり･それに幾ばくかの学歴主義とか虚栄心もは

たらいて,独特の雰囲気をかもしだナことであろう.そ)とするならば,先住着意靴をもつ先住部落と'

東食部落との間の対立,確執も予想されないことではない｡

そこで先住者忙要所されること払 この地が岡山市にG)入きれるという歴史的事実を直視することで

あるoもちろん部落がすぐなくなるのではをいが,大岡山市民になるという意練である｡一方兼任者に

しても<郷に入れば輝忙従え>のことばもあるようK,先住者の生清様式を理解し,それにとりこんで

いくという覚悟も必要である｡零は先住者であると.兼任者であるとを問わず,この地をく文化的住宅

地>として建設するのたといウ意欲をもって.団居を蘭くしていくべきだと考える.
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4 観光 地の一環 と して

以上は文化的田廓都市の柵憩を述べたのであるが,文化の伝統性古くから一宮VC存在していたのであ

る｡この地は往時上り備前の国の一宮として,信仰の中心地であるとともに.門前町として栄えていた

ことは歴史に明らか7tところである｡書体韓彦神社のiん前の/｣､亭名は<市場>であt),そのすぐ東北

には<芋川市場>の地名もあるOせた現住者の聴井とはなんら関係のない琴号,例えばカメヤ･ヤ ドヤ

･Jf-トヤ･センベヤ･トギヤをどもかなり残っており,往時のその家a)収集がしのばれて興味が溌hc

お宮に人が集せる｡人が集まれば取り引きが行なわれ文化が交流する｡一宮は晋から倍仰の地,商売の

也,そして文化の地であったのだ｡

神社は骨牌の地を選んで組立される｡-宮仕自然と人文とが相応じて栄えたのであった｡加えて江戸

時代から明治vEかけて,吉備中山VC連接する備中の苫傭津神社の門前vEはく宮内>という岡山帝士の遊

び場があった｡その地への通路であり,隣接する一宮の遊び^たち比,遊び場には事欠かなかったので

はあるまいか｡村の若者や遊び人たちが都 逸々の掃巻と称 して,芸者のひく三味忙のせて,自作の都々

逸を捜査する会をたびたび開いていたことを.大正時代の村の一つの祭物として記憶に残している人も

多いことであろうo

こういう形のVジャー (娯楽)はたしかにゆがめられたものであった.しかし文化の発巌がV.)ヤー

(余暇)を条件としていることもまた否定でさをい｡最近の経済成長忙上って,人々はレジャー (余暇)

を与えられる上うになった｡この余暇の利用いかんに上って.文化的ともなり,非文化的 (享楽的)と

もなる｡

さいわい-官の地は文化的観光地<膏傭路>の東入口として,新しく脚光をあぴようとしている｡町

内の文化的観光地のおもなるものをあげてみると,

写英 11-4- 1 菅備浄彦神社の 多園式 廃園 (音備路東入 口付近 )
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① 音僻津彦神社O老松につつまれた農大を社殿,竹島 ･也島を浮かべた古式ゆたかを庭嵐,東洋-め

大石塵紙など,備前一宮の名に恥じない.

② ′J､丸山 ･卓山 ･天神山その他の古墳群｡

③ 城山 ･大農等地 ･辛川合城跡 ･ヤコ7■の葛などの史耕｡

④ 県立自然公園の一環としての音傍の中山,鳴令妹｡

⑤ 県住数神垂地O書借の中山の東帝丘陵地約50万〝/が予定され,鰍入式 も終わっている. この地に

大我殿 .信者宿泊所 ･保育所などが建設されるとともに,ブールなどを含む連動施設が設けられること

になっているO完成のあかつきには荘鞍なる神韻地として忙ぎわうとともに,吉備観光路の一環 として

光彩をそえることであろう｡

現在岡山市にある観光施設としては,後楽

園と池田動物園くらいをものである｡大岡山

市として仏 書ことにノJ､規模であり,大型化

するレジャー時代に,県外者を誘 う魅力に乏

しい｡これに対し<吉備路>は規模 も雄大で

あD,自然の景観と豊かを歴史性において.

はるかに魅力的であり,しかも交通は便ITあ

る｡岡山市に編入されたならば,岡山市後背

地a)開発という意を含めて,観光施設の充実

に意欲的に取 り組むべきだと思 う｡こうする

ことこそ,この地に遺された豊かを歴史と.

自然の恩忠を生かす道なのである.

図11-4-1 町内主要観光地

5 ま とめ
以上を要約するならば,

(日 一宮町が開山市に窺入されても,当分は近郊島村 といった性格を残すであろう.特に平津 ･馬屋下

地区はそういえるのであって.その場合マスカットを主体とした果樹園芸の産地形成なしをりればなら

をレ､｡

(2) とはいえ,中心絃岡山市のベッドタウンとしての発展が,地域的にみてかなり確定的に予測される

のであって,その場合,新旧住民が一体となって.文化的EEl国的都市づくりということに専念しなけれ

ばそらないであろう｡

(3) その都市づくりにかいて,一宮は未開発を分野 もあるので,早急忙周到をる都市計画を立て,為政

者と地域住民が力を合わせて計画を遂行する必零が奉る.その場合,この地区は歴史的地理的に文化的

観光地としての条件も具えているので,あわせてその面の開発も考えなければならないO-.･･.･･･とL̂う

ことになるであろうO ( 虫 明 gJL)
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あ と が き

地域研究./リー3(第 14集<一宮町の歴史と現代>が ,ここに短期間で公刊される運びに至ったこ

とを心から審ひたvl｡

機題をどうするかということについて ,vlろvlろ話 し合われた｡<変貌する一宮町>もその一案と

して出された｡明治の頃から,一宮村も平津村 も属島下村も純&･村とV'う填て過ぎてきた｡そこは桃

の村であb露地ブドウの村であb稲作の村であか摘草の村であった｡その後 .大正から昭和轍前にか

けて ,姓家の次三男を中心とする俸給生活者が.}リノリとふえていったのであるが ,それは急敵でも

表面的でもTzかった｡ところがここ10牢の間の変化はまったく放 しvloそれは岡山市郊外 ,しかも

自然壌境に患まれていることから,市のベットワウンとしての様相を示 しはじめてからのことで参る｡

このように散変 しつつある一宮町であるが ,われわれの地域研究は ,地域の動蝶両にのみ焦点をあ

てたわけではをく.もっと基本にさかのぼ b ,一宮町という一つのコ<ユニティーを ,歴史 ･地理 ･

産業 ･経済 ･社会 ･教育 ･文化の諸方面から.駄合的忙客観的にうさばbLようというのが目的であ

った｡そこで<変貌する>とvlうことを含めて<一宮町の歴史と~現代>という梼原にすることにおち

つVlたのである.

昭和 44年は前年から続V,て大学紛争の牢であった｡このため春から夏にかけて授薬ができず ,9

月から投薬を始めて豊平5月までの間に .1年間の教育教程をこなそうとしたのであるから,教官学

生ともに昼夜親行 ,まったく必死であった｡そのため地域研究も日程がとれず ,ことしの春休みを利

用して実施されることになったo

加えて一宮町は岡山市との合併の希Lが進行 しつつあ9.早 く研究結果をまとめなければ町が哨戒

するという追vlつめられた串仲もあって ,学生諸君に原稲を早急に仕上げるよう求めた｡調査法一般

につvlて,G .中尉の柵轟に上って与えられてV,たとはvlえ .実地軸査そのものは ,学生諸君にとって

大変なことだったと思 うDはこDにまみれた旧役場矢料を公民飴に運んで丑理 したこと.政弘 ･学校

･卒業所を訪ねたこと .旧家を訪ねて史料を見せてVlただV,たこと ,村の古老その他の方に会ってvl

ろV,ろ話しを岬V,たこと.測丑機むかついて山に奄b川を渡ったこと,そして後日また補足調査iR:出

かけたことをど,思い出はつきをvlであろうOその上5忙苦労を韮ねたとはV,え .今年はそれ らの学

生諸君の在学中に研究結果が公刊されるのであって ,これは諸君にとってもこの上なvl喜びであろう｡

学生諸君は近 く卒嬉 し,それぞれ救助につく｡その際 ,この地域研究とV'う放重な体験をとL･･して

身につけたものを ,直接には社会科の提案に ,間接には学問することの悪味につvlて ,そ して社会の

人たちと轟鯉することにかいて ,十分V,かされるよう期待 したV,0
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われわれが地域研究の対象地として-宮町を遊び ,その交渉を町当局の方々と始めた時 ,町の方々

は心から歓迎し期待して下さったQとV,うのけ岡山市との合併が具体化しつつあb,近 く消波する遇

席 にある町を ,なんらかの形 - できれば町誌とvlう形 - でtとめてかきたV,とvlう事情にあった

からだO この薄味ではわれわれの希望と,町の期待とが一致 したところである｡

うというのが目的であるから,vlわゆるく町誌>とげ観点がずれているわけである｡その意味では町

の期待にそvlえをかったかもしれない.

ともあれ町は近く消滅する｡このささやかを研究物が ,町住民のある方には思vl出のよすがとして .

ある方には現状拒塩のメリットとして ,そしてすべての方Kは地域の未来像をえがく参考資料として ,

こ活用vlた#-ける夜らば .われわれとしてもこの上7kvl喜びとするところであるO

(虫 明 gl.)
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